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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　陽よう珂かの大地は六角の形をしていると言う。

　天てん地ち開かい闢びやくの折、天てん帝ていはその六角の大地に六つの国を築かれた。西に《白はく》、東に《黒こく》を置き、北西は《碧へき》、北東に《蒼そう》、そして南西が《黄おう》、南東に《紅こう》の六国である。

　これら《陽珂六国》と呼ばれる国々には、天帝から遣つかわされた守護聖せい獣じゆうによって守られし王が立ち、たいそう栄さかえていたと言う。

　美しく長い被ひ毛もうを持つ優美な獣けものが、大きな翼つばさを広げて陽珂の空を力強く飛ひ翔しようする。人々は優ゆう雅がに舞まうその姿を見かけるたびに、自分たちの国が栄えていることを喜び合った。

　だが、それも昔の話──。

　長い時を経る間に、守護聖獣はこの世から姿を消してしまい、六国の間ではしだいに争いが起きるようになった。

　そして今、陽珂の大地は三つの大国で占しめられている。

　最初に滅ほろびたのは《黄》で、《黒》に侵しん略りやくされた《紅》がそれに続いた。《黄》を併へい吞どんした《白》は北方へも勢力を伸のばし、《碧》の約半分が帰属した。東の《黒》も北方への侵略を開始して、その勢いに押された《蒼》は、失った領土の代わりを《碧》に求めた。そうして《碧》という国も消滅してしまったのだ。

　長く続いた戦乱で、肥ひ沃よくだった陽珂の大地は荒あれ果てた。勝利したはずの大国といえども戦せん禍かから逃のがれることはできず、そこへ度たび重かさなる悪天候が襲おそいかかった。今や陽珂の大地に棲すむ者の多くが疲ひ弊へいし、困こん窮きゆうしているという有様だ。

　三つの大国はそれぞれ立派な王が治めているが、王を守護する聖獣が消えて久しい。

　古き時代には、守護聖獣に認められた者だけが玉座に即つく資格を持つ。また、守護聖獣が王のそばに留とどまっている国だけが天帝の恩おん寵ちようを受けて栄える。そのような言い伝えもあったのだが、今ではそれを覚えている者すらほとんど残っていない。

　かつて、この大地には王を守護する聖獣がいた。

　人々がかすかに記憶に留めているのは、その伝説だけだった。
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《蒼》は陽珂大陸の北方に位置する国だ。その都は、大陸の中央部を占める高山地帯から、ゆるく蛇行しながら北へと流れる大河沿いにあった。

　陽珂の大地が荒れて久しい。《蒼》もまた例外ではなく、悪天候によって長い間不作が続き、民たみは皆、貧困に喘あえいでいた。しかし、さすがに都の近くともなると、影響は少ないようで、河川では荷を満まん載さいした船せん舶ぱくが盛んに行き来し、港で荷揚げされた物品は荷馬車に積み替えられて、大量に都へと送られていた。

　整備された街道には、荷馬車だけではなく、多くの人々も行き交かっている。

　埃ほこりっぽい道をよろよろと、覚おぼ束つかない足取りで歩いている若者も、都へ向かうひとりだった。

　年齢は十五か十六ぐらいか。ほっそりとした肢し体たいに、春の空を映したような色合いの上衣と、それより僅わずかに濃いめの下か裳しようをつけ、淡たん紅こう色しよくの帯を締しめている。飾り物は少ないが、全体に品のいい身なりだ。

　薄い色の髪は頭頂部で少しだけまとめ、あとは華きや奢しやな背中に流している。顔立ちが驚くほど整っており、中でも印象的なのは、蒼そう玉ぎよくのように澄みきった双そう眸ぼうだった。

　若者がまとう雰囲気は、貴族、あるいは王族だと言われても納得できるほどの気品に満ちているが、きれいな面おもてには、焦しよう燥そうと不安の表情が浮かんでいた。

　疲れた様子の若者、漣れん花かは、細いため息を漏もらしながら立ち止まった。

　里の者と別れたのは、港近くの空き地だった。そこからひとりで都に向かったのだが、思いがけない事態に追い込まれている。

　まださほど距離を歩いたわけでもないのに足が萎なえてしまい、まったく力が入らないのだ。都はすぐそこだというのに、辿たどり着くどころか、あまりの気分の悪さに、このまま道みち端ばたで倒れてしまいそうだった。

　どうしてこんなことになったのだろう……。

　漣花は助けを求めるように、薄い雲がたなびく空を仰あおいだ。

　疲れがひどいだけではない。力を失うのと同時に、手足も身体も、少しずつ縮んでいっている気がする。成長期はとっくに終わっているはずなのに、まるで時に逆らうように身体が退化していた。

　里にいる頃から予兆はあったのだ。でも、まさか都を目前にして、これほど劇的な変化があるとは思わなかった。

　どうしよう……花か琳りんに助けを求めようか……。

　漣花は、双ふた子ごの弟の顔をちらりと思い浮かべたが、そのあとゆるく首を振った。

　そんなみっともない真似まねはできない。

　だいいち、自分が都に来たのは、花琳を手助けしようと思ってのことだ。逆になってしまっては、どうしようもない。

　漣花は再び足を踏ふみ出した。けれども二歩、三歩と進むたびに息が上がり、血の気が引いていく。悪お寒かんまでし始めて、視界も霞かすんできた。

　しまいには立っているのも困難になり、ぐらりと身体が傾く。

　倒れた方向は最悪だった。疾しつ走そうする荷馬車が間近に迫っていたのだ。

「…………っ！」

　とっさには避けることもできず、漣花は息をのんだままで硬直した。

「危ないっ！」

「轢ひかれる！」

　往来で鋭い悲鳴が上がる。

　だが、荷馬車にぶつかる寸前、さっと漣花の身体をすくい上げた者がいた。

　黒ずくめの格好をした長身の男だ。二十代後半といった若さの男は、軽々と漣花を抱いて跳ちよう躍やくする。

　荷馬車は何事もなかったかのように、真横をすり抜けていった。

「いいぞ！」

「すごいぞ！」

　鮮あざやかな救出劇を目撃した者たちから、喝かつ采さいの声が上がる。

　が、それも束の間のこと。見世物は終わったとばかり、人々はすぐにその場から立ち去っていく。それぞれ目的があって、些さ細さいな出来事にかまっている暇ひまなどないのだろう。

「おい、大丈夫か？」

　男は漣花を道端に座らせると、片方の膝ひざをついて心配そうに顔を覗き込んでくる。

　漣花は朦もう朧ろうとしたままで、自分を助けてくれた男を見上げた。

　きりりと引き締まった顔立ちで、真っ直すぐな眉と、強い光を放つ銀ぎん灰かいの双眸が印象的だ。

　その、男の双眸と視線が合った瞬間、何故なぜかどきんと心の臓が高鳴った。

「怪我はなかったか？」

　男はそう重ねながら、そっと頰ほおに触ふれてきた。

　乱れた髪を直されただけなのに、指先が掠めた場所が火を噴いたように熱くなる。

「あ……」

　いったい何事が起きたのかと、漣花はまともに答えることもできなかった。

　助けてもらったのだ。礼を言わねばならない。なのに気持ちが焦るばかりで、いっこうに声が出てこない。どうしていいかわからず呆ぼう然ぜんと見つめていると、男は訝いぶかしげに眉根を寄せた。

「やはり、どこか傷いためたのか？」

　再度問われ、漣花は懸けん命めいに首を左右に振った。

「……い、いいえ……大丈夫……です……」

　辛かろうじて口にすると、男はほっとしたように表情をゆるめる。

　精せい悍かんに整った顔にきれいな笑えみが浮かび、漣花はまた視線を奪われた。ふいに恥ずかしさも覚えて、青白かった頰がほんのりと染まる。

　漣花は男の手を借りながら、立ち上がった。

　並んでみると、男の長身が本当に際立っている。

「都へ行くのか？」

「はい」

「送っていってやりたいところだが、あいにく俺は港へ行かねばならん」

「ご親切にどうも……でも、私なら大丈夫、ですから」

　漣花は内心でがっかりしつつも、そう答えた。

　不思議なことに、気分はずいぶんとよくなっていた。いやな動どう悸きも収まったし、目め眩まいもしない。それに萎えきっていた手足にも力が戻っている。

　この人とは、もう少し話していたい。

　男の顔を見上げているうちに、そんな欲求に駆かられた。

　でも、男を引き留める理由がない。

「じゃ、気をつけて行けよ」

　男はそう言って、あっさりと未練もなく漣花に背を向ける。そして、急ぎの用でもあるのか、かなりの速度で走り出した。

　あっという間に小さくなる長身の後ろ姿を、漣花はため息をこぼしながら見送った。

　清せい冽れつな印象を残す男だった。爽さわやかな風が吹き抜けたような心地よさを感じた。

　でも、もう二度と会うことはないのだろう。

　そう思うと、胸が疼うずくように痛くなる。

「急がねば……」

　漣花は誰へともなく呟つぶやいて、しっかりした足取りで街道を歩き始めた。
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《蒼》の都は喧けん噪そうに満ちていた。

　ほんの半年ほど前までは、この都も死んだように静かだったという話だが、今はその名な残ごりも感じられない。人々は飢き饉きんの影響など受けていないかのように精力的に動き回っていた。

　それというのも、《蒼》では新しい王が登極したからだ。前王が弟に位を禅ぜん譲じようし、ちょうどその新王の即そく位い儀ぎ礼れいが行われている最中だった。

　儀礼の最終日に、新王は民の前にも貴いお姿を見せてくださるという。

　都の人々はその特別な日を楽しみに、盛り上がっているのだ。

　何しろ、新王となった蒼そう雷らい牙がは、天てん帝ていより遣つかわされた、あの伝説の守護聖獣を従えているという。人々の関心は、その守護聖獣にも集まっていた。

　守護聖獣を従えた王は、善政を敷しくという。荒こう天てん続きでどうしようもないところまで追いつめられていた《蒼》は、これで息を吹き返すだろう。

　王と守護聖獣のお目見えが明日に迫り、都の人々の熱気は最高潮に達していた。

　守護聖獣とは、どのような生き物なのか。新王はどのようなお姿なのか……。

　とにかくひと目だけでも、新王と守護聖獣を見てみたい。そう望むのは、何も都に住む民だけではなかった。遠くからも大勢の者が集まってきている。

　大通りでは、それらの客を相手に、物売りや宿の呼び込みが、甲高い声を上げていた。

　漣花はそんな都の様子を物珍しく眺ながめながら歩いていた。

　生まれて以来、里から離れたことがなかったので、外の世界を見るのは初めてだった。大まかな知識はあるものの、実際に目にすると驚くようなことばかりだ。

　大通りには色々な物を売る店が並んでいた。穀物、野菜、肉、魚、酒、反たん物もの、道具類、調度など、ありとあらゆる物が売られている。また、旅人を泊める宿屋、食事をさせる店もある。

　大勢の人々が忙しげに、それらの店を出入りしているのを見ると、それだけでため息が出そうだった。

　無事に都まで到着したけれど、このあとどうしよう……。

　すぐに花琳に会いにいくか、それとも、もう少し都の様子を見てからのほうがよいか……。

　双子の弟とは、半年前に別れたきりだった。すぐに元気な顔が見たいのは山々だったが、漣花には一いち抹まつの不安もある。

　今の自分のこの姿を見せれば、花琳はどんなにか驚くことだろう。

　病でもないのに、ずいぶんと瘦やせてしまった。背丈も縮んでしまい、それにつれて、黄金の輝きを放っていた髪の色もくすみ、顔立ちまでが幼くなっているはずだ。

　花琳が里を出た頃は、まさかこんなことになるとは思わなかった。

　だからこそ花琳に対し、何か困ったことがあれば、いつでも手伝うからと、偉そうな言い方ができたのだ。

　ところが、当てにしていたその《力》は徐々に失われ、今の漣花は、花琳よりもずっと下位の存在となってしまった。

　支えになれるならともかく、逆に迷めい惑わくをかける恐れがある。

　そんな状態では、会いに行っても仕方ないのではないだろうか。

　幸か不幸か、花琳は、漣花が都に来ることを知らない。だから、今夜は宿に泊まって、明日、遠くから、花琳の姿を見るだけにしたほうがいいかもしれない。

　それに、ここまで無事にやってきたけれど、いったんは収まっていた疲労が、またぶり返していた。徐々に身体が動かなくなってきている。

　漣花は、弱くなってしまった自分を心底情けなく思いながら、今こ宵よいの宿を探した。

　しかし、明日の即位披ひ露ろうのせいで、どの宿にも空きがない。

「どんな部屋でもいいのです。贅ぜい沢たくは言いません。なんとかなりませんか？」

　漣花は懸命に頼んだが、どの宿でもそっけなく断られてしまう。

「明日だったら空きができるかもしれないけど、無理だね。今日は最高の客入りなんだ。悪いけど、忙しいから帰っとくれ」

　すげなく店から追い出され、漣花は途と方ほうに暮れた。

　力が出なくて、今にも倒れてしまいそうだ。とにかく身体を休める場所を探さないと……。

　こうなれば寺院でも探すしかない。軒先を借りられなければ、木の根元でもいい。姿を変えれば、なんとかなるだろうから……。

　宿に泊まるのを諦あきらめた漣花は、人混みを避さけるように一本裏の通りへと進み、そこからさらに、寺院を探して歩き回った。

　あたりに夕闇が迫る頃、鬱うつ蒼そうとした木立に囲まれた堂どう宇うが見つかる。漣花はよろよろと門の中に入っていった。

　驚いたことに、境けい内だいには大勢の人が集まっていた。漣花と同じように宿にあぶれた様子の者もいたけれど、大多数は元からこの場所に住みついていると思われる者たちだ。境内のあちこちに雨を凌しのぐための覆おおいが立てられ、その下に、襤褸ぼろ同然の衣ころもをまとった者が蹲うずくまっている。

　おそらくこの堂宇は救きゆう貧ひん院いんを兼かねているのだろう。家を持たない最下層の者には、日に一度でも食べ物を支給されるなら、ありがたいはずだ。

　漣花は、顔色が悪く瘦せ細った人々を憐あわれに思いながら、自分もまた人の輪の端はしに腰を下ろそうとした。

　そのとたん、近くにいた人相の悪い男が、嚙かみつくように声をかけてくる。

　座り込んでいる者よりはましな格好だが、ひどい蓬ほう髪はつで陽ひに焼けた顔も汚れきっている。

「おい、おまえ、ここは俺らの縄張りだ。誰の許しを得てここへ来た？」

　すごんでみせた男に、漣花はぐっと両手を握った。

「ここで少し休ませてもらいたいだけです。あなた方のお邪じや魔まはしません」

　一応丁てい寧ねいに断ってみたが、男は馬ば鹿かにしたように笑っただけだ。

「へえ、お坊ぼつちゃまは、こんなところでお休みになりたいんだとさ。ははは……」

　男の声に、まわりにいた仲間たちが迎げい合ごうする。

　漣花はあっという間に、六、七人の屈くつ強きような男たちに取り囲まれてしまった。襤褸を着て力なくしゃがみ込んでいる者たちは、漣花の災難にまったくの無関心といった体ていだ。

「よお、お坊ちゃまよ、ここで休みたいなら、それなりの代金を払はらいな」

「代金……」

　漣花はちらりと男たちの様子を窺うかがった。

　いくら世間知らずでも、脅おどされていることはわかる。男たちは、ここに集まる者から、なけなしのお金を巻き上げるつもりなのだ。

　漣花の胸には、怒りが芽生えた。

　こんな者たちの脅しに屈するわけにはいかない。

　都が賑にぎわっているのは新王即位の祝賀のためだ。それにかこつけて非道な金儲けをしようとは、見下げ果てた者たちだ。

　とても許してはおけない。

　とにかく相手が屈強な男六人だろうと、本気を出せば簡単に倒せる。しかし、こんなところで大きな《力》を使うわけにもいかない。目立つことはしたくないし、まわりの無関係な者を巻き込むのも回避しなければならなかった。

　あまりひどくしないで、男たちを反省させられれば……。

　漣花はむしろ、男たちをなるべく傷つけないようにと、考えていたのだ。

「おいおい、黙だんまりかよ。それとも怖くて震えてんのか？　さっさと金を出せば、許してやらんでもないぜ？」

　反応の薄い漣花に呆あきれたのか、男はいかにも馬鹿にしたように言う。

　漣花は、きっと男を睨にらんで詰きつ問もんした。

「そなたたちは、いつもこうやって弱い者を脅していたのか？」

「はあ？」

「悪いことは言わぬ。悔い改めよ」

　恐れ知らずの言葉に、男はぽかんとしたように口を開けた。

　そうしてしばらくの間、まじまじと漣花を見つめたあとで、げらげらと大笑いを始めた。

「あーっはっはっは……ああ、おかしい……ははは、笑いが止まらん……悔い改めよ、だとよ。いったい何様のつもりだよ。あははは……」

「ははは……こいつ、頭おかしいんじゃないっすか、お頭かしら」

　首領らしき男だけではなく、まわりの者たち全員が、腹を抱かかえて笑っている。

　漣花は、何がそんなにおかしいのかと、眉をひそめた。

「あー、まったく、笑わせてくれるぜ。おい、てめぇら、お坊ちゃまは、世の中のことをまったくご存じないようだからな、ちゃんと教えて差し上げようじゃないか。まずは、身ぐるみ剝はがして縛しばり上げるんだ」

「へい、お頭」

「おう、小こ僧ぞう。大人しくしてりゃ、痛い目には遭あわせねぇでおいてやるからな」

　男たちは口々に言いながら、いっせいに手を伸のばしてきた。

「何をする？　無礼者！」

　両方の腕をばらばらにつかまれて、漣花は嫌けん悪おのあまり、思わず高い声を上げた。

　このように賤いやしい者たちに触れられるなど、あってはならないことだった。

　里では誰もが漣花を大切にしてくれた。生まれた時からずっと、唯一無二の存在として敬われてきたのだ。

　その自分に不ふ浄じような手で触れるなど、絶対に許してはおけなかった。

「放せ！」

　漣花は鋭するどく命じながら、身内に《気》が満ちるのを待った。

　だが、いつまで経たっても、その気配がない。里ではあれだけ圧倒的だった《力》が、少しも湧わいてこなかった。

　ほんの少し指を動かすだけで、無礼者はすべて後方に吹き飛ぶはずだった。それなのに、漣花の手は足あ搔がくように空くうをつかんだだけだった。

「……あ……」

　漣花はさっと青ざめた。

　今になって、自分がすべての《力》を失ったことを思い知らされる。

　どうして、こんな時に……！

　男たちは乱暴に漣花を小突き回した。帯に手がかかって、ぐるりと身体を回された拍子に、髪に挿してあった簪かんざしが、しゃらんと小さな音を立てて地面に落ちた。

　こんな乱暴な扱いを受けたのは、生まれて初めてだ。人間を怖いと思ったのも初めてだった。

「どうしたよ、お坊ちゃん。すっかり大人しくなっちまったな。よくよく見ると、おまえ、すげぇ上じよう玉だまじゃないか」

　首領らしき男が漣花の顎あごをつかみ、いやらしく舐なめるように見つめてくる。

「は、放せ……っ」

「身ぐるみ剝いだあと、早速お楽しみといこうか」

「お頭、俺らにも、回してください」

「ああ、いいぜ。飽きるまで遊んで、そのあと遊ゆう郭かくに売り飛ばしてまたひと儲けだ」

　首領の言葉に、手下たちは、わっと歓声を上げた。

　まわりには大勢の人々が座り込んでいたが、誰ひとりとして、漣花を助けようという者はいない。濁った目で、ぼんやりとこちらを眺めているだけだ。

「や、やめろ……っ」

　理り不ふ尽じんな暴力に屈するのはいやだ。それでも掛け値なしの恐怖にさらされ、身体が小刻みに震えてしまう。

　その時、ふいにひとりの長身の男がやってくるのが目についた。

「おい、おまえら。いい加減にしろ！」

　飛ぶようにそばまで来た男は、素早く首領の腕をねじ上げる。

「何しやがる、てめぇ！」

　首領は怒声を上げた。しかし、男は余よ裕ゆうで首領の手を漣花から引き剝がす。

「見下げ果てた連中だな。子供ひとりに、いい大人が何人も群がって、恥ずかしくないのか？」

　男は氷のように冷ややかな声を出した。

　背中で庇かばわれている漣花ですら、一瞬びくりとなったほど迫力のある言い方だ。　>>>♥

　それでも、ならず者たちは怯まなかった。数を頼みに、ざざっと男を取り囲む。

「おい、ここは俺らの縄張りだ。よけいな口出しされちゃ困るんだよ」

「縄張りだと？　ふん、弱い者しか集まってこないような場所で、恐きよう喝かつを生なり業わいにするとは、呆れてものも言えん」

　吐はき捨てた男に、悪者たちはさっと顔を赤らめた。

「おい、てめぇら、やっちまえ！　この生意気な若造に思い知らせてやれ！」

「おお！」

　怒りを漲みなぎらせ、屈強な男たちがいっせいに飛びかかってきた。それぞれ剣や斧といった得え物ものを持っている。

「ああっ！」

　漣花は思わず悲鳴を上げた。

　けれども、次の瞬間、ばたばたと地面に倒れていったのは、ならず者たちのほうだった。

　漣花を庇った男は、大きく動いたわけでもない。腰の長剣すら鞘さやから抜かず、小手先だけで屈強な男たちをあしらったのだ。まるで妖よう術じゆつでも見せられたかのように、鮮やかな手て際ぎわだった。

　苦痛に顔を歪めたならず者たちは、地面に手をついて懸けん命めいに立ち上がる。しかし圧倒的な力の差に、もはや完全に戦意を喪失していた。

「く、くそっ！」

「お、覚えてやがれ！」

　辛うじて、お決まりの捨て台詞ぜりふを残し、あとは蜘蛛くもの子を散らすように逃げていく。

　危ないところを助けてくれた男は、やれやれといったように息をつき、ようやく漣花に向き直った。

「あっ」

　息をのんだのは、知った顔だったからだ。

　昼間、街道で漣花を助けてくれた、あの男だった。

「おまえは……」

　男のほうも、驚いたように銀ぎん灰かいの目を見開く。

　偶然の出会い。そして二度も助けられた不思議さに、漣花は声もなかった。

　筒つつ袖そでの上衣や丈の短い下か裳しよう、その下につけた股またの割れた褌こんは、黒一色。そして腰に下げた長剣の鞘と胸当ては黒銀、という格好だ。長めの黒髪を、後ろで無造作に束ねている。

　胸当てをつけているから、商人ではないのだろう。しかし、長剣を腰にしていても、城兵などにも見えない。

　そして男は、精せい悍かんに整った顔を、ふわりとほころばせた。

「また、会ったな。おまえ、都の者じゃなかったのか……」

「……っ」

　突然見せられた微笑に、漣花は我知らず頰を染めた。

　街道での時と同じように、心臓が大きく音を立て始める。澄みきった銀灰の双眸に、訳もなく視線をとらわれ、息をするのも苦しくなるほどだった。

　何よりも、危ないところを助けてもらった安堵で、目尻には涙が滲んでくる。

　男は、泣いている子供を宥めるように、漣花の頭を撫なでてきた。

「よしよし、怖かったんだな。もう大丈夫だから、泣かなくていいぞ」

「わ、私は……泣いてなど……っ」

　そう言い返してみたものの、止めようもなく涙の粒がこぼれてくる。

　長身の男は、上からじっと漣花を見つめ、長い指で濡れた頰をそっと拭った。

　こうして宥められると、本当に小さな子供になったような気分だ。

　羞しゆう恥ちにとらわれた漣花は、いやいやをするようにかぶりを振った。

「おまえ、ひとり旅だったのか……」

　低い声で訊ねられ、漣花は心臓をどきどきさせながらも、こくりと頷うなずいた。

「俺は狼ろう牙きだ」

「狼牙……様」

　漣花は、狼牙という名前をしっかり胸に刻んだ。

「おまえは？　なんという名だ？」

「あ、ごめんなさい。私は、蒼そう……あ、いえ……私は、漣、花……漣花です」

　漣花は慌あわてて言い直した。

　今の名前は、里を出る直前に変えたものだ。以前は「蒼そう花か」と名乗っていた。だから、どうしてもぎこちない答え方になってしまう。

「漣花か……いい名だ」

「え、本当に？　本当にそう思われますか？」

　思わず問い返すと、狼牙と名乗った男は笑えみを深める。

「ああ、漣花という名は響ひびきもいいし、おまえの可か憐れんな雰囲気にも合っていると思うぞ」

　そう言われて、漣花はほっとなった。

「とにかく、都には、ああいう輩やからが大勢いるから気をつけろ。ここは救護所になっているが、夜は危険だ。ちゃんとした宿に泊まらないと」

「宿は……いっぱいだった、から……」

　漣花は辛うじてそう答えた。

　狼牙は、ああ、そうか、と相づちを打つ。

「守護聖獣とやらを、ひと目見ようという物好きが集まっているのだったな」

　何気なく言われた言葉に、ひときわ大きく心臓が鳴った。

　だが、その時、何を思ったのか、狼牙がすっと腰をかがめる。拾い上げたのは、先ほど落としてしまった簪だった。翡ひ翠すいの軸に細かな細工を施した銀の飾りがついている。

「これ、おまえのか？」

「あ、……はい」

　漣花が答えると、狼牙はふっと口元をゆるめる。そして、自分の上衣で簪の汚れを拭い、漣花の髪に、その簪を挿してくれた。

　息が重なってしまうほどの距離に、漣花はさらに羞恥を覚えて頰を染めた。

「とにかく、泊まるところがないなら、俺が知り合いに頼んでやろう。懇こん意いにしている宿がある。お世せ辞じにも高級とは言えないが、ここで野宿するよりましだろう」

「……お願い、します」

　親切な申し出に、漣花は頭を下げた。

「それじゃ、行くか。宿はすぐそこだ。ついてこい、漣花」

　狼牙は気軽に漣花の手首をつかみ、さっさと歩き出す。

「あ、待って……」

　漣花は慌てて従った。

　寺院の境内に入ってきた時は、疲れが最高潮に達していた。なのにどうしてだか、狼牙のそばだと、疲れが緩かん和わされていく気がする。

　そして、しっかりと手を握られていることにも、漣花はたとえようのない安心感を覚えていたのだ。

　狼牙が案内してくれたのは、裏通りにあるこぢんまりした佇たたずまいの宿だった。古びた建物だが、清掃は行き届いている。

　狼牙は店内に入ってすぐ、気軽に女将おかみを呼び出した。

「まあ、狼牙様。お久しぶりですこと……すっかりお見限りで」

　奥から顔を覗かせた四十絡がらみの女将は、如じよ才さいなく挨拶する。

「俺は高級宿に泊まれるような身分じゃないんでね」

「何をおっしゃいます。うちが高級宿だなんて、ご冗じよう談だんばかり」

　女将の言葉に、狼牙はにやりと笑う。

　気軽なやり取りを交わしているところをみると、かなりの常連なのかもしれない。

「ところで女将、ひとつ頼みがある。悪いが、この子に部屋を用意してやってくれないか？」

「狼牙様のお頼みとあれば、お受けしないわけにはいきませんね。あいにく今日は、客室がいっぱいなんです。なので、私どもが使っている部屋でよければ」

「ああ、それでいい。おまえも、いいな？」

　確認するように問われ、漣花はこくりと頷いた。

　もとより、贅ぜい沢たくなど言うつもりはない。

「それじゃ、頼んだぜ、女将。おまえも……道中気をつけて行けよ、漣花。じゃあな」

　狼牙は、そう言ってあっさり背を向ける。

「あっ」

　慌てて振り向いた時、狼牙はすでに店から出ていったあとだった。

　漣花は呆然とその場で立ち尽つくした。

　二度も助けてくれたのに、またしても礼が言えなかった。

　自分の気の利きかなさがいやになり、漣花はため息をついた。

「いつも慌ただしいこと」

　横では女将も呆れたように肩をすくめている。

「あの……あの人はどういう方、なのですか？」

　漣花は気を取り直して訊ねた。

　もし、また会える機会があるなら、今度こそきちんと礼を言いたい。

「狼牙様はね……まあ、不思議な人だよ」

「不思議な人？」

「以前、うちの使用人を助けてくださったことがあるので、それ以来のおつき合いなんだけど、ここにお泊まりになることは滅多にないし、どのような方なのか、私にもわからないんだよ」

「それじゃ、どこに住んでいるかも？」

「ああ、さっぱりだ」

　女将の答えに、漣花は心底がっかりした。

「今日、二度も助けてもらったのです。それなのに、私は御礼も言えなくて……」

「まあ、そうがっかりすることもないさ。二度も助けてもらったなら、なんらかの縁があるってことだろ。だから、また会えることもあるさ」

　そう慰められて、漣花は再びため息をついた。

　本当にそうならば、どんなにいいか。

　あの男のそばにいると、何故か疲れを忘れていられた。

　徐々に弱っていくばかりで絶望的になっていたけれど、狼牙と出会って、少しは希望が持てるような気になったのだ。

　女将の言葉どおり、自分となんらかの縁があるなら、また会えるだろう。

　漣花はそう信じることにして、ようやく微笑を浮かべたのだ。




　　　　†




　その夜、漣花は宿の粗そ末まつな寝しん台だいに身を横たえながら、夢を見ていた。

　まだ、蒼花と名乗り、里にいた時の夢だ。







　蒼花は静せい謐ひつな空気の満ちる部屋で、ひとり静かに座していた。

　双子の弟、花琳が里から巣立ち、今の宮殿は静けさだけに支配されている。

　花琳はうまくやっていけるだろうか……。

　ぼんやり考えていた蒼花は、すうっと音もなく現れた長老に目をやった。

　そばまで来て腰を下ろした長老は、優しげに目を細め白い顎あご鬚ひげを弄いじっている。

　改まって話があるのだろう。でも長老は、なかなかそれを言い出せない様子だ。

「何か、案じておいでのことがおありですか？」

　蒼花は、そう言って長老の顔を窺った。

「そうさの……そなたに言わねばならぬことがある」

　逡しゆん巡じゆんするような呟きに、蒼花は首を傾げた。

「どのようなことですか？」

「うむ……そなたの名前のことじゃ」

　長老は意を決したように、口にした。

「私の名前？」

「ああ、そなたの名は蒼花……じゃが、いつまでも『蒼花』を名乗っているわけにもいくまい」

　思いがけない言葉に、蒼花はびくりとなった。

　蒼あおい眼差しが、わけもなく揺ゆれてしまう。

「『蒼そう』の字は、やはり憚はばかりがあろうからの。天にお返しするべきじゃ」

「…………」

　蒼花は長い間、無言だった。

　十六年間、慣れ親しんできた名前だ。

　しかし、長老の言葉は間違っていない。

「蒼」の字がつく名前は、もう名乗れない。

　でも、それなら……これから、私は何者になるのだろうか……。

　長老はまだ何か話していたけれど、その声がふいに遠くなっていく。

　それと同時に、何故だか、身体中から力が抜けていく気がした。

　今まで十六年間「蒼花」として、生きてきた。ただひとつの目標に向かい、生まれた時から、全ぜん霊れいをかけて生きてきたのだ。

　でも、その道は突然閉ざされた。

「蒼花」として生きてきたすべては、間違いだったとわかった。

「蒼花」に寄せられる信頼と愛情……。それを享受してきたのも「蒼花」という特別な名前があればこそだった。

　名前を返上したあとに、いったい何が残るのだろう？

　すべては名前とともに泡のように消えてしまい、何も残らないのではないだろうか……。

　蒼花を襲ったのは、言いしれぬ不安だった。

　でも、今まで矜きよう持じを持って生きてきた。

　自分にしか成し得ぬ役目があると……それを果たすことこそが己の使命なのだと……。

　今さら、それをなくしてしまうわけにはいかない。

　たとえ名前を返上しようと、自分にもまだできることがあるはずだ。

　蒼花は、襲い来る不安を払うように、強くかぶりを振った。







　　　　二




　宮城前の広場は、人で埋め尽くされていた。

　即位したばかりの新王と、その王を支える守護聖獣が、民の前に姿を現すことになっている。

　王が立つのは、宮城への入り口となる城門の高こう欄らんだった。

　少しでも近くで、新王と守護聖獣の姿を見たいと望む者は、十日も前から泊まり込みでいい場所に陣取っている。

　都中がお祝い気分で、祭のように盛り上がっていた。

　しかし大勢の人波の中には、周囲の騒ぎに同調していない者もいる。

　紅こう狼牙は、広場を埋め尽くす大群衆を、うんざりした気分で眺ながめていた。

　ついこの間まで、無能な朝廷に対する怨えん嗟さの声ばかりが高かったのに、守護聖獣が現れたというだけで、掌てのひらを返したように喜んでいるとは……。民というのは本当に単純だ。

　狼牙自身は守護聖獣という存在に、極めて懐かい疑ぎ的だった。伝説でしか聞いたことのない獣が、正しき王を選んで国を救うなど、絵え空そら事ごと。信じろというほうが無理だ。

　陽珂中の国が荒れている。六国あった国は、すでに半分が滅ほろびた。《黒》と《白》は軍を強化し、他国を侵しん略りやくすることで生き残ったが、次に倒れるのは《蒼》だろうと、少し先を見る目を持つ者は、皆が思っていたはずだ。それなのに、伝説の獣が現れただけで国が栄さかえるなど、信じられない話だった。

　しかし僅かながらでも、《蒼》が立ち直りを見せていることも確かだ。港もしかり、この都の賑わいぶりは、新王即位の祝賀を抜きにしても、以前とは比べものにならない。

　聖獣に選ばれた新王が立つという噂うわさは、半年ほど前から囁かれ出した。その噂によって、《蒼》の民が活気を取り戻したとも言える。

　もしかすると、《蒼》の新王はよほどのやり手で、守護聖獣を獲かく得とくしたとの話を巷こう間かんに広めることで、人心を操っているのか……。

　狼牙はそんな疑いも持っていた。

　とにかく自分の目で、その新王と聖獣とやらを見てみるしかない。

　そう思って、狼牙はわざわざこの宮城に立ち寄ることにしたのだ。

　広場は隙すき間まもないほど人で埋まっている。

　しかし、おめでたい日であるにもかかわらず、朝からの曇どん天てんで、新王が姿を見せる前に、とうとう大粒の雨が落ちてきた。雨脚はたちまち強くなり、雷鳴が轟とどろき風まで出てくるというひどい天気になる。

　せっかくのお祝いだというのに、こんな嵐になるとは不吉な……。

　さしもの群衆も、うねるように不安の声を上げ始める。

　聖獣に《力》があるというなら、天気ぐらい操ってみせたらどうだ？

　群衆とともに雨に打たれながら、狼牙は皮肉なことを思っていた。

　だが、嵐の様相を呈ていしてきた中でも、人々はなかなか立ち去ろうとしない。

　そして、ついに前方の城門で、銅ど鑼らが鳴らされたのだ。雨音を凌しのぐ勢いで、ゆっくりと三回、銅鑼の音が響き渡る。

　人々は息をのんで、城門を見守った。狼牙も腕組みをして、前方を見据えた。

　豪ごう壮そうな城門は、固く閉ざされている。蒼あお瓦がわらを載のせた屋根が二重に重なり、その間の高欄に動きがあった。

　最初に現れたのは、槍やりを持った二十人ほどの衛兵だ。揃いの軍装に身を固めた衛兵たちは、きびきびとした動きで左右に分かれて列を作る。

　そして、最後にとうとう新王らしき人影が現れた。

　おおお、と、うねるような声が広場を埋め尽くす。

　新王は濃こい藍あい色いろの礼らい服ふく姿で、頭に冕べん冠かんを載せていた。鍛きたえ上げられた長身に、秀ひいでた顔立ち……遠目でも、並々ならぬ力を有する男であることがわかる。

　だが、その長身の王の陰かげから現れたのは、驚くほど頼りない華きや奢しやな若者だった。

　爽さわやかな水色の礼服をまとっている。新王はその若者にそっと手を伸ばし、いかにも大切だといったように引き寄せる。若者は恥ずかしげに王を見上げ、王もまた若者を見つめ返す。

「あれが……守護聖獣？」

「あんな子供が……？」

　ひそひそと呟く声がそこここで上がり始める。

　狼牙の感想もまったく同じだった。

　体格が華奢なだけではない。顔立ちは整っているものの、覇は気きといったものはまったく感じられなかった。

　あれが伝説の聖獣だと？

　まさか……ただの子供ではないか……。

　狼牙は、知らぬうちに入れ込んでいた自分がおかしくなり、すっと肩の力を抜いた。

　馬鹿馬鹿しいにもほどがある。

　狼牙は鋭く王と子供を睨みつつ、胸の内で吐き捨てた。

　もうこんな場所に用はない。さっさと引き揚げたほうがいい。

　そう思って、きびすを返そうとした時だ。

　空を覆い尽くしていた黒雲が、さっとふたつに割れて、真っ白な光が射した。それと同時にぴたりと雨が止やみ、いつの間にか風も収まる。

　雲間から射す眩しい光は、城門の上に立つ新王と、華奢な若者を照らした。

「あっ！」

「おおおっ！」

　人々が驚きの声を上げる。狼牙もまた、息をのんだ。

　華奢な若者が真っ白な光に包まれたかと思うと、その固まりが大きく膨ふくれ始めたのだ。純白の繭まゆ玉だまのような固まりに目を凝こらしていると、次にはそれがふわりと浮き上がっていく。

　純白の繭玉はさらに巨大になり、今度はそこから真っ白な翼つばさが生えてきた。

　鳳おおとりか？　いや、あれは……！

　細かな光の粒を撒まき散らしながら、優雅に羽ばたいたのは、翼を持つ純白の獣だった。

　城門から飛び立った獣は、遥か上空で優雅な舞まいを見せる。

　広げた翼の先、耳と長い尾の先端だけが蒼そう色しよくに染まり、あとはすべて純白。この上なく高貴で美しい獣に、人々の視線は釘付けになった。

　純白の獣がゆったり飛ひ翔しようする空には、もう雲の欠片かけらすら残っていない。真っ青な空を背景に、この世のものとも思えない美び獣じゆうが旋回していた。

「おお、あれこそが守護聖獣だ……なんと美しい……」

「なんと気高いお姿か……」

「ああ、これで《蒼》は救われる……」

　人々は呻くように言いながら、歓喜の涙を溢れさせた。

　狼牙は、美しい飛翔に目を奪われながらも、ちらりと皮肉なことを考えた。

　妖よう術じゆつ……か？

　本当にあの子供が変身したのか……？

　真実を見極めようと、飛翔する聖獣から城門に目を移す。

　満足そうに空を見上げる新王のそばに、あの子供の姿はなかった。

　守護聖獣の《力》を信じろというのか？

　見せつけられたのは、普ふ通つうではあり得ない光景だった。

　それでも、狼牙はゆっくり首を振る。

　空を飛翔する獣、それを守護聖獣だと言うなら、確かにこの目で見た。だから、認めてやってもいい。しかし、それだけのことだ。

《蒼》だけが守護聖獣を獲得して生き残る。そんな理り不ふ尽じんが許されていいわけがない。六国あった国のうち、すでに滅びてしまった三国は、どうだったというのだ？

　聖獣というものが本当に天から与えられた《力》を持っているなら、どうして国が滅びる前に顕けん現げんしなかった？

　このあと《蒼》が立ち直るかどうかは、聖獣ではなく、あの新王の手しゆ腕わんにかかっている。

　そうでなければ、いけないはずだ。

　狼牙は城門の上に立つ蒼王をじっと見据え、そのあとくるりと後ろを向いた。

　人々の目は、いまだに空に釘付けとなっている。そして、聖獣の動きに合わせてか、人波には大きなうねりが起きていた。

「ちょっととおしてくれ」

　狼牙はそう声をかけつつ、歩き始めた。

　ぎっしり詰まった人々の間を抜けていくのは、いかに狼牙といえど、至難の業わざだった。

「悪い。とおしてくれ」

　人々は狼牙の声など聞こえないように、前方の出来事に魂たましいを奪われている。

　狼牙は苦労しながら、後方へと進んだ。

　だが、ほんの少し移動したところで、人波に変化が起きる。

「万ばん歳ざい、万歳！」

「おおぅ！」

「おおぉ──っ！」

　広場中で、まるで怒ど号ごうのような叫びが上がる。それと同時に、人々はいっせいに動き始めた。

「おい、待て！　押すな！」

　狼牙は思わず制止の声を上げたが、人波の圧力には敵かなわなかった。進みたかった方向とは真逆に押し戻されてしまう。

　人々は皆、憑つかれたように一点を見つめ、少しでもそこに近づこうとしているのだ。

　と、その時だった。狼牙の右足に、何かが絡からみついた。

　人波に押し戻されながら視線を落とすと、なんと小さな猫が足にしがみついている。

　純白の被ひ毛もうを逆立てた子猫が、必死な様子で爪を立てていた。

　狼牙は子猫の首筋をつかんで、そっと持ち上げた。

「どうした？　踏ふまれそうになったのか？」

「ふんみゃぁ……」

　狼牙の問いに答えるように、子猫が声を上げる。長い尻尾をぱたぱた動かし、小さな前まえ肢あしを精せい一いつ杯ぱい広げている。生まれてさほど経っていないのか、掌てのひらに乗ってしまうほどの大きさだ。純白の長い被毛が美しく、今まで見たことのない種類の猫だった。

　淡たん紅こう色しよくの可愛らしい肉球が目について、狼牙は我知らず口元をゆるめた。

　広場に迷い込んで、出るに出られない状態だったのだろう。

「しばらく俺の胸につかまってろ。ちょろちょろしてると踏み潰されてしまうからな。俺が外まで連れてってやる」

　狼牙はそう言って、黒銀の胸当てを寛くつろげた。隙間に押し込んでやると、子猫は必死にしがみついてくる。

　爪を立てたりしないので、いやがってはいないらしい。

　子猫を懐ふところにした狼牙は、ゆっくりと歩き始めた。
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　かなりの時間を費ついやして、狼牙はようやく広場から大通りへと戻ってきた。

　まわりはまだ人で溢れている。人々は興奮気味に守護聖獣のことを話していた。

「ありがたいことだ。これで《蒼》は豊かな国になる」

「ああ、あんなに美しくて貴いお姿を拝見できたなんて、こりゃ長生きできそうだ」

「まったくだ」

　民の期待は、これ以上ないほどに高まっている。

　狼牙の胸には、わだかまりが残っていた。

　聖獣を確認したからには、もう《蒼》に留まる理由もない。予定どおり《黒》ヘ向かうことにしようと、狼牙は足を速めた。

　家路につく人々でごったがえす大通りを避けて、子猫を放してやる場所を探す。

　木立に囲まれた空き地が目についたので、狼牙はそこで懐から子猫を取り出した。

「なあ、ここでいいか？　おまえ、ここからちゃんと家に帰れるか？」

　そう呼びかけながら、子猫を地面に下ろす。

　けれども、子猫は不満げに、みゃうと声を上げた。

「俺はこれから遠いところへ行く。だから、おまえは家に帰れ」

「みゃう、みゃう、うぅ」

　純白の子猫は、狼牙の言葉に反はん撥ぱつするように、盛んに鳴き始めた。

「おいおい、まさか一緒に連れてけって言うんじゃないだろうな」

「みゃあ」

　子猫は、そうだと言わんばかりにいちだんと高い声を上げる。

　狼牙はため息をついた。

　子猫の首筋を撫でてやりながら、これからのことを考える。

　昨日、港で落ち合った仲間は、もう《黒》へ向かっている。街道を南下して、ある宿場町で合流することになっていた。その後、待ち構えているのは、平へい穏おんとは言えない日々だ。

「なあ、よく聞けよ？　俺についてきても、おまえの面倒は見てやれないぞ？　危険なことが多くなるのは目に見えているんだ」

「みゃう、……ふみゃ、みゃう」

　子猫は、まるで狼牙の言葉がわかっているかのように、何かを懸命な様子で訴えてくる。

　前肢をちょいちょいと誘うように振られ、狼牙は我知らず微笑んだ。

「まったく……それじゃ、勝手にしろ。だがな、これだけは先に言っておく。ついてきてもかまわんが、危ないと思ったら、自分でちゃんと逃げるんだぞ？　荒あら事ごとになった時は、どこかに隠れてろ。危険が去ったと判断した時には、戻ってきてもかまわん。それでいいか？」

　子猫を相手に念を押すようなことでもないが、狼牙はそう断らずにはいられなかった。

　純白の被毛を持つ子猫は、ひときわ真剣な様子で、みゃうと鳴いた。

「よし。それなら、行くか」

　狼牙はそう言って、再び子猫を抱き上げた。

　肩に乗せてやると、子猫はうまく均きん衡こうを取るようにしがみついてくる。

「おまえ、可愛いやつだな」

　やわらかな被毛が首筋に当たり、子猫の体温が直じかに伝わる。　>>>♥

　十年前。紅ぐ蓮れんの炎の中で、狼牙の運命は大きく変わった。以来、常に戦いの場に身を置いてきた。だからこそ、ふとしたきっかけで手にした子猫の温もりが、狼牙に思わぬ癒いやしをもたらしたのだろう。

　狼牙は子猫を肩に乗せたままで、南門近くの便利屋に向かった。

　基本は安宿だが、旅に必要なものも取り扱っている。食糧、衣類、薬をはじめ、馬や馬車といった大物まで、ここで揃わないものはない。また、伝言なども受け付けているので、旅人にとって、なくてはならない場所となっていた。

　狼牙はここで仲間のひとりと待ち合わせているのだ。

　店内に入ってすぐ、髭ひげを蓄たくわえた壮年の男に声をかける。

「親おや父じ、俺の連れはもう来てるか？」

「ああ、あんたか。お仲間なら、裏で馬車に荷物を積み込んでるよ。もう行くのかい？　今から出るんじゃ、次の宿場に着く頃には、夜中になっちまうだろう。安くしといてやるから、もう一泊してったらどうだい？」

　色々と品物も買い求めたせいか、店主は愛あい想そよく声をかけてくる。

「あいにくだが、もうこの都には用がない。途中で他の仲間とも合流しなくちゃいけないんだ」

「それは残念だ。また次の機会にも寄ってくれ」

「色々世話になったな。ありがとう」

　狼牙はそう答えてきびすを返そうとしたが、店主は肩に乗せた猫を指さす。

「それもつれてくんで？」

「まあ、な」

　にやりと口元をゆるめると、店主はやれやれといったように首を振る。

「道中、気をつけて」

　狼牙は店主に見送られ、仲間が待つ裏庭へと進んだ。

　裏口から外に出ると、荷馬車が横付けされている。馬は二頭。荷台には都で揃えた品を入れた木箱がいくつか積んであった。

「狼牙様、お戻りでしたか」

　荷馬車の向こうから、屈強な男が顔を出す。狼牙と同じように黒ずくめの格好で、腰に長剣を佩はいている。今年で三十になる偀えい宣せんという男だ。

「ご苦労、偀宣。すぐに出発できるか？」

「申し訳ありません。まだ少し荷が残っております。すぐに積みますのでお待ちください」

「それなら、俺も手伝おう」

　狼牙はそう言って、子猫を肩からつまみ上げた。

「すみません、狼牙様。ですが、その猫はいったい……？」

　呆れたように子猫を指さした偀宣に、狼牙は照れ気味に苦笑した。

「途中で拾った。ついてきたそうだったのだ。子猫ぐらい、邪魔にはならないだろう。いいか、おまえはここに大人しく乗ってろよ」

　偀宣に言い訳しつつ、狼牙は子猫をそっと荷台に下ろした。

　子猫は心得たように、木箱の隙間に小さな身体を潜り込ませていく。もこもことした尻が動く様が可愛らしく、また頰がゆるむ。

「それで、狼牙様。噂の守護聖獣はご覧になったのですか？」

　思い出したように問われ、狼牙は子猫から偀宣へと視線を移した。

「ああ、見たぞ。華奢な子供が純白の翼を持つ獣に化けた時は、さすがの俺も驚いた。空を舞う優美な姿に、民は熱狂していたな」

「それは、まことですか？　そのようなものがいるなら、どうして」

　偀宣は呻くような声を上げる。

　日頃は冷静沈着な男だが、今は精悍な顔が強こわばっていた。

　守護聖獣というものが存在するなら、どうして故国が滅ぶ前に現れなかったのか？

　思うところは偀宣も同じだろう。

「空を飛ぶ獣がいたというだけの話だ。それより、残りの荷物はどこだ？」

　狼牙は怒りと焦しよう燥そうを胸に収め、さりげない調子で訊ねた。

「あちらの軒下に」

　偀宣が指さした軒下には、大きな木箱がまだ相当数残っていた。

　ずっしりと重量のある箱を、狼牙は黙々と運んだ。男ふたりでかかれば、全部を積み上げるのにもさして時間はかからない。

　狼牙が後ろから遠慮がちに呼び止められたのは、最後の荷を積み終えて、滑り止めの縄をかけている時だった。

「あの……」

　振り返った狼牙は、はっと息をのんだ。

「おまえは……」

　昨日、危ないところを助けてやった線の細い子供だ。

　歳としは十三、四といったところだろう。薄い水色の上衣下か裳しよう姿だが、顔立ちが驚くほど整っていた。白い面おもては精巧に作られた人形のようで、蒼く澄んだ双眸に我知らず引きつけられる。

　漣花という名のきれいな子供は、丁寧に頭を下げた。

「昨日は、危ないところを助けていただき、ありがとうございました」

「別にあれぐらい、どうということもない。だが、もしかして、わざわざ俺を探しにきてくれたのか？」

　狼牙は思わず顔をほころばせながら訊ねた。

　漣花は、恥ずかしげにほんのりと頰を染める。

「あの、狼牙様は、これからどちらへ行かれるのですか？」

「俺たちは南に向かう」

「それでは、あの……不ぶ躾しつけなお願いで恐きよう縮しゆくなのですが、私もご一緒させていただいてはいけませんか？」

　予想外の頼み事に、狼牙はふと眉をひそめた。

「おまえは、どこまで行くのだ？」

　そう問い返すと、きれいな面にかすかな翳かげりが出る。

「当ては……ありません」

　か細く答えた様子は、いかにも訳ありといった感じだ。それでも懸命に、縋るように見つめてくる。

「当てがない？　だが、おまえは、気軽にひとり旅を楽しんでいるようにも見えない。どうして、俺と一緒に行きたいと思ったのだ？」

「昨日、助けていただきました。だから、……っ」

「だから、俺を用心棒にでもしようというのか？」

　少しきつめに言ってやると、漣花はふるふると細い首を振った。

　昨日とは違って大人びた口調だったのに、蒼い瞳が今にも泣き出しそうに潤うるんでいる。

「……私はただ、狼牙様とご一緒したいと思っただけで……」

　高貴な姫君といってもとおりそうな美び貌ぼうに、派手ではないが上品な身なり。そのくせ、昨日は供もなしで、ひとりで歩いていた。

　十三、四なら、育った環境しだいでは独り立ちしていてもおかしくない年頃だ。

　この子はいったい何者なのか……。

　なんの目的があって、ひとり旅をしているのか……。

　外見から判断するのは困難だった。厄介事は避けたほうがいいとわかっている。それでも、冷たく突き放すのが可哀想だと思ってしまう。

「俺たちはこの国を出て《黒》まで行く。とりあえず、国境近くまでなら荷馬車に乗せてやってもいいぞ」

「ほ、本当ですか？　ありがとうございます……っ」

　嬉しげに、ふわりと微笑んだ漣花に、息をのんでしまいそうになる。

　まるで艶やかな蕾が、一度に花開いたかのようにきれいな笑みだった。

「狼牙様、お待ちください。よろしいのですか？」

　横から偀宣が咎とがめるような声をかけてきたが、狼牙はもう心を決めていた。

「ああ、途中まで乗せていってやるぐらいは、いいだろう」

　狼牙の言葉に、偀宣はそれ以上反論はしなかった。

　身の危険を感じる。そういった場合を除き、偀宣は基本的に、狼牙に逆らったことはない。

「おまえは、ここに乗ればいい」

　狼牙は積んだ箱をずらして、漣花の居場所をつくってやる。そして、ひとりでは大変だろうと、すっと細い腰を抱いて、荷台に乗るのを手伝った。

「そういえば、あの子猫はどこへ行った？」

　ふと気づくと、連れていくことにした子猫の姿がない。

「猫ならば、さっき木箱の隅に入っていくのを見ました」

　偀宣の言葉どおり、子猫は箱の隅でぐっすり眠っているのだろう。

「そうか、なら出発するか」

　狼牙はそう言って、自らも荷馬車に飛び乗った。
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　埃っぽい街道を、馬二頭で曳ひかせた荷馬車が疾駆している。

　狼牙に同行を申し出てから、すでに十日ほどが経っていた。

　荷馬車には雨避けの覆おおいはしてあるものの、ちゃんとした幌ほろはない。

　漣花は後ろ端に足を投げ出して腰かけ、飽かずに変わりゆく景色を眺めていた。

　まだ緑豊かとは言えないが、荒れ地ばかりではない。《蒼》の国土は長く続いた荒廃から徐々に立ち直りつつあるようだ。

　ところどころに作物が芽め吹ぶいているのが見えるし、森の木々も枯れているばかりではなく、本来の緑を取り戻し始めていた。

「漣花……漣花……おい、漣花」

　後ろから連続して名前を呼ばれ、漣花ははっと息をのんで振り返った。

　里ではずっと蒼花と呼ばれていたので、漣花というのが自分の名だと認識するのに、時間がかかる。

「狼牙様」

　御ぎよ者しやの役目を交こう替たいした狼牙が、荷物の山を器用に越えながらそばまでやってきた。

「おまえ、景色を見ているだけで楽しそうだな」

　並んで腰を下ろした狼牙が、呆れたように言う。

　精悍で男らしい顔には、いつも見み惚とれてしまいそうになる。目が合っただけで、心の臓がどきどきと高鳴り、自然と頰が熱くなった。

「こんなふうに広い世界を見たのは初めてだから……」

「広い世界？　おまえ、いったいどこの生まれなんだ？」

　狼牙は訝いぶかしげに首を傾げる。

「私は……《蒼》の生まれ、です。でも、すごく外れにある里なので……」

　漣花はそう答えながら、つきりと胸が痛むのを感じた。

　噓というわけではない。生まれ育った里は《蒼》にも通じている。けれども《蒼》の一部と言うには語ご弊へいがあった。

「おまえは不思議な子供だな」

「私は子供ではありません。あなたのように背は高くないですけど、もうすぐ十七になります」

　漣花は抗議するように答えた。

「十七だと？　俺は十三ぐらいだとばかり」

「ひどい……」

　狼牙が驚くのも仕方がない話だ。里を出た時より背が縮み、体つきもすっかり華奢になってしまったのだから。

「そうか、子供だと言って悪かったな。でも安心しろ。おまえはきっと奥手なんだ。そう言えば、この十日ほどで、少し背が伸びただろう？」

　狼牙は優しげな笑みを浮かべ、宥なだめるように言う。

「え、本当に？　背が伸びたと思いますか？」

　思わず身を乗り出すと、狼牙は親指と人差し指をぎゅっと押しながら合わせて見せる。

「これぐらいな？」

「それじゃ、少しも成長してないのと同じじゃないです……ああっ！」

　漣花が不満の声を上げた時、いきなり荷馬車が大きく揺れた。

　だが、狼牙がすかさず抱き寄せてくれる。

「危ないから、気をつけろ」

「あ、ありがとう。狼牙様」

　荷馬車は悪路に差しかかり、しばらくの間、激しい揺れが続いた。

　でも狼牙がしっかり肩を抱いてくれているので、振り落とされる心配はない。

　狼牙は旅の道連れとして、最高の相手だった。けれども、漣花が無理を言って同行させてもらったのは、ただ単純に、狼牙のそばにいたかったからだ。

　本当は、すぐにも里へ戻らなければならなかった。それなのに、狼牙を見かけ、夢中で追いかけてしまったのだ。どうしても、この人のそばにいたいという衝動が抑えられなかった。

「どうした、漣花？　何か心配なことでもあるのか？」

　急に黙り込んだ漣花に、狼牙がさりげなく声をかけてくる。

「狼牙様は本当にお優しいですね」

「そうか？　別に、これくらいは普通だろう」

「ううん、お優しいです」

　漣花が重ねて言うと、狼牙はふっと口元をゆるめる。

「優しいとしたら、おまえが妹に似ているからだろう」

「妹さん？」

「ああ、そうだ。俺にはおまえと同い年の妹がいる。だが、もう長いこと顔を見ていない。子供の頃ころに別れたきりだからな」

　肩に回していた腕を離し、寂しげな顔を見せた狼牙に、漣花は胸が痛くなった。

「狼牙様」

　思わず声をかけると、ふいに狼牙の目つきが鋭くなる。

「だが、もう少しだ。俺は必ず妹を取り戻す」

　狼牙は、まるで見えない敵に対しているかのように、冷ややかだった。

　何か事情があるのだろうが、詳しく訊ねてはいけない雰囲気だ。だから、黙って狼牙の横顔を見つめているしかなかった。

　しばらくして、狼牙は深いため息をつく。

「すまん。怖がらせたか？」

「いいえ、怖くなんか……。ただ、私にも弟がいるので、長い間、離れているのは寂しいだろうなと、そう思っただけです」

「そうか、おまえにも兄弟がいるのか」

　そう言って、狼牙はじっと見つめてくる。視線が合うと、何故かいつも胸が高鳴った。

「双子の弟、なんです」

「なんと、おまえは双子なのか？」

　狼牙は驚いたように、銀ぎん灰かいの目を見開く。

「双子ですけど、少しも似ていなくて……」

　漣花は曖昧に微笑んだ。

　弟の花琳は弱々しい存在だった。小さな頃は、自分が守ってやらなければと思っていたのに、今ではすっかり立場が逆。それに双子ではあるが、外見もあまり似ているとは言えない。

「もしかして、おまえの弟も遠いところにいるのか？　離れ離れになったのか？」

　深い声で訊ねられ、漣花は胸を震わせた。

　狼牙は、漣花も寂しい思いをしているのではないかと案じてくれたのだろう。

「弟の花琳とは、同じ里で育ちました。弟が里を出たのは半年ほど前です。都へは……弟に会いに来て……」

「それで、ちゃんと会えたのか？」

「え、ええ、遠くからですけど……。でも、弟は元気そうでした」

　沈んだ声を出したせいか、狼牙は再び漣花を抱き寄せ、宥めるように肩を叩く。

「何か事情があるのだな。俺でよければ、話ぐらい聞くぞ？　ただ、おまえの力になれるかどうかは、わからないが」

　低い声が胸の奥まで染みた。

　こんなふうに優しく自分を包み込んでくれた人は、生まれて初めてだ。

　何もかも……胸に巣くう不安をすべて狼牙に話せたなら、気持ちが楽になるだろう。

　でも、里のことを外の世界の者に明かすことは禁じられている。

「私は、狼牙様とこうして旅をさせていただけるだけで、幸せです」

「話す気になったらということで、無理強いはしない」

　気遣いが嬉しくて、漣花は胸を震わせた。
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　荷馬車は軽快に街道を進んでいった。

　適当な宿が見つからない時は、野宿になる。

　狼牙と偀宣はこういう旅に慣れているようで、荷馬車を停とめると、すぐに野営の準備に取りかかる。

　薪まきを集めて火を起こすのは狼牙の役目で、調理はいつも偀宣が担当していた。

　腕のほうも相当なもので、小さな鉄鍋に茸きのこや山菜を入れて作る羹あつものはかなり美味おいしく、いつも気持ちがほっこりとなる。

　偀宣は狼牙に仕えて十年以上になるという。身長はほんの少し狼牙のほうが高いが、体つきは偀宣のほうががっしりしている。

　ふたりは主従というより、仲のいい兄弟に見えることが多かった。

　弓を持って狩りに出かける時や、川で魚を釣つる時など、本気で競い合ったりするのだ。

「今日は俺の勝ちだな、偀宣。どうだ？」

　狼牙が釣った魚を自じ慢まんげに突き出すと、偀宣は冷静に自分の獲物を並べる。

「私のほうが、少しばかり大きいようです。申し訳ないですが、狼牙様。先ほどの雉きじに続いて二連勝ですね」

「くそっ、またか。明日こそは負けぬからな、偀宣。覚悟しておけ」

「手加減はいたしません」

　狼牙が本気で怒おこったように眉み間けんに皺しわを寄せても、偀宣は生真面目に返すだけだ。

　狩りや釣りで得た食材は、切り分けて串に刺し、炉ろのまわりで炙って食べる。

　漣花は獣の肉が食べられなかったので遠慮していたが、それが美味であることは、ふたりの満足そうな顔を見ているだけでわかる。

　そうして腹を満たしたあと、夜営用の敷物にくるまって眠るのだ。

「漣花、早くこっちに来い」

　狼牙に呼ばれ、漣花はするりと隣に潜り込んだ。

　偀宣は少し離れた場所で横になっているが、漣花はいつも狼牙と一緒に眠りについていた。

　夜の寒さも、互いに身体を触れ合わせ、さらに毛織りの敷物にくるまっていれば、どうということはない。ぬくぬくとした温かさは心地よく、癖になるほどだった。

「狼牙様、星がきれい……」

　頭上には無数の星々が瞬またたいている。

「ああ、そうだな。今日は月がないから、よけいにきれいだ」

　答えた狼牙に、漣花は甘えるように寄り添った。

　風もなく穏やかな夜だ。

「そういえば、猫がどうしたか、知っているか？」

「……子猫……ですか……。荷物の間で眠っているのでは？」

「あいつ、俺たちについてきていることは確かだが、最近はちっとも姿を見せなくなったな」

　狼牙はぼやくように言う。

「あの子猫のこと……狼牙様はお好き、なのですか？」

　漣花は遠慮がちに訊ねた。

「ああ、あんなに可愛い子猫は滅多にいないだろう？　おまえは、子猫が嫌いなのか？」

「えっ、……ど、どうして？」

　ふいの問いかけに、漣花はぎくりとなった。

「おまえがあの子猫を抱だいているところは見たことがない」

「そ、そんなこと、ない……です。狼牙様が見ておられなかっただけで……」

「そうか、おまえが猫を嫌いじゃないなら、いいのだ。さあ、もっとこっちに来い、漣花。離れていると隙間風が入る」

　狼牙はそう言いながら、漣花の身体を引き寄せる。

　腕枕される格好になった漣花は、ほっと息をついた。

　こうして狼牙のそばにいられることに、この上ない幸せを感じる。

　何故かはわからないが、狼牙とは一瞬たりとも離れていたくない。

　この先も、ずっと一緒にいられたら、どんなにいいかと思う。でも、同行できるのは国境の街までという約束だ。

　胸に不安を兆きざした漣花は、囁くように訊ねた。

「狼牙様……国境の街までどのぐらいですか？」

「そうだな。このあと、東寄りに進んで、三日もすれば着くだろう」

「三日……」

　あまりに短い日数に、漣花は呆然となった。

　あと三日で狼牙と別れなければならない。

　ふいに迫ってきた現実に、漣花はたまらず唇を嚙みしめた。

　何か大きなものを失ってしまうような寂しさと、胸の奥に巣くう悲しみで、涙まで滲んできそうになる。

「漣花、どうした？　泣きそうな顔をして……」

　そっと肩を揺さぶられ、漣花は縋るように狼牙を見つめた。

「……狼牙様、このままずっと、おそばにいてはいけませんか？」

　声を震わせて訊ねると、狼牙は間近にある銀ぎん灰かいの目をすっと細くする。

「おまえには、里に戻れない事情でもあるのか？」

「いいえ、……そういうわけでは……」

　噓を言うわけにもいかず、漣花は力なくかぶりを振った。

「すまん、漣花。連れていってやりたいのは山々だが、《黒》は色々な意味で危険な国だ。《黒》に入れば今までのように、のんびりと旅しているわけにもいかなくなる」

　最初からわかっていたことだが、狼牙の口から出たのは拒絶の言葉だ。

「ごめん、なさい……」

　漣花は溢れてきそうになる涙を必死に堪こらえた。

　宥めるようにしっかりと抱きしめられ、漣花は広い胸に顔を埋うずめる。

　狼牙とは絶対に離れたくないと思う。でも、ついて行くことは、やはり叶わない望みなのだ。

　あと三日。狼牙とは、あと三日しか一緒にいられない。

　狼牙の温もりに包まれていると、本当に安心できる。

　それがもうすぐなくなってしまうかと思うと、子供のように声を上げて泣きたくなった。
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　かつて陽珂に六国があった頃、蒼国と黒国との国境は、中央の高山地帯から北東へと直線的に延びていた。だが《黒》の侵略に遭い、今の国境はそれよりだいぶ北側となっている。

　狼牙の荷馬車は、その国境にほど近い城市に到着した。

《蒼》ではここが最後の街になる。茶色の山肌が迫っており、この先、街道を少し南下すれば、国境の門が待ち構えている。

　そして狼牙はこの街で、他の仲間たちと合流したのだ。

　泊まる予定の宿は簡素な造りだが、三階建てで規模は大きかった。中庭のまわりに板張りの廊ろう下かが巡らせてあり、個室がいくつも並んでいる。他にも、大人数を収容できる部屋があって、狼牙はそこで、仲間の挨拶を受けた。

「狼牙様、お待ち申し上げておりました。ご無事で何よりでございます」

　狼牙を出迎えた者は、十人以上の男たちだった。他に三人ほど、若い女も交じっている。

　現れた者たちは商人風の格好だったが、漣花は少なからず驚いた。

　旅で一緒だった偀宣だけではなく、合流した者たち全員が、狼牙に対して主君に仕えるかのような態度を取っているのだ。

「皆、ご苦労だった」

　そう言って労ねぎらう狼牙も、まるで王のような風格だ。

　堂々とした長身に凜り々りしい顔。ふたりきりで話している時はさほど感じなかったのに、今の狼牙は近寄りがたい威い厳げんと覇は気きに満ちている。

　この人は、いったい何者なのだろう？

　部屋の隅すみで様子を眺めていた漣花は、改めて疑問に思った。

　馬車で大量の荷物を運んでいたので、商人か、それとも運び屋か……。だが、どちらも狼牙には似合っていない。

　気さくなところがあるので、今まであまり気にしていなかったが、狼牙はもしかしたら、かなり高い身分を有しているのかもしれない。

　狼牙の仲間たちは、ひととおりの挨拶を終えると、大部屋から去っていく。

　残ったのは狼牙と偀宣、そして漣花の三人だった。

「狼牙様、《黒》へ連絡に行かせた者が、いまだ戻っておりません。少し時間がかかるかと思いますので、狼牙様はひとまず休息をお取りください」

「うむ、わかった」

　答えた狼牙は、そのあとふと振り返る。

　漣花の姿を認めた狼牙は、別人のようにやわらかな笑みを見せた。

「漣花、今日はちゃんとした宿だ。このところ野宿が続いていた。今日はゆっくり寝台で眠れるぞ」

「はい……狼牙様」

　漣花はそう答えて、小走りで狼牙の元へと進んだ。

　最初の頃は、こんなふうに走ったりできなかった。足に力が入らず、すぐに転びそうになったものだが、それも狼牙のそばにいたお陰か、ずいぶんとよくなった。

　狼牙は、駆け寄った漣花の頭を大きな手でぽんと押さえ、きれいな笑みを見せた。

「そういえば、あの子猫はどこへ行った？　今日は朝から一度も姿を見ていない。おまえ、知らないか？」

　狼牙にそう問われた漣花は、どきりとなった。

　ふっとひとつ息を吐き、それからぎこちなく口を開く。

「あの子猫なら、さっき荷馬車から飛び下りて、走っていきました。どこか、……探検でもしているのでは……？」

　胸が苦しいのは、噓をつかねばならぬからだ。

　子猫の行方……狼牙が気にするそれに、漣花はきちんとした答えを返すことができない。

「まったく、あの子猫の奴……神しん出しゆつ鬼き没ぼつだな」

　狼牙はぼやきながら、歩き出す。

　漣花は急いでそのあとを追った。

　寝台が置かれた部屋に移ってからも、入れ替わり立ち替わり、狼牙に挨拶に来る者がいる。

　漣花は部屋の隅で何気なく眺めているだけだったが、婀あ娜だっぽい雰囲気の女が顔を見せた時は、さすがに驚いた。

「狼牙様、ご無事で何よりでございます」

「春しゆん玉ぎよくか。久しぶりだな」

　狼牙はそう言って、気さくに笑いかける。

　部屋は板張りで、腰を下ろすための小さな敷物が置かれているだけだ。

　その上に座した女は三十前後に見えたが、美しい顔立ちをしていた。町屋の者にしては派手な衣装で、髪を結い上げ化け粧しようもきちんと施している。

「漣花。そんな隅にいないで、おまえもこっちへ来い」

　狼牙に手招きされ、漣花はぎこちなくふたりのそばへと近づいた。

　狼牙の隣となりに腰を下ろすと、春玉と呼ばれた女が、驚いたように目を見開く。

「まあ、なんて可愛らしい……。狼牙様、この子はいったい？」

「漣花という。《蒼》の都で出会った。ひとり旅だと言うから、ここまで一緒に来たのだ」

「都から一緒に？」

　呆れたような春玉に、漣花はいくぶん頰を染めながら頭を下げた。

「漣花です。よろしくお願いします」

「私は春玉。狼牙様には昔からお世話になっているのですよ？」

　春玉はそう言って、やわらかな笑みを浮かべる。

「この子の他に、子猫も一匹拾ったのだ」

「まあ、子猫、ですか？」

「ああ、今はどこかに隠れてしまったが、真っ白な可愛い子猫だ」

　狼牙は、よほど春玉に気を許しているのか、機嫌よく話している。

　なごやかに続く会話に、漣花は徐々に緊張を解いた。

「ところで春玉、折り入って頼みがあるのだが」

「なんでしょうか？　狼牙様のご命令なら、なんにでも従いますが」

「いや、これは命令などではない。頼みだ。ここにいる漣花だが、都まで誰かに送らせてくれないか？」

「！」

　いきなり耳に飛び込んできた話に、漣花はぎくりとなった。

　ここはすでに国境の街。

　決して忘れていたわけではないが、狼牙は今までそんな素振りをいっさい見せなかった。

　だから、油断していた。

「この子を都まで、ですか？　それでしたら、お安い御用です。一座の中から気の利きいた者を選んで送らせましょう」

「悪いが、頼んだぞ、春玉」

「はい」

「待って！　待ってください！　わ、私はいや……っ」

　漣花は必死に、ふたりの話に割って入った。

　狼牙は困ったように、額に手をやる。

「漣花、前にも言ったと思うが、《黒》に入れば危険なことが続く。おまえを連れていくわけにはいかない」

「いやだっ、いや……っ」

　漣花は恥も外聞もなく、狼牙の膝に取り縋って泣き出した。

　我が儘を言って、狼牙を困らせてはいけないと思う。でも、ここでお別れかと思うと、胸が張り裂けてしまいそうだった。

「漣花……そんなに泣くな。何も今日すぐに別れるというわけじゃない。俺は二、三日、この宿に逗とう留りゆうする。その間はおまえとゆっくり過ごせる。だから、泣き止んでくれ」

　狼牙はそう言って宥めるように漣花の背中を叩いた。

　突然の成り行きに、春玉が気を利かせたように部屋を出ていく気配がしていた。

　それでも漣花は、なかなか泣き止むことができなかった。

「漣花……そんなに泣くな……やはり、おまえを連れてきたのは間違いだったか……。こんなに悲しませてしまうとは、俺の考えが足りなかった。許せ」

　狼牙は困り果てたようにため息をつく。

　漣花は狼牙の膝を濡らしながら、自分自身に呆れ果てていた。

　子供のように泣いて、狼牙を困らせている。

　親切にしてくれた狼牙には、本当に感謝しているのだ。

　もし狼牙と出会っていなければ、《力》をなくした漣花は、もっと危ない目に遭っていただろう。まともに里へ帰ることもできなかったかもしれない。

　それなのに、礼を言うどころか、自分勝手な望みを押しつけ、狼牙を困らせている。

「ごめん、なさい……狼牙、様……」

　漣花はようやく顔を上げた。

　涙はまだ止まらなかったが、それでも懸命に狼牙を見つめる。

「漣花、おまえと別れたくないのは、俺も同じだ」

　狼牙はそう言いながら、漣花の頰を長い指で拭う。

　頰に触れた優しい感触で、また胸がせつなくなって、漣花は新たな涙をこぼした。

　でも、これ以上狼牙を困らせてはいけないと、無理やり笑みをつくる。

　狼牙はほっとしたように息をつき、それから漣花をしっかりと抱き寄せた。

「明日は一日、おまえと一緒に過ごそう。近くに景色のきれいな渓けい谷こくがある。そこまで馬で行ってもいいし、子猫を探し出して一日遊んでやってもいい。おまえはどっちがいい？」

「馬……」

「そうか、馬に乗るほうがいいか。じゃ、朝早くに出かけよう。宿に頼んで弁当も用意してもらうか」

「本当にいいのですか？　……狼牙様はお忙しそうなのに」

　まだ嗚咽おえつを上げそうだったが、漣花は懸命に堪えて訊ね返した。

　狼牙は漣花の乱れた髪を梳き上げ、やわらかく微笑む。

「《黒》に入れば、当分の間、休んでいる暇もない。だから、一日ぐらいは好きにするさ」

「今日、挨拶をしていらした方たちは？」

　漣花は気を取り直して訊ねた。

　別れのことを考えていると、また泣いてしまいそうだったからだ。

　ところが狼牙は、何故か深いため息をこぼす。

「あれらは皆、十年前《黒》に滅ぼされた《紅》の者だ。俺はその紅国の第三王子だった」

「！」

　唐突に明かされた事実に、漣花は声もなかった。

　狼牙に備わっている威い厳げんは本物だった。王族のような風格があると思ったのも当然だ。

「前に話したことがあると思うが、俺にはひとり生き残っている妹がいる」

「妹……姫……？」

　漣花がそう訊ね返すと、狼牙は自じ嘲ちよう気味に口元を歪ゆがめる。

「《紅》の王族で生き残ったのは、俺と、もうひとり、十歳下の妹だけだった。妹は《黒》の後宮に捕らわれている。俺はその妹を助けに行く。そして、妹と同じように、《黒》に捕らわれ奴ぬ婢ひになった者たちを救い出す。それが、おめおめと生き残った俺の使命だ」

　落ち着いた話しぶりが、かえって狼牙の覚悟を感じさせた。

　家族や家臣たちをすべて殺され、どれほど悲しかったか。どれほど悔しかったか。

　狼牙は十年間も、その思いをかかえて生きてきたのだ。

「狼牙様……」

　自分のことのように胸が痛む。

　生まれて以来、ずっと里の者に守られながら生きてきた自分と、どれほど違うことか。

　いくら胸を痛めようと、狼牙が味わってきた苦しみと比べることはできない。

　狼牙と離れたくない。

　そんな自分勝手な望みを押しつけるだけで、狼牙のことは何も考えていなかった。

　狼牙には、命懸けで果たさなければならない大切な使命があるというのに……。

　漣花は今になって、子供じみた真似をしたことが恥ずかしくなった。

　狼牙はまだ宥めるように、漣花の頰を撫でている。

「わかってくれたか？」

「……はい……。泣いてしまって……本当に、ごめんなさい」

「謝ることはない。悪いのは俺のほうだ」

「狼牙様」

　まだ胸がしくしくと痛みを訴えている。でも、漣花は懸命に微笑んだ。

「さあ、そろそろ夕ゆう餉げの時刻だ。ここの宿は見かけによらず、飯が美味うまい。このあたりの山や森は、さほど荒れている様子もなかった。おまえには、山菜をたっぷり使った特別料理を出すようにと、偀宣が頼んでいるはず。だから、たっぷり食べられるぞ」

　狼牙はしんみりとした空気を払ふつ拭しよくするように、明るい声を出す。

「山菜のお料理、楽しみです……ありがとう、狼牙様」

　獣の肉を食すことができない漣花のために、わざわざ頼んでくれたのだろう。

　優しさが身に染みて、漣花はまた泣きそうになった。

　あと少しで、その優しい狼牙と離れなければならないかと思うと、悲しみが込み上げてくる。

　でも、今この瞬間、狼牙はまだそばにいてくれる。だから、優しさに触れられるこのひと時を大切に過ごすしかなかった。
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　蒼そう穹きゆうの下──。

　翼を持つ、純白の優美な獣が群れを成していた。

　大きさには様々な違いがあるが、皆、揃って美しい毛並みをしている。

　輪になって並んだ獣は、中央の一頭を注視していた。

　輪の中にいるのは、ひときわ巨大で美しい聖獣だった。麗しい姿だけではなく、強い《力》を示す光こう輝きが立ち上っている。

　伝説の聖獣は、皆、その王のような一頭に従っていた。

　小さな花が咲き乱れる草原と、背後に聳そびえる険しい山々──。

　美しい景色を描き出しているのは、聖獣たちが集つどう神聖なる里だった。

　天てん帝ていに認められた者だけが、足を踏み入れることができる聖地だ。

　優美で巨大な聖獣は、力強く翼を羽ばたかせた。

　──仕えるべき者を見つけた。我が伴はん侶りよとなる者を見つけた。ゆえに、その者を迎えに行く。

　歓喜に満ちた声が、輪になって見送っている聖獣たちに送られる。

　王たる聖獣の声なき声は、里の聖獣すべてに届く。

　──お気をつけて、……様。早く……様の王をお連れください。

　──お待ちしております、……様。王とともに、一日も早くこの里に戻られますように。
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　これは、夢か……？

　私はどうしてこんな夢を見ているのだろう？

　ぼんやり思った瞬間、漣花は、唐突に覚かく醒せいした。

「あ……」

　荷馬車の陰かげではなく、簡素な寝台で眠っていた。

　そうか、ここは宿だった。

　漣花は手探りで、隣にいるはずの男を探した。けれども、眠る時一緒だった狼牙はもういなくなっている。

　まぶたを開けると、部屋はまだ薄暗かった。

　こんな早くから、狼牙様はどこへ行かれたのだろう？

　漣花はふいに不安になり、半身を起こした。素肌に薄物の下か衣いをまとっているだけだ。狼牙に抱かれて眠る時は、少しも寒さを感じないのに、ひとりだと、ぶるりと身体が震えてしまう。

　その時、ふいに外から呼びかけられた。

「もう、お目覚めですか？」

「はい、起きております」

　漣花は素早く寝台から両足を下ろした。

「失礼します」

　短く断って、顔を覗かせたのは春玉だった。

　すでに夜着から着替え、きれいに化粧も施している。

「すみません。まだ着替えてなくて」

「気にしなくていいですよ。それより、あなたにお伝えしなくてはいけないことがあって」

　硬い調子で言われ、漣花は思わず眉をひそめた。

　何かいやな予感がする。

　向き合った春玉は、ふっとひとつ息を吐き、それからおもむろに口を開いた。

「狼牙様から、あなたへの伝言があるのです」

「伝言？」

「ええ、狼牙様は、二刻ほど前に出発なさいました」

「！」

　伝えられた言葉が信じられず、漣花は息をのんだ。

「今日一日、あなたと一緒に過ごすと約束したのに、果たせなくて申し訳ない。そう伝えるように」

「噓……噓、ですよね？　狼牙様が出発されたって、噓、ですよね？」

　漣花はがっくりと力なく、床に両膝をついた。

「大丈夫？」

　春玉は慌てたように支えてくれたが、漣花は声もなく涙を溢れさせた。

　唐突にやってきた別れが信じられない。信じたくなかった。

「あなたの面倒をみるように、狼牙様に命じられました。私自身は《黒》に向かわなければならないので、うちの一座の子に都まで送らせます。だから、何も心配することはないですよ？」

　春玉は宥めるように言うが、漣花は力なく首を振るだけだった。

　涙が溢れて止まらない。胸が抉えぐられたように痛かった。

　そして、狼牙が行ってしまったと知らされただけで、身体中から力という力が抜けてしまったように感じる。

　初めて出会ってから、まだそんなに日数を重ねたわけではない。

　それでも、漣花にとって狼牙は、すでになくてはならない存在となっていた。

　狼牙がいなければ力が出ない。狼牙と一緒じゃなければ、生きていく甲斐かいもないと思ってしまう。

　どうしてこんなにもそばにいたいと思ってしまうのか、漣花自身にも理由はわからなかった。
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　誰かが泣いている……。

　もしかして、漣花か……？

　夜道で馬を駆けさせながら、狼牙はふと国境の宿に置いてきた漣花のことを思い出していた。

　旅で野宿をしていた時と同じように、いったんは漣花を腕に抱いて眠りについた。だが、しばらくして仲間から緊急の連絡が来て、そのまま慌ただしく出発したのだ。

　ぐっすり眠っていた漣花を起こすのは可哀想に思えて、声をかけずに来てしまった。

　いや、それは言い訳だ。《黒》には連れていってやれないこと。そして、一日中一緒に過ごすとの約束も破らなければならないことに、後ろめたさがあったからだ。

　今も、漣花のことが気になって仕方ない。泣いているのではないかと思うと、すぐ駆け戻りたくなるが、今となっては、どうしようもなかった。

　それに《蒼》の国内ならともかく、《黒》には危険が満ちている。狼牙自身が成そうとしていることも、危険と隣り合わせ。どのみち漣花は、あの宿に置いてくるしかなかったのだ。

　狼牙が仲間と一緒に向かっているのは、ある城市だった。先に潜せん入にゆうしていた者から知らせが届き、もはや一刻の猶ゆう予よもなく、駆けつけねばならなくなった。

　首しゆ尾びよく仕事を片付けられたとしても、《蒼》にはもう戻れない。

　行くべき道はすでに決まっており、狼牙は《黒》の中心を目指すしかないのだ。

　そして《黒》は、ただの旅人であっても、油断のならない国だ。

　他国を侵略することで、《黒》は国土を広げていった。狼牙の祖国である《紅》を滅ぼし、そのあと《蒼》の国土も侵略した《黒》は、陽珂大陸中、もっとも危ない国となっている。

　軍事力のみを頼みとする《黒》は、上位に君臨するごく一部の者のみが甘い汁を吸い、その下の者たちは、皆、軍を恐れて縮こまっているような国だ。

　ほんの少し逆らっただけで死罪とされた民がどれほど多いことか。人々は皆、息を潜めるように暮らしており、現に、今馬を飛ばしている街道にも、独特の暗さがあった。

「狼牙様、そろそろ仲間が待っている隠れ家に着きます」

　さりげなく馬を寄せてきたのは、常に狼牙のそばについている偀宣だ。

　暗い夜道でも過あやまたず、巧たくみに馬を駆けさせる男は、狼牙がもっとも信頼を寄せている腹心だった。

《蒼》の街道を荷馬車でのんびり進んでいた時とは違い、偀宣の表情には厳しさだけがある。

　すでに滅びた国のことではあるが、偀宣は若くして万の軍を率いる将軍だった。馬上の偀宣には、その剝き出しの闘とう志しが漲みなぎっている。

「隠れ家に着いたら、すぐに軍議を」

「はっ」

「今後は少しの油断が命取り。皆にもそれを徹底させておけ」

　鋭く命じる狼牙も、普段の穏やかな顔ではない。

　頭の片隅では、まだ誰かの泣いている声が聞こえていたが、狼牙はそれを振り払うように、馬に鞭むちを入れた。

《黒》の国に入って、あたりの様子は一変した。今の陽珂大陸は、どこも荒れ地のほうが多いぐらいだが、《黒》は《蒼》に比べ、さらに暗い雰囲気に包まれている。

　街道を進む人々は同じようにいるのだが、なんと言っても表情が沈ちん鬱うつだった。田畑を耕作している者も、どことなく怯えている。

　目当ての城市を間近にして、狼牙と偀宣は、他の仲間と落ち合うために街道から逸それた。

　城門からさほど離れていない場所に、鬱うつ蒼そうとした森があり、小こ径みちに入っていくと、長い間使われていない廃はい屋おくに行き当たる。

　この家の主は手広く商いを営んでいたが、数年前に城市を治める太守に逆らった罪で投とう獄ごくされ、その後、一家は散り散りになったとのこと。城市の外にあるこの屋敷は、別荘として使われていたが、一家が離り散さんしたあとは朽ち果てていくままになっていた。

　狼牙の仲間が、この廃屋を見つけ、それ以降拠きよ点てんのひとつとしているのだ。

　家を囲む土塀は、ところどころ崩れている。

　狼牙はそこから庭へと入り、馬から飛び下りた。

　森の中の忘れ去られた空き家なので、人目を忍しのんで集うには最高の場所だった。馬も塀の裏手に繫つないでおけば、もし街道から分け入ってくる者がいたとしても、すぐには目につかない。

　この空き家で狼牙を待っていたのは、十人ほどの屈強な男たちだった。

「お待ちしておりました、狼牙様」

「ご無事で何よりでございます」

　狼牙が家の中に入っていくと、男たちはすかさず臣下の礼を取る。

　皆、流れ者の格好をしているが、その所作は、どこの宮廷でも通用するほど洗練されていた。

「皆、ご苦労だった。して、太たい守しゆの様子は？」

　狼牙は、勧められた床しよう几ぎに腰を下ろし、すぐに問いを放つ。

「はっ、太守が都より戻る日が、早まったとの知らせがありました」

「何日後だ？」

「は、先へ放った物見によれば、三日後には城市に到着するだろうと」

　答えたのは、四十半ばの厳いかつい顔をした男だ。軽装備の者が多い中、ひとりだけ古びた鎧よろいを着込んでいる。

　報告を聞いた狼牙は、決断を下すのも早かった。

「では、明日の夜にでも、決行するしかないな……」

「はい」

「手て筈はずは整えられるか？」

「すでに、抜かりなく手配りを終えております」

　狼牙の前に揃っているのは、かつて《紅》の武人だった者たちだ。

《紅》が滅びてより、すでに十年近くの月日が経っている。

　同盟を交わしていたはずの《黒》が、ある日突然裏切って、油断しきっていた《紅》に攻め込んできた。なすすべもなく都が落ち、王宮は炎に包まれた。

　狼牙はその《紅》の王族の生き残りだ。

　黒軍が都を急襲した時、狼牙は偀宣とともに、たまたま王宮の外へ出かけており、それで九死に一生を得たのだ。

　狼牙の父である紅王は、王妃とともに、炎に包まれた王宮で自じ刃じんして果てたという。国を継ぐはずだった狼牙の長兄、そしてそばにいた次兄も、敵に囲まれて討うち死にした。たったひとりの幼い妹は、辛うじて命を長らえたが、《黒》に捕らわれてしまった。その他にも大勢の者たちが、奴婢として《黒》に連行され、今もひどい扱いを受けている。

　無傷で生き延びられた王族は、狼牙ただひとり。

　知らせを聞いて、狼牙はすぐさま王宮に向かった。そこで目にしたのは無む惨ざんな光景だった。

　逆上した狼牙は、紅蓮の炎に包まれた王宮内へ飛び込もうとしたのだが、それを命懸けで止めたのが偀宣だった。

　──偀宣、止めるな！

　──ここで犬死になさるおつもりですか？

　──邪魔立てするなら、おまえから殺す！

　狼牙はそう言って、偀宣に長剣を向けた。しかし、当時の狼牙はまだ若すぎて、《紅》一番の剣の使い手といわれた偀宣に、簡単に叩きのめされた。

　狼牙は悔し涙を流しながら、天と己自身に誓ちかうしかなかった。

　いつの日か、必ず妹を助け出し、捕らわれた《紅》の人々を解放する。

　そして、その誓いを果たす日だけを夢見て、この十年間、突き進んできたのだ。

　最初の二年間はひたすら身を隠し、逃げ回るだけの毎日だった。そのあとは、大陸中に散っていた《紅》の落ち武者を探して回る日々。そして今の組織を作り上げるのに、さらに何年もの時がかかった。

　明日の夜、太守の留守を狙い、この城市で不当な扱いを受けている者たちを解放する。

　それを手始めに、あとは一気に進むだけだ。

「狼牙様、この十年、よく耐えてこられましたな」

　この隊を率いる一番の年長者が、厳つい顔に涙を浮かべる。

「そなたたちがいてくれたお陰だ。なんの力もない若じやく輩はいの俺に、よくぞついてきてくれた。厳しいのはこれからだろうが、今のうちに、そなたたち皆に礼を言っておく。このとおりだ」

　狼牙はそう言って、頭を下げた。

「狼牙様……いえ、太子様。我らこそ、太子様がおられたからゆえに、こうして皆で集っていられるのです」

「俺は太子などではないぞ」

「いえ、王も先の太子も亡くなられた今、狼牙様こそが《紅》を継ぐべきお方。とにかく、狼牙様がおわさねば、我らは、家族を殺された恨みを晴らすこともできず、また捕らわれた者を救うこともできず、無む為いに時を過ごしていたやもしれません。我らは、狼牙様についていくだけでございます。命は惜しみません。どうか、狼牙様も、妹姫をお救いし、また、亡きお父上とお母上、兄上方の恨みをお晴らしください」

　厳つい顔の元将軍が、皆を代表するように言う。黒軍の侵攻を食い止められなかった責任を、誰よりも重く感じている男だ。

　明日、押し入ろうとしているのは、城市の中央にある、太守が住む城だった。

　奴婢として働かされている者たちとは、すでに連絡が取れている。この城市を守る兵たちは、太守の供でもともと半数が留守だった。残った兵も都から戻る太守を迎えるために、大勢が城市の外まで出かけていくという。

　少人数で奴婢たちを解放する、絶好の好機だった。これを逃せば、次の機会がいつ訪れるかわからない。狼牙が予定より早く《黒》に入ることになったのは、そのためだ。

　明日の細かな手配りについては、偀宣の判断に任せることにして、狼牙は宿所として整えられた場所に移った。

　庭は荒れ果てているが、元の家主は趣味人だったのだろう。長い間、手入れをされていなかったにもかかわらず、白い芍しやく薬やくの花がひっそりと咲いていた。

　その花を見て、狼牙は再び漣花のことを思い出した。

　何故、あの子のことが、これほど気にかかるのか……。

　十年目にしてようやく決行できる日が来た。この先は、本当に危険な日々が続くはずだ。あんなに可愛くて、か弱い子供をそばに置いておくわけにはいかない。

　狼牙は、ゆるりと首を振った。

　今は心を鬼にするべきだ。

　漣花は単なる旅の道連れ。あまりにも困った様子をしていたから、国境までとの約束で道連れにしただけのこと。約束を反ほ故ごにし、別れの挨拶さえできなかったことも、かえってよかったのだと思うに限る。

　漣花の世話は、春玉に託してきた。旅芸人の一座を率いる、あの者ならば、漣花がこの先も無事に過ごしていけるよう、きちんと手配りしてくれるはずだ。

「そういえば、あの子猫も置いてきたな……」

　狼牙は可愛らしい子猫のことも思い出し、ため息をついた。

　漣花と子猫は、ほとんど時を同じくして、自分の元に現れた。

　短い間だったが、どれほど心を慰なぐさめられたかわからない。

　漣花は男子だが、十年前に生き別れとなった妹の面おも影かげを彷ほう彿ふつとさせた。

　何故か、放っておけない気がして、だからこそ、先に別れが待っているのがわかっていたのに、連れてきてしまったのだ。

「今さら、未練だな……」

　狼牙はそう呟いて、心を和なごませてくれた漣花と子猫の面影を、無理にも追いやった。
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　狼牙が手練れの者たちと一緒に、太守の城に忍び入ったのは、翌日の夜遅くだった。

　城兵は、見張りの者を残し、宿所で眠りについている。狼牙の一行は、三隊に分かれて城に潜入した。

　月の明るい夜だったが、その分、影も濃こくなる。哨しよう戒かいする衛兵の隙をついて城内に入るのは、比較的簡単だった。

　一の門を抜けると、土を突き固めた広場に出る。《紅》から連れてこられた奴婢が収容されている房ぼうは、その広場を四角く囲む、高い城壁の東側だ。

　奴婢たちは日中、城市のあちこちで過か酷こくな労働を課せられているが、夜はその房に戻ってくる。房の外側は深い濠ごうになっており、出入りの際には、そこに橋を架かける仕組みだ。濠には、南方から運んできた、人間をも喰くってしまうという恐おそろしい魚が大量に放流されている。泳いで渡わたるのは不可能だ。ゆえに、外からは迂う闊かつに近づけない場所だった。

　狼牙と偀宣、他ほかに三人の男たちが鉤かぎ縄なわを使い、東の城壁をよじ登る。西壁側には衛兵の宿所があり、そこには他の者たちが向かっていた。深い眠りを誘う無臭の特殊な香こうを焚たいて、戦力を削ぐ作戦だ。そして、もうひとつの隊が、見張りの注意を外に向けるための、陽動を行うことになっていた。

　城の中は物音ひとつしない。

　留守にしている太守は、《黒》の朝廷で膨大な賄まいないをばらまいて、今の地位に就ついた俗物だった。上には徹底して諂へつらい、その分、下にはつらく当たる。《黒》の地方長官として、貧しい民から過剰に税を搾しぼりとり、私腹をこやしているとの噂もあった。城にいる時は、夜明け近くまで酒色に溺おぼれているらしく、今回の都行きにも、夫人をはじめ大勢の女たちを伴っているという。太守が留守の今、城がいたって静かなのは、そういう理由もあった。

　狼牙は偀宣に続き、身軽に城壁から飛び下りた。

　月光が照らし出すのは、黒と銀の軍装に身を固めた、精悍な姿だ。

　が、それも一瞬のこと。奴婢が収容された宿所を見据え、狼牙は素早く行動を開始した。

　錠じよう前まえは仲間のひとりがなんなく開ける。

　分厚い扉の向こうでは、連絡をつけてあった壮年の奴婢が待ち構えていた。

　粗末な衣ころもをつけた身体は、過酷な使し役えきのせいで、瘦やせさらばえている。

「おお……三の王子様……我らを助けにきてくださるとは……なんと御礼を申し上げればよいのか……天は我らを見捨ててはおられなんだ。ありがたいことです。ありがたいことです」

　壮年の奴婢は狼牙の姿を認めると、落ち窪くぼんだ目に涙を溜ためながら床に平へい伏ふくした。

「立つがよい。今は時が惜しい。皆、脱出する準備はできているか？」

「はい。皆には整然と行動するように、言いつけてございます。身体の不自由な者には、若い者が手を貸しましょう」

「では、愚ぐ図ず愚ぐ図ずせずに、ここから出るぞ」

　狼牙は、瘦せた奴婢に手を貸して立ち上がらせる。

　饐すえた臭においのする大部屋には、五十人ぐらいの奴婢が捕とらわれていた。皆、《紅》から無理やり連れてこられた者たちだ。

　そうしている間に、部下のひとりが外へ通じる扉の錠を開けている。

　このあとは、見張りの陽動策と時を同じくして、橋を下ろすだけでいい。

「偀宣、ここはあの者たちに任せ、俺たちは橋を下ろしに行くぞ」

　狼牙がそう言って振り返ると、偀宣は眉間に皺を寄せる。

　忠実な腹心は、狼牙を危険な目に遭わせたくない。そう思っているのだろう。しかし、狼牙が素直に言うことをきくわけもない。それもわかっていての、この表情だ。

「狼牙様、橋を下ろすための絡から繰くり部屋は、この廊下の先らしいとのこと。しかし、絶対にそうだとまでは、言い切れないようです。どうぞ、ご油断なきよう」

「わかっている。とにかく、情報を信じるしかないだろう。行くぞ、偀宣」

　狼牙はそう言って、奴婢の宿所を出た。

　絡繰り部屋は、廊下を真っ直ぐ進んだ場所。そこで一刻も早く橋を下ろし、奴婢たちを逃がさなければならない。

　しかし、その途中、狼牙は信じられないものを見かけ、目を見開いた。

「おまえは……」

　狼牙の行く手を遮さえぎるように現れたのは、あの純白の子猫だったのだ。

　いや、子猫は拾った時より、ずいぶんと大きくなっている。

　どうしてこんな場所に突然現れたのか……？

「狼牙様、いかがなされました？」

「猫だ」

「は？　まさか、あの子猫、ですか？　しかし、あの猫は《蒼》に置いてきたはず。こんな場所まで来られるはずが……見間違いではないのですか？」

　偀宣は訝しげに言うが、狼牙は確信していた。

「おまえだな？　間違いない。こんなにきれいな毛並みをしている子猫は、そうそういないだろう。だが、ここにいては危ない。だから、先に逃げろ」

　狼牙は素早く片方の膝をつき、子猫の首筋を撫でた。

　だが、子猫は、まるで怒っているかのように純白の毛を逆立てて、フーッと狼牙を威い嚇かくする。

　そっと抱き上げようとしても、子猫はするりと狼牙の手から逃れ、その場で四し肢しを踏ん張っているだけだ。

　まるで、この先には一歩も行かせない。子猫はそう主張しているようだ。

「おまえは、どうして……」

　言いかけた狼牙は、そこではっとなった。

「もしかして、この先ではない、のか？」

　子猫に確かめるようなことではない。しかし、この子猫は明らかに、危険を知らせようとしている。

　狼牙はそう確信した。

「狼牙様、急ぎませんと」

「いや、待て。おそらく絡繰り部屋は、この先にはない」

「どういうことですか？　まさか、その猫の」

　狼牙は偀宣を手で制し、再び子猫に話しかけた。

「おまえは、俺の行きたいところを知っているのか？」

　半信半疑ながらも、そう訊ねると、子猫はふいに、みゃぅ、と可愛い声を上げる。　>>>♥

　逆立てていた毛も元に戻り、可愛い舌で狼牙の指先をぺろりと舐めた。

「やはり、そうか。教えてくれるのか……。悪いな、子猫。それじゃ、俺たちを案内してくれ」

　狼牙はそう言って、子猫の頭を撫でた。

「みゃう……みゃ」

　純白の子猫は、可愛い声を上げ、そのあと、軽快な足取りで駆け出していく。

　行き先は、今までとは真逆の方向だった。

「偀宣、猫のあとを追うぞ」

「お待ちください、狼牙様。まさか、あの猫の案内に従うとおっしゃるのですか？」

「ああ、そうだ」

　狼牙は短く答えて、走り出した。

「正気ですか？」

　常に忠実な偀宣が、吐き捨てるように言う。しかし、すでに走り出した狼牙を放っておくこともできず、偀宣も仕方なくあとを追ってくる。

　そして狼牙は、まさしく子猫のお陰で、無事に絡繰り部屋に侵入することに成功したのだ。

「あったぞ、偀宣。絡繰り部屋だ」

　扉を開け、狼牙は勝ち誇ったように告げた。

「まさか、本当にあるとは」

　偀宣はちらりと子猫を睨にらみ、呻うめくように言う。

「偀宣、橋を下ろすぞ」

「御ぎよ意い」

　狼牙と偀宣は、力を合わせ、心棒に巻き取られた太い鉄の鎖をゆるめた。

　それと同時に、重い橋がギギギときしみを立てながら下りていく。濠の向こうまで無事に橋が渡されれば、成功はもう目の前だった。

　ちょうど時を計ったように、城の向かい側で騒ぎが起きる。第三の部隊が、見張り兵の陽動を始めたのだ。宿舎で城兵を眠らせた者たちは、このあと城の外にある穀物倉を開ける手て筈はずになっている。

　この城市で、太守が不当に溜め込んだ穀物だ。街の者には事前に耳打ちしてある。

　──もしかしたら、今夜、何者かが太守様の穀物倉を開けるかもしれない。その際、少しでもいいから、おこぼれに与あずかれれば、しばらく飢えなくてすむぞ。

　こっそり囁かれた言葉は、次から次へとうねるように伝わっていく。

　すでに真夜中近い刻限だが、民は密かに、穀物倉が開けられるのを待っているだろう。

　絡繰り部屋から奴婢の部屋へ戻ると、すでに半数ほどが橋を渡り始めていた。

「さあ、皆、急げ。時間がないぞ。早くここから逃げるんだ！」

　狼牙は残りの奴婢たちを叱しつ咤たした。

　濠ごうの向こうまで渡された橋を、ぞろぞろと奴婢たちが逃げていく。力のある者は、身体が弱っている者に手を貸し、誰ひとり恐れることもなく、誰ひとり恐怖に乱れることもなく、小気味いいほど整然と逃げていく。

　案内役を務めているのは狼牙の手の者だ。この先で奴婢を数人ずつに分け、城市から脱出させる手筈になっている。その時役立つのが、穀物倉の騒ぎだった。

「さあ、狼牙様。我々も長居は無用です」

「ああ、わかった」

　偀宣に促され、狼牙はすっと腰をかがめた。そうして、足元に擦り寄っている子猫を抱き上げる。

「おまえのお手て柄がらだ。助かったぞ、子猫。礼を言う」

　狼牙はそう言って、両手で抱いた子猫に頰ずりした。

　子猫は満足そうに、喉を鳴らす。

　けれども、今まで気づかなかったが、子猫はかなり汚れているようだった。何気なく、淡紅色の肉球を見ると、細かな傷までできている。

「おまえ、もしかして、俺を追いかけて、ずっとひとりで走ってきたのか？」

　耳の裏を搔きつつ言ってやると、子猫は気持ちよさそうに蒼い目を細める。

「待ってろ。隠れ家に着いたら、その傷、ちゃんと手当てしてやる」

　そうして狼牙は子猫をすとんと懐に収め、城をあとにしたのだ。

　安全な場所まで逃げたあと、狼牙は奴婢たちに取り囲まれた。

「狼牙様、ああ、我らをお救いくださって、ありがとうございます」

「狼牙様、もういつ死んでも悔いはありません」

　奴婢たちは狼牙の足元にひれ伏して、喜びと感謝の涙を流す。

　狼牙はそんな奴婢たちの手を取って、しっかりと握りしめた。

「解放してやるのが遅くなって、すまなかった」

「この国にはまだ他にも大勢《紅》の者が捕らわれております。狼牙様の妹君、雪せつ姫き様も……どうか、皆をお助けくださいませ。そのために、この身が役に立つなら、喜んで狼牙様に捧げましょう」

「ああ、わかっている。近いうちに必ず皆を救い出す。さあ、まずはここから逃げるのだ。そして長い苦く役えきで傷いためた身体を癒やせ。おまえたちの力を借りるのは、弱った身体が治ってからだ」

「ありがとうございます。ありがとうございます」

　奴婢たちは、狼牙の言葉を聞いて、さらに涙を溢れさせたのだ。
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　穀物倉が破られ、奴婢も同時に逃げ出した。

　不当に眠らされた城兵が、その対応に乗り出せたのは、昼近くになってからだった。

　見張りの兵はもともと数が少なく、また、攪かく乱らん部隊の陽動に踊らされ、いくつも重なって起きた事件に、的確に対することができなかったのだ。

　太守の帰着は翌日。その後はさぞかし厳しい詮せん議ぎが行われるだろうが、知ったことではない。

　狼牙の仲間は、奴婢たちをいくつかの班に分け、余裕で城市から脱出させた。穀物倉から食糧を持ち去った民も、よほどのことがない限り、捕らわれることはないだろう。

　すべて計略どおりに運んだ今、もうこの城市には用がない。

　狼牙は側近の偀宣らとともに、森の中の隠れ家から出発することになった。

「では、狼牙様。我々も次の場所へ移動しましょう。また別の仲間が待っております」

「ああ、そうだな」

　狼牙は鷹おう揚ように答え、街道へと馬首を向けた。

《紅》の民は、まだ大勢奴婢として捕らわれている。そして、生き残った、たったひとりの大切な妹も、一刻も早く助け出してやらねばならない。

　その妹が捕らわれているのは《黒》の王宮だ。ゆえに、最終的な目的地は《黒》の都だった。そこに辿り着くまで、まだまだやらねばならないことがある。

　傷の手当てをしてやった子猫は、狼牙の胸が自らの定位置だと主張するように、胸当てにちょこんと両方の前肢をかけた状態で収まっている。

　こうして狼牙は、再び子猫とともに旅をすることになったのだ。
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　狼ろう牙きたち一行は、高原の続く《黒こく》の西方地帯を進んでいた。

　彼方には高山の峰みね々みねが重なり、火山の噴火によってできたとされる大小の湖こ沼しようが点在する。そしてあちこちで温泉も湧わいているという風ふう光こう明めい媚びな土地だ。

　好天が続いていた頃の《黒》は、豊かな穀倉地帯を誇る国だった。実った穀物は《黒》だけではなく、他国にも大量に運ばれていたので、街道も網の目のように整備されていた。

　街道と街道が交差する場所には、必ず大きな城市ができ、たいそうな賑わいを見せていたということだ。

　しかし、天候不順に付ふ随ずいする災難は、どの国にも等しく降りかかっている。

《黒》の国土は広い。だが、《黒》の民がよい暮らしぶりをしているかとなると、それは違うと言わざるを得ない状態だった。

《黒》では軍を強化するため、民に重税を課していたからだ。作物だけではなく、税は何にでも課せられた。城市で商いをするにも多額の税を納め、街道をとおるにも通行税を課せられる。

　税を徴収するのは役人であり、この役人に賄賂を渡せば、税の負担を目こぼしされるというようなことも、《黒》では頻ひん繁ぱんに起きていた。

　ゆえに、清せい廉れん潔けつ白ぱくに商いを行おうとする者は、自然と淘とう汰たされてしまうのが実情だった。

　城市には、役人によって潰された商家も多く、賑やかであるべき場所なのに、空き家ばかりという光景も見られる。

　紅こう狼牙と偀えい宣せん主従、そして子猫は、一軒の風流な空き家を仮の宿としていた。

　高い塀に囲まれた屋敷は部屋数も多く、庭では芍薬と牡ぼ丹たんの花が競い合うように咲いている。ありがたいことに、屋敷には天然の温泉が引いてあって、まだ湯屋が使える状態だった。

　この城市でも、《紅》の者を助けるつもりだが、まだ手伝ってくれる仲間が揃わない。

　それで狼牙は、束つかの間の休息を取っているところだった。

　胸当てを外し、古びた板間に分厚い肩かた衣ぎぬを広げれば、そこが寝床ともなる。

　狼牙は自分の腕を枕に、ごろりと横になって、まぶたを閉じた。

　胸の上には子猫がちょこんと乗っている。猫の重みなど、僅かなものだ。しかし、その重みを何よりも心地よく感じる。

　そして子猫のほうも、狼牙の胸で気持ちよさそうに眠っていた。

　厳しい戦いの最さ中なかにあるとは思えないほど、のんびりとしたひと時に、狼牙も眠気を覚え、いつしか夢の世界へと誘い込まれていたのだ。

　夢の中で、胸に乗っていた子猫が、何故だか急激に大きくなった。そして猫はするりと胸から下りて、今度は狼牙の腕枕で眠り始める。

　不思議だったのは、大きく膨らんだ猫が、漣れん花かの姿になっていたことだ。

　狼牙は、《蒼》に置いてきた漣花のことが、いつも気になっていた。なんとなく良心の呵か責しやくも覚えていたので、そんなおかしな夢を見ることになったのだろう。

　細目で確認してみると、確かに漣花が腕枕で眠っている。

　小さな頭の重みが、やけに現実的だった。擦り寄ってくる温もりも、離しがたいと思ってしまう。

　狼牙は、漣花を起こさないように、そっと抱き寄せた。

　が、その時、漣花がふいに身をよじる。

　狼牙は何気なく横を向いて、思わず息をのんだ。

　夢だとばかり思っていたのに、何故か、本当に漣花がそばで眠っていたのだ。

　まさか、そんなことが……？

「おい、漣花……おまえ、どうしてこんなところにいるんだ？」

　そう声をかけると、微睡まどろんでいた漣花が、びくりと身体を震わせる。

「あ……私は……」

　か細く答えた漣花は、何故か慌てて逃げ出そうとする。

　狼牙はとっさに手をつかんで動きを阻はばんだ。

「漣花……おまえは、白猫だったのか？」　>>>♥

　上体を起こした狼牙は、揶や揄ゆするように訊ねた。

　そのとたん、漣花はぎくりとしたように硬直する。

　あまりの反応に、狼牙は不審を感じた。しかし、すぐに馬鹿馬鹿しさに気づいて苦笑する。

　あの白猫が漣花に変身したように思ったのは、夢の中でのことだ。

　現実に戻った狼牙は、漣花が近くにいてくれたことが素直に嬉しかっただけだ。

　狼牙は固まっている漣花に、優しく声をかけた。

「漣花、誰と一緒にここへ来たのだ？　おまえ、《蒼そう》の家には帰らなかったのか？　おまえのことは春しゆん玉ぎよくに頼んであったのに」

　漣花は純白の着物をまとい、明るい色の髪を全部下ろした格好だ。

　離れていたのは十日ほどだが、その間に驚おどろくほど顔立ちが大人びていた。

　長い睫まつげを震わせ、蒼い目から今にも大粒の涙がこぼれてきそうになっている。そんなところはまだ幼くて、庇護欲もそそるのだが。

「すみません。春玉さんとは、《蒼》でお別れしました。このままでは、どうしても里に帰れなかったから……」

「春玉と別れたなら、誰がおまえをここまで連れて来たんだ？」

「あ、あの……私は、ひとりで……」

「ひとりで、だと？　どうしてそんな危ない真似をした？　それに、俺たちの居場所、どうしてわかったのだ？　春玉に聞いたのか？」

　狼牙は呻くように問い返した。

　弱々しい漣花が、たったひとりで旅をしてきたなど、にわかには信じられない。面倒見のいい春玉が、そんな真似をさせるとも思えない。

「ち、違います。春玉さん、じゃなくて……ろ、狼牙様がいらっしゃるところは、なんとなくわかるから……。本当です。だから、私はただ……っ」

　漣花は懸命に何かを訴えようとしているが、言葉が足りず、説明にはなっていない。

　狼牙は深く嘆たん息そくした。

　経緯がどうだったかより、今、漣花がそばにいることに意味がある。

　これから待ち受ける苦難の道に、こんなふうに無む垢くな者を関かかわらせてはならない。

　だから、心を鬼にしてでも、漣花を《蒼》に帰すしかなかった。

　その決意をあっさり突き崩したのは、漣花自身だ。

「漣花、すまん。おまえを《蒼》に置いていくことになって、すまないと思っていた」

「狼牙……様……っ。もう、離れているのは……いやだ……っ」

　たまらなくなったように訴えた漣花は、懸命に抱きついてくる。

　狼牙は、一いち途ずに慕ってくる漣花を、抱きしめずにはいられなかった。

「おまえに会えて嬉しいぞ。もっとよく顔を見せてみろ」

「狼牙……様……」

　漣花はほんのりと恥ずかしげに頰を染める。

　その様に、狼牙はらしくもなく、心の臓を高鳴らせた。

　小刻みに震える唇が、すぐそばにある。まるで狼牙が口づけるのを待っているかのような風ふ情ぜいで……。

　邪よこしまな妄想に駆られた狼牙は頭を振った。

　漣花はまだ子供だ。もうすぐ十七歳なら世間的には立派な大人で、婚こん姻いんを結ぶ者も大勢いる。それでも、漣花に色いろ香かを感じるなど、間違っている。

「おまえ、なんか顔が汚れてるぞ」

「えっ？」

　いきなり話題を変えた狼牙に、漣花はきょとんとなる。

　あどけない表情を見せられ、狼牙は内心でほっと息をつきつつ、口元をゆるめた。

「ここには温泉を引いた湯屋が残っている。一緒に入りに行くか？」

「ええっ」

「いいから、一緒に来い」

　狼牙は強引に漣花の手を引いて、立ち上がった。
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　狼牙に手を引かれ、湯屋まで連れていかれた漣花は、ふいに恥ずかしさを感じて身を縮めた。

　勝手に狼牙を追いかけてきたことを、あまり咎められなかったのはいいとしても、この展開は予想外だ。いくら男同士でも、逞しい狼牙に、貧弱な裸体を見られるのは恥ずかしい。

　引き戸を開けたところが板張りになっており、衣類を入れる籠かごが置かれている。長い間、空き家だったらしいが、床や壁など、壊れているところはない。

　狼牙はさっさと身につけたものを脱ぎ去った。

「先に行くぞ。おまえも早く来い」

　そう声をかけ、狼牙は湯屋の中へと入っていく。でも用心のためか、長剣だけは携たずさえていた。

　漣花は覚悟を決めて、帯を解いた。そして白の着物を脱ぎ落とす。

　湯屋にはごつごつした岩を巡らした大きな湯船があった。狼牙はすでに湯に浸かっていたが、湯気ではっきりとは姿が見えない。

　硫い黄おうの匂いが立ちこめているので、天然の温泉なのだろう。

　漣花は湯に足を浸けた。狼牙に貧弱な身体を見られるのが恥ずかしいので、そのまま急いで身を沈める。

　だが、温泉は予想よりも深く、漣花は思わず均きん衡こうを崩した。

「ああっ」

　顔まで湯に浸かってしまいそうになり、悲鳴を上げる。

「何してる？」

　ザバリと大きな湯音とともに、漣花の身体がすくい上げられる。

　溺おぼれそうになったのを、狼牙が助けてくれたのだ。

「ご、ごめんなさい。狼牙様」

　漣花は懸命に礼を言った。

「気をつけろよ、漣花」

「あ、ありがとう、ございます。で、でも、もう大丈夫ですから、放して……」

　漣花は頰を真っ赤に染めながら、訴えた。

　助けてもらったのは嬉しいが、すごい体勢になっている。狼牙の太腿に腰かけているような格好だ。

「おまえには深すぎるんだろう。遠慮せずに、そのまま俺に腰かけてろ」

　狼牙はなんでもないように言うが、漣花の羞恥は消えなかった。

　いくら男同士でも、これではまるで、子供がお風呂に入れられているようだ。

「上がったら、背中を流してやるからな」

　狼牙は漣花の羞恥にはお構いなしで、そんなことを言ってくる。

　漣花は懸命に身体の力を抜こうとしたが、そう簡単にはいかなかった。

　狼牙は子供を宥めるように、頭を撫でてくる。

　ゆったり湯に浸かっているのは気持ちがよかった。しかし、狼牙に抱かれた格好でじっとしているうちに、おかしな疼うずきに襲われる。

「あ……ん」

　何故か、甘い吐と息いきまでこぼれてしまい、漣花はさらに素肌を薄赤く染めた。

「あまり浸かりすぎると、湯あたりするな。そろそろ上がるか」

　狼牙がそう言って、動こうとした時だ。

「ああっ！」

　漣花は鋭い悲鳴を上げた。

「どうした？」

　狼牙が焦ったように問い返してくるが、漣花の恐怖は消えなかった。

　身体が一気に熱くなり、まるで芯から劫ごう火かに炙あぶられているようだ。

「やっ、放して……っ」

「おい、漣花？」

　狼牙は激しく身悶える漣花を、湯からすくい上げる。

「ろ、狼牙……様……熱い……身体が、熱くて……」

　湯から上げてもらい、床に座らされたのに、まだ身体が熱かった。

「まだ身体が熱いのか？」

　狼牙が不審を覚えたように、肩に触れてくる。

　そのとたん、漣花の口から、切れ切れの悲鳴が迸ほとばしった。

「あ、あぁぁ──っ！」

「おい、漣花、どうした？　漣花？」

　狼牙は慌てたように漣花を抱き寄せようとする。

　漣花は濡ぬれた髪かみを振り乱しながら、涙を溢れさせた。

「いや……あう……く、……ぅ」

　呼吸すらまともにできなくなった漣花に、狼牙は眉間に皺を寄せた。

　がくがく震える細い身体を無理やり引き寄せて、自らの逞しい胸に、背中からもたれさせる。

「漣花、大丈夫だ。俺が助けてやる。どこが苦しい？」

　宥めるように問われ、漣花は唇を震わせながら訴えた。

「やだ、変になった……こんなの、おかしい……。わ、私はほんとに、おかしくなってしまった……っ。か、身体が」

「だから、どこがおかしいのだ？　教えてくれないと、わからないだろう。いや、おまえ……それは……」

　後ろから漣花を抱え込んだ狼牙は、途中で言葉を切った。

「やっ、何？」

　訊ね返した漣花に、狼牙は派手なため息をついた。

「やれやれだ。何が起きたかと、寿じゆ命みようが縮みそうになったぞ」

「…………」

　狼牙は呆れたような声を出したが、漣花はふるふると細い首を振り続けるだけだった。

「漣花、教えてやる。おまえは大人になったんだ。心配することは何もない。男は大人になれば、誰だれでもこうなる。おまえだけ、おかしくなったわけじゃない」

「……狼牙……様」

　狼牙は安心させるように口元をゆるめ、漣花を膝の上に抱き上げた。

「俺が治してやる。だから、身体の力を抜いて楽にしてろ」

　漣花は言われるままに、力を抜く。

　すると狼牙の手が、そっと中心に触れてきた。

「あっ」

　恐おそろしいほど熱を持ち、腫はれ上がってしまったものを、やんわりと握られる。

　とたんに、かあっと身体中を強い刺激が走り抜けた。

「大丈夫だ。大丈夫……」

　びくんと強ばった漣花に、狼牙は優しく声をかけてくる。

「で、でも……」

「大人になれば、誰でもこうなる。まったく、もうすぐ十七だと言ったくせに、何も知らないとは……いいか、漣花。こうやって優しく擦こすってやるんだ。気持ちがいいだろう？　ん？」

　言葉とともに、狼牙の手がやわらかな動きをする。

　腫れ上がったものの根元から、すうっと絞り込むように手を動かされると、言われたとおり、すごく気持ちがよかった。

「……んぅ」

　漣花は我知らず、甘い呻きを漏らした。

「ここを刺激すると、子種が出る」

「！」

　漣花は蒼そう色しよくの目を見開いた。

　知識はあった。雌し雄ゆうで番つがえば子ができる。里の者は滅多にそうならないが、何十年かに一度、盛さかりがつくのは自然なことだった。

　しかし、なんの前触れもなく、自分の身にそれが起きるとは、信じられない。しかも、ここにいるのは狼牙だけなのに……。

　漣花は不安を隠しきれなかった。それでも狼牙の手が動くたびに、気持ちよさだけが増大していく。

　もしかしたら花か琳りんも、この感覚を体験したのだろうか。

　ちらりと頭を掠めた考えも、すぐに快感の波にさらわれてしまう。

「あ……んぅ……あ、ふっ」

　漣花は知らぬうちに、ぐったりと狼牙に背中を預け、喘あえぎ声を漏らすだけになる。

「いい子だ、漣花。怖くはないからな」

　狼牙はそう声をかけながら、ゆっくり漣花の花芯をしごく。

　くすぐるように先端を指で弄いじられ、幹をたっぷりとなぞり上げられた。　>>>♥

「あん……狼牙、様……、やっ、な、何か出そう……っ」

「子種だ。恥ずかしがらずに全部出していいぞ」

　狼牙の声が終わらぬうちに、身体の奥から何か熱いものが噴き上げてくる。

「や、あ、あぁ……あぁ────っ……」

　漣花はしなやかに身体を仰け反らせ、生まれて初めての吐精を迎えた。

「いい子だ。漣花……いい子だ」

　狼牙は最後までしっかりと漣花を支えていてくれる。

　そうして圧倒的な快感に支配されながら、漣花はふうっと意識をなくしたのだ。
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　漣花は再び狼牙とともに旅をすることになった。

　国境で置いていかれた時は、恐きよう慌こうを来きたした。狼牙の立場を理解し、負担をかけてはならないと思っていたのに、本能が理性を凌りよう駕がしてしまったのだ。

　春玉と別れたあと、夢中で狼牙を追った。

　もう漣花にはわかっている。これがただの旅でないことが……。

　狼牙のそばにいると、活力が満ちてくる。いったん最低の線までいってしまった特別な《力》も、徐々に戻り始めていた。

　狼牙の手で精通を迎えた時は、どうしようかと思った。でも、それも、恥ずかしいだけではなかった。

　こんなにも狼牙に惹きつけられる理由にも、漣花は薄々とではあるが、気づき始めていた。

　生まれた時からずっと、大いなる存在として、里の者から大切にされてきた。

　でも、それが間違いだったとわかって、漣花は無に等しい存在となった。

　何もかも突然変わってしまって、どれほど心細かったことか。どれほど情けなかったことか。

　名前まで変えなくてはいけなくなった時は、本当に、何もかもなくしてしまったような気分だった。理性を保っていられたのは、ただひとつ、双子の弟のことが気にかかっていたからだ。

　そして《力》を失い、どうしようもない時、狼牙に出会ったのだ。

　存在する意味さえなくなってしまった。

　狼牙は、そんな漣花に生きる希望を与えてくれた。

　狼牙のそばにいれば、安心していられる。

　一緒に旅をしていて、どれほど幸せだったか。

　そして、狼牙は今度も、そばにいることを許してくれた。すぐさま《蒼》に戻るよう命じられてもおかしくなかったのに、一緒に旅を続けることを、許してくれたのだ。

　それどころか、狼牙は、漣花が危ない目に遭わないように、最大限に気遣ってくれて……。

　狼牙との出会いには、何か隠された意味があるのかもしれない。

　この先に待ち受けているものがなんなのか、見極めなければならないと思う。

　とはいえ、自分が一行に加わることで、狼牙や仲間たちに余計な負担はかけたくない。だから漣花は自分にしかできないことで、密かに皆を助けていこうと決意していた。

　狼牙たちは《黒》の国のあちこちで、《紅》の奴婢たちを解放しながら、進んでいる。

　今までに助けた者は千人近くの数となっていた。

　周到な準備を重ねての成果だが、数が増えるにつれて、《黒》側の警戒も厳しくなる。旅の者に対する監視も厳重になって、この先の仕掛けにはさらに注意が必要だった。

　その日、狼牙は次の目標となる城市の手前で、仲間たちと打ち合わせをしていた。

「決行は今夜だ。手配りはすべて整っているな？」

「はっ、抜かりなく」

「今宵襲撃する城には、百人ほどの紅人が捕らわれている。皆、心して準備にかかってくれ」

「御ぎよ意い」

　狼牙の言葉に、仲間たちは揃って平へい伏ふくする。

　狼牙は、十年ほど前に滅んだ紅国の三番目の王子だ。なんとしても虐げられた紅国の民を救い出すという強い意志に、皆は自然と従う。

　漣花は少し離れた場所で、軍議の様子を眺めていた。

　一行には、遅れてやってきた春玉をはじめとする数人の女たちも交じっている。

　春玉は諸国を巡る旅の一座という体てい裁さいを整え、事前に城市に入り込んで、物見の役目などを果たしているのだ。

　一座が使う荷馬車が三台連なって停められ、その隣に床几をいくつか出してある。漣花はそのひとつに腰を下ろしていたのだが、先ほどから落ち着かない気分に襲われていた。

　今夜、狼牙は街道を上って城市に入る。ここから南に向かい、三里ほどの場所だ。

　軍議を終えた狼牙は、漣花のほうにゆったりと歩いてきた。

「漣花、おまえは女たちと先に行け。素知らぬ顔で城市を抜け、次の宿場へ向かうんだ」

　漣花の隣に腰を下ろした狼牙は、優しく目を細めながら言う。

　その狼牙の顔を見て、漣花はさらにずきりと胸に痛みを感じた。

　どこからともなく不安が押し寄せ、押し潰されてしまいそうだ。

　これでもう狼牙に二度と会えなくなるのではないだろうか。

　そんな考えまで脳のう裏りを掠かすめ、漣花は思わず狼牙に訴えた。

「狼牙様、今宵の襲撃は中止にしてください！」

「なんだ？　どうした、漣花？　そんな不安そうな顔をして……」

　そう、この不安はただ事ではなかった。

　明らかに危険が迫っている。

　里にいた頃ならばともかく、今の漣花には明確な理由を示すことはできない。でも、狼牙に何かの危険が迫っていることだけは強く感じる。

「狼牙様、危ないから、行っては駄目です！」

　漣花は思わず身を乗り出して、狼牙の腕をつかんだ。

「どうしたんだ、急に？」

　狼牙は訝しげに眉をひそめた。

　漣花はどう説得していいものかと、眼差しを揺らした。

　ただ不安だから、とだけでは、狼牙は言うことをきいてくれそうもない雰囲気だ。

　それでも、不安は増すばかりで、いっこうに収まらない。

　漣花は意を決して、狼牙をひたと見つめた。

「お願いですから、今夜の襲撃は延期にしてください。とても悪い予感がするんです」

「悪い予感？　おまえは、そういうことに敏感だったことは一度もないだろう。どうして、今日に限って、そんなことを言い出したのだ？」

「でも、絶対に何か起きる気がする」

「しかし、先に城市に潜入した者たちからは、何も言ってこない。むしろ、今宵を逃すと、この先攻撃を仕掛けるのはもっと困難になるという話だ」

「駄目！」

　漣花は懸命にかぶりを振った。

　必死の形相をしていたのだろう。狼牙はそっと漣花を抱き寄せ、宥めるように背中を叩いた。

「漣花、計画は周到だ。だから心配するな。おまえは女たちと先に行って、俺たちが合流するのを待っていればいい。大丈夫だ。俺は捕まったりしない。こんな場所で潰されるわけにはいかないからな」

「でも、狼牙様」

「俺はどうしても成し遂げねばならぬ」

　そう言って、狼牙は遠くを眺めるかのように銀ぎん灰かいの目を細めた。

　狼牙が望むことなら、わかっているつもりだ。

　滅ぼされた紅国の人々を助ける。そのために、狼牙は仲間たちと旅を続けている。

　でも、だからこそ、こんな場所で大望を駄目にするようなことはしてほしくなかった。

　何よりも、狼牙の身に危難が降りかかるのは、黙って見過ごしにはできない。

　漣花は真摯に狼牙を見つめて訴えた。

「お願いです、狼牙様……私を信じてほしい」

「漣花、俺はおまえを信じないわけではない。しかし、城市には大勢の奴婢たちが待っているのだ。一刻も早く救い出してやらねば……」

　何かひとつでも具体的なことが示せたなら、狼牙を説得できるだろう。でも、今感じている不安は、あくまで漠然としたものだ。先に行って、確かめてみるしかないだろうか……。城市にもう少し近づけば、何かわかるかもしれない。

　陽はまだ高い。狼牙たちが出発するのは、夜も更けてから──。

　漣花はすっと床几から立ち上がった。

「狼牙様、ごめんなさい。私……心配しすぎだったかもしれませんね。皆さん、すごく強い方ばかりなのに……」

　漣花は曖昧な笑みを浮かべつつ、狼牙に背を向けた。

　その場から離れようと、一、二歩進みかけたところで、ふいに後ろから手首をつかまれる。

「おい、漣花。どこへ行く気だ？」

　慌てたように訊ねられ、漣花は振り返った。

「……少し、あちらを手伝ってきますね」

　辛うじてそう答えると、狼牙は疑わしげに目を眇める。

「おまえ、何をやろうとしている？」

「な、何も……」

「漣花、おまえが不安になる気持ちもわかる。だが、安心しろ。おまえだけは危険な目に遭わせないように、女たちによく頼んである」

「ありがとう、ございます」

　漣花はそう答えるしかなかった。

「いいか、漣花。本当はおまえを一緒に連れていくのは間違いだと思っている。今からでも遅くない。おまえは《蒼》に」

「いやです！」

　漣花は、きっと狼牙を見据えて口にした。

　狼牙が自分を安全な場所に置いておきたい気持ちは理解できる。自分だって、同じだからだ。

　力もなく、お荷物な存在など、邪魔になるだけ。一緒に連れ歩けば、責任感から心配せざるを得なくなる。

　でも漣花は違う。狼牙のそばにいることだけが、今の自分にとってすべてなのだ。

　だから、どんなに迷惑に思われようと、そばにいたいと思っている。

「漣花……」

　狼牙は、やれやれといったように嘆息する。

「ごめんなさい、我が儘ままで……でも、お願いだから、そばにいさせてください」

　漣花は真摯に頼み込んだ。

　狼牙はそっと頰に触れてくる。

「すまん、漣花。おまえを見ていると、どうも調子が狂う。だけどな。俺もおまえをそばに置いておきたい。それが正直な気持ちだ」

　そのままふわりと抱きしめられて、漣花は涙が出そうになった。

　狼牙はこんなにも優しくて、温もりに包まれているだけで、幸せな気持ちになれる。

　だからこそ、迷惑をかけるだけではいやだ。自分も狼牙を守りたかった。

「狼牙様、ちょっとお話が」

　狼牙は部下のひとりにそう声をかけられて、抱ほう擁ようを解く。

　漣花は、狼牙とは反対の方向に歩き出した。

　そして、近くの藪やぶの陰にすっと姿を隠した。

　しばらくして、その藪から純白の子猫が飛び出していく。

　子猫が向かったのは、襲撃を予定している城市の方角だった。
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　狼牙は、近くの藪から白い子猫が飛び出していくのを、視界の端でとらえた。

　猫はまっしぐらに走っていく。

　だが、その姿が豆粒より小さくなった時、何故かひどく不安を感じた。

「すまん。ちょっと出てくる」

　偀宣にそう声をかけ、近くに繫いであった黒くろ鹿か毛げに飛び乗る。

「狼牙様、どちらへ？」

「ちょっと気になることがある。すぐに戻る」

　狼牙は言い置いたと同時に、馬を駆けさせた。

　何故かわからないが、あの猫を追いかけなければならない。そんな強迫観念に駆られていた。

　漣花が、襲撃をやめてくれと、必死な様子で頼んできた直後だ。

　狼牙が振り返った時、漣花の姿はどこかに消えていた。しかし、まるで身代わりのように、あの猫が藪から飛び出していったのだ。

《蒼》の都で拾った時からずっと、あの子猫は不可思議な動きをしている。

　ふいに姿を現したり、その逆で、いつの間にか消えていたり……。

　そして、そのたびに、漣花が近くにいた。

　まさか、な……。

　狼牙は夢に見たことを思い出し、強く頭を振った。

　あの猫が漣花だなどと、荒こう唐とう無む稽けいな考えだ。しかし、荒唐無稽なものは、確かにこの世に存在する。《蒼》の都で見た守護聖獣が、まさしくそれだった。

　最初は幻げん術じゆつか、それとも妖よう術じゆつかと疑ってかかったが、華奢な少年が翼のある巨大な獣に変へん化げした光景が、今でもまぶたの裏に焼きついている。

　世の中には、ああいう不可思議なことがあるのだ。ゆえに、あの子猫が漣花だったとしても、少しもおかしくはないはずだ。

　そして子猫はといえば、狼牙の気持ちなど知るよしもなく、全速力で駆けていく。馬の尻に鞭むちを当てても、なかなか追いつけなかった。

　だが、城市への分かれ道を過ぎたあたりで、子猫がふいに立ち止まった。

　街道の両脇は小高い丘で、赤茶けた土が剝き出しになっている。子猫は迷わず、その丘を登り始めた。

　狼牙は迷わず馬から飛び下りて、子猫を追いかけた。

「おおい、猫！　どこまで行くんだ？」

　大きく声をかけると、子猫がさっと振り返る。

　そして狼牙を認めた猫は、長い尾を嬉しげに振りながら駆け戻ってきた。

　膝に飛びついてきたので、そっと抱き上げてやる。

　狼牙の胸に抱かれ、子猫は盛んに、みゃうみゃうと鳴き声を上げた。まるで、この先に何かあるぞと教えるような調子だ。

　その時、狼牙はふと、あたりに異様な気配を感じた。

　街道は、谷間を蛇だ行こうするように城市へと続いている。この先、城市へは一本道だった。主要な街道なら、どこでも見られるように、荷馬車や人が行き交っている。

　しかし、狼牙が立っている丘の向こう、そして街道を挟はさんで反対側の丘にも、大勢の人間が隠れているのがわかった。

　伏ふせ兵か……くそっ！

　狼牙は胸のうちで悪態をついた。

　どのぐらいの数になるかわからないが、伏せているのはおそらく城兵だろう。あちこちの城市が襲われているとの噂を聞いて、罠わなを仕掛ける気だったのだ。

　城市の様子は入念に調べていたはずだが、物見は気づいていなかった。知らずに城を襲撃していたら、大変なことになるところだった。

　狼牙はまたしても、子猫のお陰で危難から脱することができたのだ。

「おまえ、突然逃げ出すんじゃないぞ？　いちいち探しに行くのが面倒だからな。いいか、大人しくしてろよ？」

　狼牙は、あたりの兵に怪しまれないように、わざと大きな声を出した。

　逃げ出した子猫をようやくつかまえた。そんな筋書きだ。

　子猫も、その演技に合わせるように、甲高い鳴き声を立てる。

「まったく、おまえは……」

　狼牙はふいにおかしさが込み上げて、くくくっと笑いながら、子猫の頭を撫でた。

　子猫は蒼い目を気持ちよさそうに細める。だが、ふと気づくと、子猫はまた肉球を傷いためている様子だった。

　やわらかな淡紅色の肉球に、赤い血の跡がついている。

　毎日外を存分に走りまわっていれば、皮膚が硬くなって、傷もつかなくなるのだろうが、この子猫の肢あしは、やわらかいままだ。それで、街道を走っている時に傷つけたのだろう。

「あとでちゃんと手当てしてやるからな。だけど、おまえ、急にでかくなったな。拾った時はほんとに小さかったのに、もう倍近くの大きさになったんじゃないか？」

　狼牙は暢のん気きな様子を装いながら、ゆっくり坂を下っていく。

　伏せてある兵にはまったく気づいていないふりをしたので、咎められることもなかった。

　街道まで戻った狼牙は、子猫を抱いたままで、ひらりと馬の背に飛び乗った。

「ほんとに助かった。また、おまえに救われたな……。漣花にも感謝しなくてはならんな。不安だから襲撃をやめろと、急に言い出した時は驚いたが……」

　狼牙はそう呟きながら、漣花の心配そうな顔を脳のう裏りに思い浮かべた。

　偶然にしては、できすぎか……。

　漣花が姿を消した直後に、子猫が飛び出してきて……。

　中でももっとも大きな疑問は、漣花と子猫が一緒にいるのを、今まで一度も見た覚えがないという事実だった。

　信じられないことだが、やはり、そうなのか？

「俺は、おまえが漣花だったとしても、驚かないからな」

　狼牙がそう言ってやると、子猫がぴくりと身をすくめる。

　首筋の毛がさっと逆立ったが、それも一瞬のことだ。

　狼牙はふわふわの頭に頰ずりしてから、子猫を胸元に押し込んだ。
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　今夜の襲撃は中止。

　その知らせが届いた時、漣花は荷馬車の陰で、足の痛みを堪えていた。

　掌にも小さな擦り傷ができている。

　一日放っておけば、すぐに治ってしまう程度のものだが、ズキズキと痛みが続いていた。

　我知らず顔をしかめていると、荷馬車の陰から、ふいに狼牙が姿を現す。

「おい、漣花。傷の具合はどうだ？　俺に見せてみろ」

「あ、狼牙様……そんなにひどい傷じゃないので」

「やっぱりな」

「え？」

　問い返した瞬間、漣花は青ざめた。

　とっさに逃げ出そうとしたが、さっと狼牙に手首をつかまれた。そのうえ握りしめた手を無理やり広げさせられる。

「傷薬を持ってきた。つけてやるから、そこに座れ」

　狼牙にそう命じられて、漣花は大人しく床几に腰を下ろした。

　胸が早はや鐘がねを打つように高鳴っている。

　狼牙が何故、傷のことを知っていたのか、今さら考えるまでもない。

　とうとう気づかれてしまったのだ。

　狼牙は二枚貝に詰めてある軟なん膏こうを指ですくい、漣花の傷に丁寧に塗り込める。

「足も見せろ。傷、あるんだろ？」

「……っ」

　漣花は思わず首を横に振りそうになったが、向かいの床几に腰を下ろした狼牙は、答えも待たずに足首をつかんでくる。

　沓くつを脱がされ、白の足袋たびも取り去られる。剝き出しになった足の裏には、掌と同じように赤い傷跡が残っていた。

　狼牙は両方の足に、順に軟膏を塗り込める。

　そして、元どおりに足袋を履はかせたあと、ふうっと深く息を吐き出した。

　何か気のきいた言い訳を……。

　漣花は焦りを覚えたが、狼牙は何も言わずに、そっと頭を押さえてきただけだ。

「わ、私は……っ」

　漣花は縋るように狼牙を見つめながら、唇を震わせた。

　正体を知られたことは確かだ。

　でも、自分からそうであると明かすわけにはいかない。里の掟おきてで厳しく禁じられている。

　もし狼牙が、天帝に選ばれし者であるなら、いくらでも話ができる。

　しかし、漣花にはまだ確信が持てなかった。

　狼牙ならば、王として選ばれても、なんの不思議もない。むしろ、そうであってほしいと、心から願っている。けれども、確信を持ってそうだと言い切れないのは、他でもない、自分自身が信用できないからだった。

　自分は一度失敗している。

　漣花は天帝に選ばれて、蒼王となる者を待つ身だった。生まれた時に「蒼花」と名づけられたのも、いつか蒼国の王おう獣じゆうとなることが決まっていたからだ。

　しかし、蒼王となる者は、蒼花ではなく、双子の弟の花琳を伴はん侶りよにした。そして試練を乗り越え、永久に結び合うことを誓ったふたりは、手を取り合って里を出ていった。

　花琳は蒼国の王獣となり、そして蒼花は名を「漣花」と改めることになったのだ。

《力》を失い始めたのは、あの時からだ。名前を変えた時に退化が始まり、変へん化げした時の姿も、子猫なみの大きさになってしまった。

　花琳が王獣になったことで、まさか自分にこんな変化が起きようとは、最初は考えもしなかった。その花琳から、即そく位い式しきのことを知らせる文ふみが来て、いざ《蒼》に出かけてきてみれば、一歩歩くごとに息が上がってしまうという有様で……。

　あの時の惨めさを思い出すと、今でも胸がせつなくなる。

　狼牙に出会わなければ、本当にどうなっていたかわからない。

　もしかしたら、狼牙こそが、王となるべき存在なのかもしれない。

　そして、自分がその王を助ける王獣になれたなら、どんなにいいか……。

　でも、一度失敗した自分が、狼牙の王獣になる資格があるとも思えない。

　そんなのは、夢のまた夢だ。

「漣花、何も言わなくていいぞ。おまえが訳ありだというのは、最初からわかっていたことだ。無理に話を聞き出す気もない」

　狼牙の優しい言葉に、漣花は胸が締めつけられたように痛くなった。

　迂う闊かつに返事をしてしまったこともあり、狼牙は自分の正体に気づいてしまった。

　それでも漣花の気持ちを思いやり、無理強じいしないでいてくれる。

「狼牙……様っ」

　漣花はたまらず、狼牙に縋りついた。

　狼牙はしっかりと抱き留めてくれる。

　涙が溢れてきて、止まらなくなった。狼牙が身につけた袍ほうがびっしょり濡れてしまうまで、漣花は泣き続けた。　>>>♥

「漣花、大丈夫だ。だから、そんなに泣くな。俺はおまえが何者だろうと、かまわない。漣花は漣花。おまえはこうして俺の腕の中にいる。それだけでいい」

　狼牙の声は胸の奥に染しみとおるようだった。

　そばにいるだけで癒やされる。

　狼牙のそばにずっといたかったのは、自分が楽になれるからという理由だけではなかった。

　狼牙が好きで、ただ純粋に好きになってしまったから、そばにいたかったのだ。
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《黒》の都の賑わいは、陽珂大陸随ずい一いちといわれていた。

　その評判に違たがわず、大通りには人が溢れており、荷馬車や騎き馬ば兵なども、ひっきりなしに行き交っている。

　漣花は春玉が率いる旅芸人の一座とともに都に入った。

　狼牙を慕い、集まってきた者の中には、一芸に秀でた者も多く含まれている。市で賑わう寺社の境内に小屋をかけ、一座はそこで本当に歌や踊り、芝居などを見せていた。興行はなかなか好評で、毎日見物客が押し寄せている。

　漣花は最初、その一座で雑用などをこなしていたのだが、踊りの腕前が相当なものであることがわかってからは、主要な演目のひとつを任されていた。

　見知らぬ者の前で舞踏を披ひ露ろうするなど、最初は考えられなかった。しかし、狼牙を少しでも助けることになるならと、最近では率そつ先せんして演目に参加している。

「漣花ちゃん、もうすぐ出番よ？　支し度たくはできてる？」

「はい」

　漣花は舞踏用の化粧を施した顔で、春玉に答えた。

　春玉は、元紅国兵の夫とともに、早い段階から仲間となっており、狼牙の信頼も篤あつい。

　漣花は旅を続けるうち、その春玉からかなり可愛がられる存在となっていた。

「いつ見ても、ほんとに神こう々ごうしい美しさだわ。今では、漣花ちゃんがうちの一座の花形ね」

　手放しで褒ほめられて、漣花はほんのり頰を染めた。

　舞踏用の衣装は純白の上衣下か裳しように、薄い水色と淡黄色の帯。そして肩に、薄い生き地じでできた細長い披ひ帛はくをまとっている。髪かみは自然のままに背中へ流して金細工の髪かみ飾かざりをつけ、白く整った面おもてには、丁寧に化粧を施していた。額に朱しゆ色いろの花か子しを描き、唇にも紅を塗っている。

　ほっそりした漣花は、まるで王国が誇る美姫のように美しかったが、当の本人は華か美びに装うことに羞恥を覚えるだけだ。

　しかし、そこへちょうど狼牙が姿を見せる。

　芝居小屋でうろついていても怪しまれないように、狼牙は街の者とさして変わらぬ格好だった。焦こげ茶色の筒つつ袖そでの上衣に、股の割れた褌こんをつけ、黒の細い帯をしている。飾りはほとんどなくて、足元は革かわの草ぞう履り。そして髪も無造作に流しているだけだ。長剣だけは手放していないので、一見すると用心棒のようにも思える格好だった。

　それでも、狼牙の持つ凜りんとした雰囲気は、少しも損なわれていない。

　凜々しい姿を目にしただけで、ぼうっと見惚れてしまいそうになる。

　小屋の裏手は、芝居に使う道具類などがところ狭しと置かれ、ごちゃごちゃしている。天幕の壁に沿って積み上げられているのは、衣装用の長なが櫃びつだ。しかし、この長櫃は二重底になっており、衣装の下には襲撃用の武器が隠してあった。

　今回の目標は王宮だ。狼牙の妹が捕らわれている後宮を襲撃する。今まで各地の城市で奴婢たちを助けてきた。その中からも参加を希望する者がいて、狼牙が指揮する部隊は、かなりのものとなっていた。

　長櫃に隠された武器は、それを見越して《蒼》で買い集めておいたものらしい。

　狼牙はひょいひょいと身軽にその道具類を避けながら、漣花のすぐそばまでやってくる。

「狼牙様、何か御用ですか？」

「いや、おまえの顔を見に来ただけだ」

　いきなりの言葉に、漣花は再び頰を染めることになった。

「おまえが協力してくれているお陰で、敵の目を欺あざむくのが容た易やすくなった」

「そんな……私なんて、迷惑をかけているだけで、なんの役にも立ってないのに……」

「そんなことはない。俺はおまえの踊りが好きだ。本当は誰にも見せたくない気もするが……」

「狼牙様……っ」

　心臓がどきどきと高鳴って、漣花は思わず横を向いた。

　そんな時、声をかけてきたのは春玉だ。

「狼牙様、いけませんよ？　漣花ちゃんは、これから出番なのですから。あまり動揺させないでくださいね」

　春玉は、主あるじの狼牙が相手でも、はっきりとものを言う。

「ああ、悪かった。もう邪魔はしない。じゃあな、漣花。俺も客席で見るからな」

　狼牙はそう言っただけで、天幕から出ていった。

　小芝居が終わったようで、客席から歓声が上がっている。

　漣花は出番に備えて、舞台の袖に移動した。そして、芝居の大道具が片付けられている間、そっと客席の様子を眺ながめる。

　同じ黒国の民でも、地方で見かけた者とはおおいに様子が違っていた。

《黒》はいまや大陸一の大国で、その富は都に集中している。地方では重税を課せられ、明日食べるものにも困っている民が多かったが、芝居を見に来ている者は皆、血色がよく、飢えている様子もない。

　見物客には弁当も出されているので、小屋の中には、南の地方に特有の香辛料の匂いも漂っていた。客たちはのんびり酒を飲み、弁当を食しながら、小屋での見世物を見物するのだ。

　道具が片付けられ、広くなった舞台に、漣花はしずしずと登場した。

　そのとたん、ざわついていた客席が、しいんと静まり返る。

　客の目は、美しい漣花の立ち姿に、釘付けとなっていた。

　楽を担当する者が、雅な旋せん律りつを奏で始める。その音に合わせ、漣花は扇おうぎを広げて優雅に舞い出した。

　漣花が舞うのは、天に捧げるための舞だ。豊ほう穣じようを願い、あるいは充分な収穫を得たことを天に感謝する。その目的で舞われるものだ。古き時代には巫女みこのみが舞うことを許されていたのだが、今ではもっと身近なものとなっている。

　観客は夢見心地で漣花の舞を見ていた。誰ひとり目をそらさず、食い入るように漣花の踊るさまを見つめている。

　漣花もまた舞に集中していた。

　が、そんな時、ふいに小屋の入り口付近で変化があった。

　垂れ幕を押し上げて、役人風の男たちが五人ほど入ってきたのだ。

　舞を続けながら、それとなく様子を窺うかがっていると、役人たちは何かあら探しでもしているかのようだ。近くにいた一座の者に、何か大声で命じている。

　そのすぐそばに、狼牙の姿を見つけ、漣花はどきりとなった。

　先ほど宣言していたとおり、漣花の舞を見ていたのだ。

　もし狼牙が真っ先に怪しまれ、連れていかれたらどうしよう。

　漣花は不安になったが、視線を合わせた狼牙は、大丈夫だというように頷いてみせる。

　漣花はほっとして、再び舞に集中した。

　狼牙が見守ってくれているなら、何も恐れることはない。

　漣花が熱心に舞えば、観客の目はさらに舞台に釘付けになる。

　びいんと響いた琵び琶わの音を最後に、漣花の舞が終わる。

　扇を閉じて、漣花は優雅に礼をした。

　小屋の中はしばらくなんの音もせずに、静まり返っていた。そして、かなり時間が経ってから、うおーっと小屋中を揺るがすような歓声が上がる。

　何か調べていたらしい役人の姿はすでにない。

　そして、静かに舞台袖に帰っていく漣花に、まるで嵐のような拍手が贈られた。
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　その夜のこと──。

　客が退けた小屋の中で、主立った仲間が集まり、今後の計画についての話し合いが行われた。

　参加者は二十数人の男女。側近の偀宣を筆頭に、屈強な元武人たち。そして一座で重要な役割を果たしている女も加わっている。

　漣花もやや離れた場所で、皆の話を聞いていた。

「狼牙様、昼間、小屋を調べに来た役人どもは、最近盛んにあちこち嗅かぎ回っている者たちです。大事、ございませんでしたか？」

「大事ない。ちょうど漣花が舞を披露していたところで、奴らも感動していたぞ。いい加減な芸しかやっていないようなら、即座に小屋ごと押さえられてしまったかもしれない。漣花のお陰で、あの役人どもは、俺たちを一流の一座だと認めたのだろう。とにかく、手放しで褒めまくっていた」

　狼牙はにやりと不敵に笑いながら言う。

「そうですか。怪しまれずに済んだのは、漣花が一座に加わってくれたお陰ですね」

　年かさの男がそう言うと、まわりの者たちは、一様に首を縦に振る。中にはわざわざ振り返って、感謝の視線を向けてくる者もいて、漣花は羞恥でほんのり頰を染めた。

「それで、後宮への潜入の目め処どはついたのか？」

　狼牙が調子を改めると、集まった男たちは、いっせいに厳しい顔つきになる。

「申し訳ございません。さすがに《黒》の王宮内のこと。しかも後宮ともなれば、簡単に潜入できそうもありません」

　狼牙は目つきを鋭くした。

「だが、ようやくここまで来たのだ。今さら諦めるわけにはいかない」

「はっ、それは重々承知しておりますが……」

　恐れるように平伏した男に、狼牙は苛立ちのこもった視線を向ける。

　他の者からの報告もはかばかしくはないようで、焦燥に駆られているのだろう。

　計画の要かなめとなるのは、後宮に気の利いた者を潜入させることだった。首尾よく攻撃を仕掛けたとしても、捕らわれている狼牙の妹姫を逃がすには、内部からの誘導が絶対に必要だった。

　妹姫は、兄が助けに来ることを知らない。いざという時になって、怪しまれたり、騒がれたりしては、元も子もなくなってしまう。

　しかし、下働きで後宮に入るにも、厳しい審しん査さがある。一座には春玉をはじめ、心利いた女が何人も揃っているが、《黒》の後宮では、下働きは十代の者に限るという規則があるのだ。

　一座にはそれに該がい当とうする女がひとりもいない。皆、命をかける覚悟は決めているようだったが、年齢のことは思わぬ落とし穴だった。

　漣花は話を聞きながら、徐々に鼓動を高鳴らせていた。

　もしかして、その役目、自分にならできるのではないだろうか……。

　後宮には女しか入れない。でも、それを誤魔化す方法ぐらいあると思う。

　難しいのは見た目だろう。一座の女は、若い女の役をこなしている。でも、それが成功しているのは、念入りに化粧を施しているからだ。

　下働きとして後宮の召し抱えとなるのに、濃い化粧をするなど考えられない。

　やはり、できそうなのは自分だけだと思う。

　決意を固めた漣花は、皆の後ろからそっと声をかけた。

「あの、私ではいけないでしょうか？　そのお役目、私にやらせてください」

　漣花が言い終えたと同時、皆がぎょっとしたように振り返る。

　中でも一番鋭い視線を送ってきたのは狼牙だった。

「漣花、何を言い出す気だ？」

　冷え冷えとした声が響き、漣花はびくりとなった。

　狼牙は今まで一度も見たことがないほど怒っている。鋭く咎めるように見つめられると、息も止まってしまいそうだった。

「漣花ちゃん、あなたには無理よ。どんな危険が待ち受けているかわからないし、だいいち、漣花ちゃんは男でしょう。後宮には女しか入れないのよ？」

　そばに座していた春玉が、宥めるように言ってくる。

　それを聞いて、皆、いっせいに息を吐き出した。

　変わらずに、鋭い視線を向けてくるのは狼牙だけだ。

　漣花はその狼牙をじっと見つめ返しながら、静かに口を開いた。

「性別を誤魔化す方法はあると思います。確か、一瞬だけ我を忘れてしまうという薬がありましたよね？」

　漣花が思い出したのは、過去の襲撃で仲間が使った薬だった。香こう木ぼくの類たぐいだが、細かく砕いて用いることもあると聞いていた。

　その薬を嗅がされた者は夢見心地になって、そばにいた者が命じたとおりの行動を取る。もちろん一時的な薬効だが、後宮に入る時の検査を回避できればいいだけだ。

「確かに薬を嗅がせれば、性別などいちいち検査されずに門をとおれるかもしれないが……」

　ひとりの男が呟くと、他の仲間たちも納得したように頷く。

　しかし、それでも狼牙だけはまったく態度を軟化させなかった。

「駄目だ」

　短く言った狼牙に、漣花は思わず腰を浮かした。

　そして、狼牙のそばに歩み寄りながら、さらに頼み込んだ。

「お願いです。私に行かせてください」

「駄目だと言ったら、駄目だ。おまえまで危ない目に遭わせるわけにいくか！」

「でも、離れ離れになった妹姫が、捕らわれているのでしょう？」

　狼牙は床几に腰を下ろしている。漣花はそのそばまで行って両膝をつき、縋るように口にした。そして難しい顔で睨んでくる狼牙に、なおもたたみかける。

「他にできる人がいないなら、私を使ってください。きっとやり遂げてみせますから！」

「駄目だ。許さん」

　必死に訴えたが、狼牙は取りつく島もないといった態度だ。

　背後から見るに見かねたように、春玉が声をかけてくる。

「漣花ちゃん、狼牙様のご命令なのだから、逆らってはいけません。さあ、あなたはこっちへ」

「でも……」

　漣花は抵抗したが、春玉にしっかり手を握られてしまう。

　結局は退くしかなかった。

　話し合いはその後も続いていたが、漣花は春玉の手で、部屋から連れ出されてしまう。

　これ以上、狼牙を怒らせてはならない。そう配慮してのことだろう。

　そして漣花は部屋から追い出されただけではなく、春玉と一いつ緒しよに宿まで戻されたのだ。

　その後の話し合いがどうなっているか、心配でたまらなかったが、あとはもう狼牙が戻ってくるのを待つしかなかった。
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　狼牙が宿に戻ってきたのは、深しん更こうだった。

　春玉たちは、それぞれの部屋に引き揚げ寝る準備にかかっていたが、漣花は床に座したままでじっと狼牙を待っていた。

　もう一度、説得してみるしかないと、決意を固めていたのだ。

　狼牙は慌ただしく部屋に入ってきた。そして、顔を見せたと同時に、漣花のそばまで来て、ぎゅっと強く手を握りしめる。

「狼牙、様……」

　漣花は掠れた声で名前を呼びながら、狼牙の精悍な顔を見つめた。

「漣花。おまえはもう《蒼》へ帰れ。これ以上、俺たちと一緒にいるのは危険だ。だから、明日にでも宿を発つのだ」

　いきなりの命令に、漣花は目を見開いた。

「いや、……です」

「なんだと？」

　とたんに狼牙の表情が険しくなる。

　それでも漣花は懸命に狼牙を見つめ続けた。

「お願いです。狼牙様。狼牙様だって、わかっておられるはずです。私の他に適任者はいないのでしょう？」

　何故こうも落ち着いた声が出るのか、自分でもわからなかった。

　でも、狼牙を手伝いたい。なんとか役に立ちたい。その一心だった。

「危ないとわかっている場所に、おまえを行かせると思うのか？　それぐらいだったら、俺は……」

　狼牙は苦しげに吐き出した。そして、ぎらついた目で漣花を睨み、華奢な両肩をわしづかんで揺さぶってくる。

「狼牙様、そんなにしては、痛い……っ」

「おまえが言うことをきかないからだ。漣花、素直に諦めたと言え。そうじゃないと、俺はおまえを……くそっ」

　狼牙はふいに漣花を引き寄せた。そうして痛いほど強く抱きしめてくる。

　自分が危ない目に遭わないように。狼牙はそれだけを心配してくれているのだろう。

　でも、大事な妹を助けるよい手立ても思い浮かばずに、苦しんでいる。

《紅》が滅びてから、狼牙は十年もの間、その日を待ち続けていたのだ。

　漣花も胸が抉られたように痛かった。

　大好きな狼牙が苦しむ姿は見ていたくない。

　たったひとつ、自分にもできそうなことがあるのに、狼牙は許してくれない。

「狼牙様、お願いです。私にやらせてください。私のことは心配しないで……」

「心配するなだと？　無理なことを言うな」

「だって、狼牙様はご存じでしょう？　私ならきっと、事前に危険を察知できる……と、思います。危ないと思ったら、そちらには行かない。私にはたぶん、それができるから」

　絶対にそうだと言い切れないのが悔しかった。

　いざとなれば、姿を変えて逃げるから。

　はっきりと、そう告げられないことも苦しかった。

　かつての自分なら、こんな些さ細さいなことで悩んだりしなかった。何事があろうと、自分の思うがままにできたのだ。

　でも、今はその拠より所となっていた《力》が失せてしまった。だから、《力》を持たない自分は、自分自身で動くしかないのだ。

「おまえを信用していないわけじゃない。だが、駄目なものは駄目だ」

「でも、狼牙様。お願いですから」

　漣花は重ねて言い募った。

　狼牙の雰ふん囲い気きが一変したのは、その直後だ。

「可愛い顔をしているくせに、おまえは何故そんなに頑がん固こなのだ？」

「わ、私は……」

　間近に迫った狼牙の双眸には、なぜか昏くらい光が宿っていた。

　大きな手ですっと顎をすくい上げられて、漣花はわけもなく震えた。

「おまえを連れてきたのは、やはり間違いだったな」

「そんな……っ」

　漣花は胸がつきりと痛くなった。

　狼牙の言い方は、どこか投げやりにも聞こえる。

　どうにもならないもどかしさで、負の気持ちが渦巻いているように見えた。

　こんな狼牙は初めてだ。

「おまえを帰さねばと、何度も思った。だが、そのたびに、手放したくなくて、ずるずるここまで連れてきてしまった。しかし、もうそれも終わりだ。俺の勝手で、おまえを死なせたりできない」

「狼牙様、私は大丈夫……だから」

　いくら宥なだめても、狼牙は頑かたくなに自説を曲げない。

「いいや、駄目だ。おまえは明日の朝、《蒼》に帰す」

「いやだ、狼牙様。おそばを離れるのはいや！」

　漣花は懸命に縋りついた。

　その直後、ふいに狼牙の手が腰にまわり、ぐいっと引きつけられる。

「漣花、俺はおまえを」

「あ、んんぅ」

　前触れもなく、嚙みつくように唇を塞がれて、漣花は目を見開いた。

　他人から口づけられたのは生まれて初めてだ。なのに、驚きで息もできないうちに、今度は舌まで口中に滑り込まされる。

「んんっ、ふ……ぅ」

　もっとちゃんと説得しないといけないのに、漣花には抗あらがう余裕もなかった。

　狼牙の舌が口中に挿し込まれ、甘く絡からめられると、もうものを考えていられなくなる。

　身体中がかっと熱くなり、どうしていいかわからなかった。

「んん、……ぅぅ、ふ、くっ……んぅ」

　狼牙の腕に抱かれ、思うさま口づけられている。

　鼻にかかった喘ぎが漏れて、恥ずかしかった。

　けれども、狼牙は唐突に唇を離した。

「すまん。俺はおまえを」

　苦しげに横を向いた狼牙に、漣花は焦りを覚えた。

「狼牙様、私は狼牙様が好き！」

　夢中でそう口にすると、狼牙が再びまじまじと見つめてくる。

　何故そんなことをいきなり言ってしまったのか、わからなかった。

　でも漣花はさらに、身の内から突き上げてきた衝動に従い、狼牙にしがみついた。

「漣花……おまえは何もわかっていない。それ以上、俺を煽ると……くそっ」

　狼牙はたまらなくなったように、漣花を抱きしめた。

　そして、次の瞬間、敷物の上に押し倒す。

「狼牙様……っ」

「こんなことをしてはいけないとわかっている。だが、もう我が慢まんがきかない。おまえを抱くぞ、漣花。いやなら、俺をはね除のけろ。いいな？」

　上から覆い被さってきた狼牙が、怒ったように言う。

　いったい何が起きようとしているのか、動転した漣花にはわからなかった。

「狼牙……様」

「漣花」

　狼牙は掠れた声で囁いて、上衣に手をかけてくる。

　するりと胸をはだけられて、漣花は小さく震えた。

「怖いのか？　いやなら、逃げろ。いいな？　逃げないなら、おまえを抱いてしまうぞ」

　狼牙は漣花の髪を宥めるように撫でながら、訊ねてくる。

　何が起きようとしているのか、よくわからない。でも、怖いわけではなかったから、漣花はゆっくり首を左右に振ふった。

「それなら、いいんだな？」

　狼牙は重ねて訊ねたが、漣花の答えを待たずに、そっと端たん整せいな顔を近づけてくる。

「あ……んぅ」

　再びしっとりと唇が重ねられ、漣花はいやだと拒否する機会を失った。

　今度の口づけは蕩けるように甘かった。するりと舌を挿し込まれ、縦横に貪られる。

「んぅ……く」

　口づけが深まると、湯屋での時と同じように、また下肢が熱くなり花芯が張りつめる。

　どうして唇を合わせただけでこんなになってしまうのか。

　怖くなって、大きく胸を喘がせると、ようやく狼牙の唇が離れた。

　けれども次には、もっと大胆に胸をはだけられる。真っ白な肌があらわになり、漣花は羞恥で赤くなった。

「きれいな肌だ」

　狼牙はそんなことを呟きながら、胸に掌を当ててくる。

　するりと撫でられたせつな、狼牙の指が乳首を掠め、漣花はびくりと震えた。

　狼牙はさらに、小さな頂を指で摘つまみ上げる。

「あ、んっ」

　痺しびれるような刺激が駆け抜けて、漣花は思わず甘い吐息を漏らした。

「感じるようだな」

　くすりと笑いを含んだ声で言われ、かっと羞恥に駆られる。

　だが、狼牙はかまわずに乳首を弄もてあそび始めた。

「や、ああ……っ」

　普段は意識することもない場所なのに、何故かそこを弄いじられると、大きな疼きが身体中を駆け巡る。自分では身体の反応を抑えようもなかった。

　狼牙は反対側の乳首に、唇までつけてきた。

　濡れた感触に包まれて、漣花はまたびくりと震えた。

　狼牙はねっとりと乳首の先端を舌で舐め上げ、そのあとちゅくりと吸い上げてくる。

「あ、ああっ」

　思わず高い喘ぎ声が出てしまい、漣花は恥ずかしさで真っ赤になった。

　それでも、もっと狼牙に近づきたいと思う。

　もう理屈ではなかった。初めて出会った時から、自分ではもうどうしようもないほど狼牙に惹かれ、一緒にいたいと思っている。

　それに、こんなふうに親密な関係を持つのもいやじゃない。むしろ、もっともっと近づけないかと思ってしまう。

　狼牙は指と舌で左右の乳首を丁寧に愛あい撫ぶする。交互に弄られているだけで、身体中が熱くなった。

「やあ……っ」

　狼牙に強く乳首を吸い上げられて、漣花は思わず下肢をくねらせた。

　下か裳しようの中で花芯が張りつめていく感覚があって、たまらなく恥ずかしかった。

「や……っ」

　我慢できず、ひときわ強く腰を捻ると、狼牙がようやく顔を上げる。

　銀ぎん灰かいの瞳で上からじっと見つめられ、漣花は耐えきれずに視線をそらした。

「いやなら逃げろと言ったぞ。だが、まあ、ここはこんなになっているしな」

　狼牙は笑いを含んだ声で言いながら、そっと漣花の下肢をなぞり上げた。

「ああっ！」

　ひときわ強い快感が走り抜け、漣花はびくっと腰を突き上げた。

「なかなかいい反応だ」

　狼牙は漣花の帯をゆるめ、さっと下裳を取り去った。

　下肢が剝き出しにされ、張りつめたものがあらわになる。

「あ、やだ……っ」

　漣花は慌あわてて腰をくねらせたが、狼牙は素早く熱くなった中心をつかんだ。

「今さら恥ずかしがるな。気持ちよくしてやる。湯屋でもこうなっただろう？」

「ああっ、やっ……あ、うぅ」

　狼牙は大きな手で中心を包み、優しく駆り立ててくる。

　どくりといっぺんに血が集中し、漣花の花芯はさらに膨れ上がった。

　死にそうなほど恥ずかしいのに、狼牙は銀灰の目で面白そうに漣花の変化を見ている。

「ずいぶん、感じやすいな」

　呆れたように言われ、漣花は涙を滲ませた。

　違うと否定したいけれど、狼牙の手で擦こすられただけで、先端の窪くぼみに蜜みつが溜まり、今にも噴き上げそうになっている。

　湯屋で愛撫された時の気持ちよさを、身体のほうが覚えていて、自然と期待しているのかもしれない。

　なのに狼牙は巧たくみに幹を撫で上げ、さらに先端の窪みまで指で刺激してくる。

「やっ、もう……もう、放して……っ」

　漣花は懸命に狼牙の腕をつかんだ。

　このままでは、狼牙の手を汚してしまう。

「我慢することはない。気持ちがよければ達いけばいいのだ。湯屋でもちゃんと教えただろう」

　狼牙はそう言って、いちだんと強く花芯を駆り立ててきた。

　根元からきゅっと絞り上げられると、もう我慢がきかなかった。

「ああ、……あ、く……うぅ」

　漣花はあっさり限界を超え、白はく濁だくを噴き上げた。止めようと思っても止まらない。狼牙の手にすべてを吐き出してしまう。

　自分ひとりが気持ちよくなって、狼牙を穢けがしてしまった。

　その罪深さが恐ろしく、どっと涙もこぼれてしまう。

「どうした、漣花？　泣くほど気持ちがよかったのか？」

「手を……汚してしまって……ご、ごめんなさい」

　我慢できずにしゃくり上げると、狼牙はおかしげに口元をゆるめた。

「他愛ないものだな。だが、今日はこれで終わりじゃない。もう一度言う。いやなら、俺を突き飛ばせ。いいな、漣花？」

　狼牙はそう言いながら、身を伏せてくる。

　濡れた手が滑っていったのは腰の後ろだった。あらぬ場所に指で触れられて、漣花は再びびくりとすくんだ。

「あっ」

「足を曲げて、楽にしていろ」

「やっ、そんな……」

　漣花は慌てて首を左右に振ったが、狼牙にすぐ足首をつかまれてしまう。

　そのまま折り曲げさせられて、あらわになった恥ずかしい窄すぼまりを指でなぞられた。

「ああっ」

「さすがに硬いな」

　ぽつりと呟かれ、また羞恥が込み上げてくる。

　狼牙の手に出してしまっただけでも、死にそうになっているのに、今弄られているのは、もっと不ふ浄じような場所だ。

　雌し雄ゆうの交合いでさえ、具体的な知識をほとんど持ち合わせていない漣花には、どうしてそんな場所を弄られているのか、理解できなかった。

「狼牙、様……だ、駄目っ、そんな場所に触れては……っ」

　泣きそうな声で訴えると、狼牙はふっと口元をゆるめる。

「漣花、ここでおまえと繫がるんだ。抱くとは、そういうことだ」

「！」

　漣花は信じられなくて目を見開いた。

　だが、狼牙はその狭い場所に指まで入れようとしている。

「楽にしていろ。力を入れるな。少しゆるめないと、おまえを傷つけてしまう」

「いや……っ、やめ……っ、そ、そんなの……駄目、……っ」

　漣花は切れ切れに訴えた。狼牙の指から逃れようと、大きく身体をよじる。

　だが狼牙は漣花の腰をつかみ、今度はうつ伏せの体勢を強要する。

「そんな弱々しい抵抗じゃ、俺は止まらんぞ。俺を煽ったのは、漣花、おまえだ。だから、本当にいやなら、もっと必死になって逃げてみろ」

　怒ったような声で言われ、漣花はびくっと硬直した。

　確かに、いやだと言うのは、口先だけだ。狼牙に触れられるのは少し怖かった。でも、それは、未知の感覚に襲われるのが怖いせいだ。

　狼牙に触れられるのがいやなわけじゃない。

　むしろ、どこを触られても気持ちがよくなってしまう。

「狼牙……様……くぅ」

「なんだ。もう観念したのか……。それなら、遠慮なく先に進めるぞ」

　狼牙は剝き出しの双丘を撫でまわし、それからまた恥ずかしい窄まりに指を這わせてくる。

　漣花はうつ伏せで腰だけ高く差し出す恥ずかしい格好で、ぶるぶる小刻みに震えているだけだった。

　何度か窄まりをなぞられて、そのあとそこに濡れた感触が貼はりつく。

　漣花は恐る恐る後ろを振り向き、息をのんだ。

　狼牙が恥ずかしい窄まりに舌を這わせていた。様子を窺うように、そろりそろりと舐められている。

「やっ、ああ、ぅ……ううっ」

　漣花は思わず前のめりで逃げようとしたが、狼牙にすかさず腰を捕らえられて、引き戻される。そして狼牙は漣花の前にも手を伸ばしてきた。

　花芯を握られてしまうと、もうどこにも逃げようがなかった。

「駄目……っ、そんなの、だ、め……っ、きたない……のに……っ」

「別にきたなくはないぞ。おまえは、こんな場所も可愛らしい」

　狼牙はさらに恥ずかしい呟きを漏らし、また窄まりに舌を這わせる。

「ああっ、……や、あ……っ」

　中まで舌を入れられそうになり、漣花は思わず背中を反らした。

　前も一緒に愛撫されると、いやでも身体が熱くなる。

　狼牙は唾液で濡れた場所に、そっと指まで忍しのばせてきた。決して無理なことはせず、ゆるゆると中をほぐされる。

　漣花は明らかに快感を覚えるようになっていた。

　そのうち狼牙の指が内壁の一点を掠かすめ、恐ろしいほどの刺激を感じる。

「ああっ、や、だ、そこ……やあ、ああっ」

　漣花は恥ずかしげもなく、高い声を放ちながら腰こしを震わせた。

「ここが気持ちいいのか、漣花？」

「やっ、ああっ……くぅっ」

　腰をよじって逃げようとしても、同じ場所ばかり指で押される。

　こんな目に遭っても狼牙の手に包まれた中心が、ますます張りつめていく。中に入れる指の数を増やされると、先端からまた新たな蜜が溢れてきた。

　狭い場所を無理やり搔き回されているのに、気持ちがよくてたまらなかった。身体が熱くなるのを止められない。

　漣花を散々悶もだえさせたあと、狼牙はゆっくり指を抜く。

　そして静かに抱き起こされて、再び身体を表に返された。

　燭しよく台だいの明かりで、すべてが映し出されている。明るい中で顔を見られるのが恥ずかしく、思わず横を向くと、狼牙はそっと頰を撫でてくる。乱れた髪も払い除けられて、漣花はまた泣きそうになった。

「漣花、おまえを抱きたい。……だが、どうしてもいやなら」

　狼牙は漣花の耳に口を寄せ、低く囁く。

「ん、っぅ」

　今になってこんなことを訊かれるなんて、たまらない。だから、漣花は自分からしっかりと狼牙の首に腕を回した。

　狼牙が好きだ。離はなれたくない。ずっとそばにいたい。

　だから、いけないことだとわかっていても、自分では止められなかった。

「それなら、いいんだな？」

　狼牙は何故か焦ったように言い、漣花の腕を巻きつかせたままで、自らの下肢を探っている。

　そのあと腰を抱え直されて、足を大きく開かされた。

「あ……っ」

　蕩かされた窄まりに、熱く滾ったものが擦りつけられる。思わず息をのんだ瞬間、硬い切っ先でぐっと狭い場所が割り広げられた。

「……ぅう……く、うぅ」

　逞しい狼牙は少しずつ奥まで進んでくる。

　あまりの圧迫感で息を詰めると、狼牙は優しい声で宥めてくる。

「大丈夫だ、漣花。可愛いおまえを傷つけたりしない。だから力を抜いて、俺に全部預けろ。いいな？」

「あ……あぁ……」

　狭い場所がみっしりと巨大なもので満たされる。苦しかったけれど、痛みはなかった。

　狼牙はしっかり漣花の腰を抱き、澄みきった銀ぎん灰かいの瞳でじっと見つめてくる。

「漣花、わかるか？　俺がおまえの中にいるのが」

「……狼牙、様が？」

「こうしておまえとひとつに繫がっている」　>>>♥

　狼牙は存在を示すように、そっと腰を揺らした。

　硬いもので壁を押されると、思わぬ刺激が身体中を走り抜ける。

「ああ……んっ」

　漣花は我知らず甘い声を上げた。

　狼牙は下肢を乱しただけだった。でも、身体の一番奥深くで、ひとつに繫がっているのだ。

「おまえは本当に可愛い……漣花……おまえが欲しくて、我慢できなかった……」

「あ、うぅ……狼牙……あ、んっ」

　巨大なものをゆっくり引き抜かれ、また奥まで押し戻される。狼牙は決して急がず、漣花に動きを教えていく。

　熱く蕩けた壁を硬いもので擦こすられるのは、たまらなかった。指で覚えさせられた敏感な場所を掠めていくと、明らかな快感に襲われる。

「漣花、もっと動くぞ。しっかり俺につかまっていろ。いいな？」

　狼牙は漣花の手を取って、自分の首筋に回させる。

　そうして体勢を整えると、今度はいきなり大きく動き始めた。

　身体の奥を揺さぶられ、漣花は懸命に、狼牙にしがみついた。

　抽ちゆう送そうがさらに激しくなり、快感で頭が真っ白になっていく。

「ああっ、く、ふっ……ああぅ」

　身体の奥からまた熱いものが迫り上がってきて、今にも弾けてしまいそうになった。

「漣花、おまえが好きだ。愛しいと思っている」

「ああっ、狼牙……様……っ」

　思わぬことを告げられて、漣花は胸を震わせた。

「おまえには何ひとつしてやれなかったこと、許してくれ。おまえを可愛いと思って手元に置いたのが、間違いだった」

「そんな……私は勝手についてきただけなのに……」

「今さらだが、俺を恨うらむなら恨んでくれ。だが、これ以上、おまえを危険な場所には置いておけない」

　狼牙は憑つかれたように口にしながら、腰を打ち付けてくる。

「ああっ、あ、んんぅ、ろ、狼牙……さ、ああん、わ、私も……好、き……っうう、だから、私にも……ああっ、何か手伝わせて……ああっ」

　漣花は荒れ狂うような快感の波に揉まれ、ろくに返事ができなかった。

　狼牙に好きだと言ってもらえて、どんなに嬉しいか。

　自分も同じ気持ちで、だからこそ離れたくない。だからこそ、狼牙のために何かしたい。

　そう訴えたいのに、奥を突かれるたびに、快感に邪魔される。

「漣花」

「ああっ、ろ、狼牙……様……っ、ああ、くぅ」

　さらに狼牙の動きが激しくなり、漣花はただ逞しい胸にしがみついているだけになった。

　ひときわ奥まで抉られた瞬間、漣花はどくりと欲望を吐き出した。

　狼牙もほぼ同時に、漣花の中に熱い奔ほん流りゆうを迸ほとばしらせる。

「う……く……ぅ」

　漣花は細い首をがくっと仰け反らせながら、気を遠のかせた。

「漣花……俺はおまえが何者であろうと……」

　細い身体をしっかり抱きしめた狼牙が、耳元で何か囁いている。

　けれども、漣花にはそれを認識しているゆとりはなかった。
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　翌日の朝。

　漣花は蕩けるように幸せな気持ちとともに目覚めた。

　昨夜、狼牙と初めて結ばれて、どんなに嬉しかったか。

　身体をひとつに結ぶ行為が、あれほど気持ちいいものだとも、今まで知らなかった。

　最後には気を失ってしまったのだが、狼牙が世話をしてくれたのか、汚れていた身体はきれいに拭ぬぐわれていた。

　羞恥を覚えた漣花は、ほんのりと頰を染めた。

　その狼牙の姿はすでにない。

　ほんの少し前までは、隣で眠っていたのをぼんやりと覚えている。

　おそらく襲撃の手配りを相談するため、出かけたのだろう。

　後宮へ潜入する件は、最後まで許してもらえなかった。でも漣花は、言いつけに背そむいてでも、そうしようと思っている。どうしても諦める気になれなかったのだ。

　ひとりでこっそり潜入するなら、なんの問題もないはずだ。姿を変えて、塀を乗り越えればいいだけの話だった。

　漣花は宿で墨すみと筆、それに新しい竹ちく簡かんを用意してもらい、狼牙宛の書状を認したためた。

　最初に、言いつけを守れなかったことを謝罪する言葉。そして、姿を変えて、後宮へ行きますと書いた。姿を変えれば、城壁を跳び越えるのは造作もないこと。だから、心配は無用であると──。

　謎めいた書き方になってしまったけれど、狼牙ならきっと気づいてくれるだろう。それに、狼牙は、自分が普通の人間ではないことを察している。

　漣花は書き終えた竹簡を巻いて、細い紐ひもをかけた。

　これを狼牙に届けてもらうように頼めば、もう他に問題はない。

　漣花はすっと立ち上がり、狼牙と一夜を過ごした部屋をあとにした。

　他の部屋を覗き、一座の者を見つけて、竹簡を託す。

「これを、あとで狼牙様に渡してもらえますか？」

「いいですけど、漣花さんは、どこかへお出かけですか？」

「ええ、ちょっと」

　春玉だったら、止められていたかもしれないが、漣花が伝言を頼んだのは、まだ若い男の役者だ。

　なので、なんの不ふ審しんも持たれずに、宿から外へと出ることができた。

　王宮に向けて大通りを歩きながら、漣花はふっと里のことを思い出していた。

　何も知らせていないので、里ではきっと皆が心配していることだろう。

　この役目が終わったら、長老にきちんと話をしなければならない。

　狼牙はきっと、紅王になれると思う。

　祖国を失い、苦難を強いられている人々を解放してまわっている狼牙は、とても立派で尊敬できる。助け出された人々は、どれほど狼牙に感謝していたことか。皆が口を揃えて、狼牙こそが救世主だと言っていた。

　だから、狼牙はきっと紅王となって、いつか失った故国を取り戻すだろう。

　狼牙が紅王になるなら、そばにいてそれを支えたい。

　漣花の胸には、そんな熱い思いも溢れている。

　だが、漣花は力なくかぶりを振った。

　一度失敗した者が、今さら紅王の王おう獣じゆうになれるなど、夢物語だ。狼牙のそばにいたお陰で退化が止まり、体力も元に戻ったけれど、《力》はまだほんの少ししか使えない。以前、身内に宿していた《力》とは比べものにもならない弱々しさだ。

　変へん化げしても大型化すらできない状態では、どうしようもなかった。

　とにかく、今は少しでも狼牙の力になりたい。それだけだ。

　漣花はよけいな考えを振り払って、王宮への道を急いだ。

《黒》は急激に大きくなった国だ。都は賑わっているが、どこか雑然とした雰囲気があった。

　軍装に身を固めた兵が、徒党を組んで街中を歩いているのが目立ち、人々はその兵を見かけると、そそくさと建物の陰に隠れる。

　芝居小屋に来る客たちは、皆おおらかに楽しんでいるふうだったが、それはごく少数の恵まれた者たちなのだろう。

　通りを行き交う者の多くは、どこか神経を張りつめさせている感じで、まったく余裕がないように思う。

　王宮まで真っ直ぐに延びている大通りを進み、大門の前で横道へ逸れた。どこの王宮も、後宮は王城の奥に配置されている。

　漣花は、狼牙たちが広げていた見取り図を思い出しながら、後宮に近い場所まで王城の敷地を回り込んだ。

　王城の敷地を取り巻く城壁は、人の背丈の倍以上は高さがある。後宮がある王城の西側には出入りできる門もなかった。

　いきなりここから中へ飛び込むのは無理かと、漣花はさらに様子を見てまわった。

　すると、前方に背の高い木が何本か生えているのが目についた。

　横に大きく枝が張り出して、王城の城壁近くまで伸のびている。

　これで進入路は見つかった。あとは、夜になるのを待てばいいだけだ。
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　狼牙が漣花からの書状を手にしたのは、西の空に陽が沈もうとしている頃だった。

　今日は一日都の様子を見てまわっていたので、芝居小屋には顔を出していない。ゆえに、漣花を連れて《黒》を出ろと命じておいた者から、書状を受け取って、初めて漣花の不在を知ったのだ。

　狼牙は竹簡を、ばらりと開き、さっと目を走らせた。

「くそっ、漣花！」

　狼牙は、漣花から目を離したことを、死ぬほど後こう悔かいした。

　昨夜、思いがけず漣花を抱いてしまった。愛しさが溢れ、どうにも自分が抑おさえきれなかったのだ。

　しかし、愛しいからこそ、これ以上危ない目には遭わせられない。

　手放すのは胸が抉られるようにつらかったが、それも漣花のためだと思うしかなかった。

　なのに、ほんの少し目を離した隙に、漣花は自ら行動を起こしてしまった。

　狼牙は自分の油断を呪ったが、もう取り返しはきかなかった。

　漣花は猫ねこに変化して、後宮に忍び込むつもりだ。

　漣花が不思議な生き物であることに気づいたのは、いつだったか……。

　考えてみれば、最初に出会った時から、どこかおかしな様子ではあったのだ。

　子猫を拾い、漣花を旅の道連れにした。けれども、猫と漣花は一緒にいたことがない。

《蒼》へ置いてきたと思った子猫が急に現れた時もそうだ。いつの間にか、漣花も追いついてきて……。

　漣花は、《蒼》で見た聖獣と同じように、姿を変えることができる。

　しかし、狼牙は恐れも感じなかったし、気味が悪いとも思わなかった。

　漣花は漣花だ。何事にも一途な姿が可愛いし、ずっとそばに置いておきたいと思った。

　なんとしても妹の雪せつ姫きを助け出す。

　黒王はすでに老ろう齢れいで、ひどい加か虐ぎやく趣しゆ味みを持っているという噂だ。今まで何人も後宮の女たちが、黒王の性せい癖へきの犠ぎ牲せいとなって殺された。幸い、風の噂で聞いたところによれば、妹はわざと醜く装って、黒王の魔ま手しゆを逃れているらしい。

　だが、それもいつまで続くかわからない。一刻も早く助け出さねばならなかった。

　しかし、それで漣花を危ない目に遭わせるのは、考えられない話だ。

　妹と漣花、どちらが大切かなど、考えても意味がない。

　どちらも絶対に助け出す。

　狼牙にはその強い決意があるだけだった。

「狼牙様、いかがなされましたか？」

《紅》が滅びた時からずっとそばについていた偀宣が、声をかけてくる。

「偀宣。すぐにも決行するぞ」

　狼牙は偀宣の精悍な顔を振り返り、静かに告げた。

　逞しい武人がまとう雰囲気を剝き出しにした偀宣は、何事かというように狼牙を窺う。

「漣花が後宮に入った」

「漣花が？　助けもなく、ひとりで、ですか？」

　さしもの偀宣も驚きを隠せないように、訊ね返してくる。

「ああ、詳しく説明はできないが、漣花は、漣花にしかできない方法で後宮に潜入した。だが、いつ敵方に見つかるかわからない。だから、急ぐ必要がある」

「わかりました。では、早速手て筈はずを整えます」

　偀宣はよけいな口を挟まない。

　皆まで言わずとも、狼牙の決意が固いことを察しているのだ。

「なんとしても、ふたりをこの手に取り戻す。だから、力を貸してくれ」

「御意」

　偀宣は短く答え、さっと身を翻ひるがえす。

　ひとりになった狼牙は、漣花からの竹簡を握りしめ、強い闘とう志しを漲らせて虚こ空くうを睨んだ。

　漣花、待っていろ。

　必ず、おまえの元へ行く。

　それまで、妹のことを頼んだぞ。

　狼牙は胸の内でそう呟いて、その場をあとにした。
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　漣花は純白の猫の姿となって、後宮内の宮をあちこち探って歩いた。

　高い城壁で囲まれた後宮の区画には、三十以上の小宮殿が建てられている。

　同じ後宮でも、ひとつひとつの宮は高い塀で区切られている。塀と塀の間にある通路はどこも、馬車一台とおすのがやっとという狭さで、しかもひどく入り組んでいた。通路は行き止まりになっていることも多い。建前としては、王のみが訪れる場所だ。ゆえに、外部の者は、道案内なしには進めない、迷路となっているのだ。

　漣花はひとつひとつの宮を注意深く進んでいった。

　宮女や下働き、宦かん官がんにつかまってしまっては、目的を果たせない。だから、庭園の木陰や床下、塀沿いの茂みなどを利用して、こっそり中の様子を窺う。

　一日中根気よく宮を調べて歩き、漣花が狼牙の妹らしき姫を見つけ出したのは、すでに夕刻になろうかという時だった。

　名を雪姫というその少女は、丸く切られた窓辺で、ぼんやり庭を眺めていた。

　そっと様子を窺った漣花は、雪姫の顔に醜い斑はん点てんが浮き出ているのを見て、はっとなった。すべてを諦めきったような表情に、胸が痛くなってしまう。

《紅》が滅んでより十年。雪姫はずっとこの後宮に閉じ込められていたのだ。

　漣花は、妹を奪われた狼牙の胸中を思い、ため息をこぼした。

　狼牙は十年間、血の滲むような苦難を重ね、ようやくこの不幸な妹姫を助け出せるところまで辿たどり着いたのだ。

　狼牙はもう残してきた書状に、目をとおしてくれただろうか。

　漣花の役目は、雪姫に事情を説明して、決起の時の道案内をすることだ。

　宮の中の様子を窺うと、他に誰の姿もなく、雪姫はたったひとりのようだ。

　漣花は意を決して、朱色に塗られた丸い窓枠に飛び乗った。

「まあ！」

　いきなり目の前に現れた猫に、雪姫が驚きの声を上げる。

　けれども、その雪姫の顔には、すぐに微笑みが広がった。

「なんて可愛い猫ちゃんなの」

　雪姫はそう言って、両手を伸ばしてくる。

　漣花は大人しく、その雪姫の手に抱かれた。

　雪姫は漣花を膝の上に乗せ、愛しげに背中を撫でてくる。

　漣花は、みゃう、と可愛い声を上げながら、雪姫の様子を眺めた。

　狼牙から聞いていたとおり、自分と同じような年齢だ。顔中に散っている斑点さえなければ、雪姫はかなりの美しさだと思う。

　何かの病気だろうか？

　だが、すうっと心を落ち着けて、雪姫の発する《気》を確かめると、そうではないことがわかった。おそらく、病で醜くなっていると装うことで、黒王の魔手から逃れてきたのだろう。

　後宮に収められた姫君の部屋にしては、調度の類たぐいは全部古びている。雪姫がまとっている衣装も、どことなく古臭く、誰かのものを仕立て直して使っているようだった。

　紅国が滅んでから、ずっとひとりきりで耐えてきたのだろう。

　漣花は心からの同情を、薄はつ幸こうな姫君に寄せた。

　今すぐ、兄が助けにくることを教えてあげたい。

　そんな衝動に駆られたけれど、それを辛うじて抑える。猫の姿でいきなり口をきいたら、驚かせてしまうし、ここで変へん化げして元の姿に戻ったところを、誰かに見咎められてもいけない。

　漣花は大人しく待つことにした。

　眠りについた雪姫の耳に、そっと事情を囁けば、夢だと思ってくれるかもしれない。それでいったん、気持ちを落ち着けてもらって、そのあと詳しく事情を明かせばいい。

「猫ちゃん、あなたはどこから来たの？　どこかの姫君のお部屋で飼われているの？　ほんとに可愛いのね……。ああ、私も猫ちゃんのような子がほしいな」

　雪姫は他愛のないことを口にしながら、首筋や背中を撫でてくる。

　一時は赤あか児ごと同じまで退化したが、また成長が始まった。今の漣花は、大人の猫に近い大きさだった。

　でも、本来の姿である、大型の聖獣にはまだなれない。そこまでの《力》は戻っていなかった。

　夕ゆう餉げを運んできた宮女の足音がして、漣花はいったん、雪姫の膝から逃げ出した。

「あっ、猫ちゃん」

　声を上げた雪姫は、そのあと気落ちしたようにため息をこぼす。

　可哀想だったが、漣花は調度の陰に隠れて様子を窺っていた。

　そして、姫が夕餉を終え、宮女が下がっていったあと、再び近寄っていく。

「あら、猫ちゃん。まだおうちへ帰らなかったのね？」

　雪姫は嬉しげに漣花を抱だき上げて頰ずりする。

　猫に対する反応が、兄の狼牙とどことなく似ていて、漣花の胸には温かなものが満ちてきた。

　軍議の時に聞いた計画では、襲撃は明日の夜に決行されることになっていた。

　それまで丸一日かけて、雪姫に事情を教えればいいのだから、焦る必要はない。

　雪姫はその後も漣花を膝に乗せたままで、色々なことを話しかけてきた。

　後宮で後ろ盾となってくれる者が誰もおらず、紅国からずっと仕えてくれていた侍じ女じよも、少し前に亡なくなってしまったとのことだった。

　雪姫は誰からも相手にされず、孤独な暮らしを強いられてきたのだ。

　けれども、最近になって、悪いことを知らされた。今までずっと顔に痘痕あばたがあるように装っていたのに、近く、とうとう夜よ伽とぎに呼ばれることになったのだという。

　黒王の悪癖は噂に高く、もう命がないかもしれない。

「このまま死んでしまうとしても、せめて最後にひと目だけでも、兄上にお会いしたかった。紅国の王族で生き残ったのは、兄上と私だけだったから……」

　雪姫はそう呟いて、涙をこぼした。

　漣花はたまらなくなって、心の内で必死に訴えた。

《雪姫様、諦めてはいけません。兄上が助けに来てくださいます。ですから兄上を信じて、待っていてください》

「え？」

　雪姫は怪訝そうに首を傾げた。

　そのあと室内を見回すが、もとより誰の姿もない。

　雪姫は勘がよさそうだから、きっと漣花の心の声が、はっきりと聞こえたのだろう。

《雪姫様。私はここにいます。兄上が助けに来てくださるのを、雪姫様と一緒にお待ちしてますから》

　まだ猫の姿で人語を話すわけにはいかない。だから、漣花は再度、耳ではなく心の中でだけ通じる声で雪姫を力づけた。
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　猫の漣花は、翌日も、雪姫とともに過ごした。

　幸い、雪姫の部屋には滅多に人が近寄らない。だから、誰に邪魔されることもなく、狼牙が来てくれるのを待っていた。

　けれども、のんびりしていられたのは、陽が落ちる頃までだった。

　手て燭しよくを持った宦官が、足音もなく現れたのだ。

「雪姫様。おめでとうございます。今宵、お召めしがございます」

　膝の上にいた漣花は、雪姫が大きく震えるのを感じた。

「それでは、のちほどお支し度たくを手伝いに参りますので」

　のっぺりした顔の宦官は慇いん懃ぎんに頭を下げる。

　現れた時と同様に、宦官が音もなく出ていったあと、雪姫はぎゅっと漣花を抱きしめて泣き出した。

　計画では深夜近くに、襲撃が開始されるはずだ。

　よりによって、今夜黒王に召されるとは、あまりの間の悪さに、目眩がしそうだった。

　雪姫はすっかり諦めきって、しくしくと泣いている。

　漣花はもうためらっている時ではないと、人の声で雪姫に話しかけた。

「雪姫様」

「え？　誰？」

　雪姫はびくりとあたりを見回す。

　漣花は雪姫の膝から床に下りた。そして前肢を伸ばし、白い手に添える。

「話しかけているのは私です、雪姫様。驚かないでくださいね。あなたのおそばにいる猫です」

「！」

　雪姫は、驚きのあまり、まじまじと漣花を見つめてくる。

　声も出せない様子だが、もう時間に余裕がなかった。愚図愚図していれば、宦官が戻ってきてしまう。

「驚かれたでしょうけれど、私はあなたの兄上、狼牙様と一緒に《黒》までやってきました。兄上はあなたを救い出す手立てを整え、今夜こちらに迎えにこられます」

「あ、兄上が……」

「はい、そうです。私はあなたに、そのことをお伝えするために、この姿でやってきたのです」

「では、……あなたは猫ではないの？」

　雪姫はまだ実感がないのか、狼牙ではなく、漣花のことを真っ先に訊ねてくる。

　どう説明していいものか、漣花は言葉に迷った。

「猫、というのとは、少し違うのですが……。ええ、普段は人の形を取っております。ともかく、時間がないので、よく聞いてください」

「わかりました」

　雪姫はすぐに表情を改め、猫の漣花に視線を固定する。

　凜とした様子を見せた雪姫に、漣花が心のうちでほっと息をついた。

「兄上が迎えにみえるのは、深夜になってからです。後宮はまるで迷路のようですから、うまく兄上のお仲間と出会えるように、こちらからも動かなくてはなりません」

　漣花がそう言うと、雪姫は真剣な様子で頷く。

「夜伽には、私が代わりに参ります」

「えっ、あなたが？　でも、……」

　雪姫は途中で言葉を途切れさせた。猫の姿で行く気なのかと、訊きたかったのだろう。

　漣花は答える代わりに、身の内に《気》が溜まるのを待った。

　猫そっくりだった姿が掠れ、白い靄に包まれる。その靄は徐々に大きくなっていき、再びはっきりとした形になる。

　靄が晴れた時、雪姫のそばで端たん座ざしていたのは、人の姿となった漣花だった。

　里の仲間には、着物の始末に苦労する者も多いが、幸い漣花は、身につけたものの出し入れに困ったことはない。猫から人になった時も、裸ということはなかった。元のとおり、淡黄色の衣装を身につけ、髪に挿した簪もそのままだ。

「信じられない……」

　声を震わせた雪姫に、漣花は丁寧に頭を下げた。

「漣花と申します」

「漣花……さん？」

「雪姫様、どうぞ、怖がらないでくださいね。私は悪い妖あやかしではありません。でも、普通の人間でもありません。狼牙様は薄々ご存じですが、それでも私がこうして変へん化げするところはご覧になったことがないはずです」

　漣花はそう言って、雪姫を安心させるように微笑んだ。

「あなたは、とても……おきれいなのですね。猫ちゃんの時も愛らしかったけれど……」

　気丈に言ってみせた雪姫に、漣花はほっと安堵した。

　本当は怖いだろう。自分だって、これからどうなるのかと、身体が震えてしまいそうだ。

　それでも、雪姫を無事に救い出してあげたいという気持ちに変わりはなかった。

　何よりも、狼牙のために、雪姫の救出は成功させなければならない。

「ともかく、雪姫様は、宦官に言われたとおりに、支度をなさってください。どこかで隙を見て、私が雪姫様と入れ替わります」

「でも、そんな簡単には……。それに、あなたはどうなさるのです？　黒王は恐ろしい方ですよ？　王の下もとに行ったら、とても無事では済まないはず……この前も、夜伽に召された方がひどい目に遭わされて、亡くなったと聞きました」

　心配そうに言う雪姫に、漣花はにっこりと笑った。

「私のことなら大丈夫です。黒王のところへ行く前に、また猫になって逃げますから」

「本当に？　本当に大丈夫なのですね？」

「はい……それより、雪姫様こそ、万一、兄上が遅おくれるようなことがあれば、ご自身でこの宮から出て行かなくてはなりません。途中の様子など、私が覚えていることをお教えしますから、その時は恐れずに兄上のところへお出でください」

「ありがとう。……ありがとう、漣花さん」

　雪姫は漣花の手を取って、ぎゅっと握りしめる。

　合わさった手の上に、透明な涙がぽたぽたと落ちてきた。
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　狼牙は黒と銀の軍装に身を固め、仲間からの合図が来るのを、今か今かと待っていた。

　焦りと不安が渦巻いて、頭がどうにかなりそうだった。

　妹のこと、そして漣花のことが心配でたまらず、今すぐ単騎で飛び出していきたくなる。

　何かいやな予感がしてならなかったのだ。

　手順は今までとそう変わらない。陽動で騒ぎを起こし、そちらに注意が向いたところで、後宮に乗り込むことになっていた。

　ただ、今までのように片かた田舎いなかの城ではなく、行き先は王宮だ。

　詰めている衛兵の数が格段に違っている。攻め手も人数がかなり増えているが、それでも圧倒的に不利であることは確かだ。

　いやな予感は、漣花に起因している気がする。

　危険を冒おかし、自ら後宮に潜入してくれた漣花に、もし何かあれば、自分で自分が許せない。

　最終的に王宮を襲うことになるとわかっていたのに、漣花をここまで連れてきてしまった。

　しかも、隙をついて漣花がひとりで出ていってしまったことに、気づきもしなかった。

　もっと漣花に注意していれば、動きを予見できたはずだ。なのに、漣花から目を離したのは、未練たらしく抱いてしまったことへの後ろめたさゆえだ。

　自分の愚おろかさと甘さが、心底許せなかった。

　漣花、無事でいろよ。

　俺もすぐに行く。だから、それまで絶対に無茶はするな。

　狼牙は遠くに見える城壁を睨みつけながら、心の中でそう呼びかけるだけだった。
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　都中の人々が寝静まった深夜──。

　最初に鬨ときの声が上がったのは、北側の城壁だった。

　北には門がひとつしかないが、王の御ご在ざい所しよである宮殿に近く、交替で詰め所にいた衛兵たちが、すかさず走っていく。

　次に騒ぎが起きたのは、市中に通じる南の大門付近だった。これにも衛兵が瞬時に駆けつけていく。その次には、東側の城壁で騒ぎが起きた。

《黒》は軍事力にものを言わせる国だ。王城を守る城兵たちは、日頃からしっかりと訓練されており、同時に起きた襲撃事件にも、冷静に対処しているかに見えた。

　しかし、襲撃を仕掛けた者たちは、意外によく統率が取れており、指揮する者の力量も相当なものだ。兵力は劣るものの、多た彩さいな攻め方で城兵を翻ほん弄ろうしていた。

　南、北、東で騒ぎが起きたのがほぼ同時刻。そして、対応に追われる城兵の隙を狙いすましたように、西の城壁を乗り越えた者たちがいた。

　こちらは他の三箇所と違って静かな侵入だ。他の三箇所は、城兵を壁の外に誘い出すように攻撃を仕掛けていたが、西だけはまったく別の動き方だった。

「絵図は頭に叩き込んでいるな？　真っ直ぐ目標の宮へ向かえ！　退路の確保も忘れるな！」

　低く命令をくだしたのは、側近の偀宣だ。

「皆、油断するな」

「御意！」

　狼牙の言葉に、集まった男たちは、静かに闘志を漲らせる。

　西の城壁から後宮の区画に潜入したのは、狼牙が直接率いる部隊だった。力自慢の大男ではなく、素早い動きができる者を選せん抜ばつしている。

　男たちは次々に城壁をよじ登り、後宮に飛び込んだ。

　狼牙も例外ではなく、潜入したと同時に、真っ先に走っていく。

　もし、漣花がうまく動いてくれれば、この先ですぐに落ち合えるはずだ。

　後宮内に男は立ち入れない。ゆえに、衛兵はそのまわりを巡回しているだけだ。警護に当たっているのは、槍を持った女の兵たちだった。

　遭そう遇ぐうした女兵には、仲間が次々に当て身を喰くらわせ、騒ぎを気づかれないようにする。

　迷路のような狭い通路を走り抜け、奥にある小さな宮の門をこじ開ける。

　雪姫、どこだ？　漣花、どこにいる？

　狼牙は胸の内で呼ばわりながら、素早くふたりの影を探した。

　と、庭の木立の陰かげで、ひっそり身を潜めている者がいる。

「漣花か？」

　狼牙は素早く走り寄った。

　ゆらりと立ち上がったのは、ほっそりとした少女だ。

「……兄上？」

　震え声で小さく訊ねられた瞬間、狼牙は十年ぶりに会う妹を抱きすくめた。

「雪姫……か？　よくぞ、無事でいてくれた」

「お会いしとうございました、兄上！　こんな日が訪れようとは……ああ、これは夢ではないのですね？」

「ああ、夢ではない。そなたを取り戻しに来た。十年も待たせてしまって、すまない」

「こうして助けに来てくださったのですから」

　狼牙と雪姫は固く抱き合ったままで、短く言葉を交わした。

　だが、再会を喜んでばかりもいられない。

「雪姫、漣花はどうした？　いや、もしかしたら、猫だ。少し前に、白い猫がここへやってこなかったか？」

　狼牙は妹を抱く腕の力をゆるめて、問い質ただした。

　とたんに、雪姫の顔に翳かげりが出る。

「兄上、どうぞ、漣花さんをお助けください！」

　雪姫の言葉に、狼牙はぎくりとなった。

「そなた、漣花に会ったのだな……漣花はどうしたのだ？」

　訊ね返す声が、掠れてしまう。

　雪姫は、涙を溢れさせながら、縋るように見上げてきた。

「今宵、伽とぎに呼ばれたのです……漣花さんは、私の身代わりになって、先ほど宦官に連れていかれました……っ」

「なんだと……？」

　狼牙は愕がく然ぜんとなった。

「漣花さんは、いざとなれば姿を変えて逃げるから、大丈夫だと……っ！　で、でも、もし、逃げる隙が見つからなかったら！　お、お願いです、兄上。漣花さんを……漣花さんを、助けて……っ！」

　雪姫は涙を流しながら、懸命に取り縋ってくる。

　漣花が害されるかもしれない。

　そう思ったとたん、怒りが噴出した。だが、劫ごう火かのような怒りは、逆に冷静さを呼び覚ます。

　狼牙は雪姫の手を、すぐそばに控えていた偀宣に預けた。

「雪姫、漣花は俺が取り戻す。そなたは、先に後宮から逃げろ」

「兄上……」

　雪姫は、自分から漣花を助けてほしいと願ったものの、今になって、それがいかに危険を伴う行為なのかを思い出したようだ。

　さっと青ざめた雪姫に、狼牙は無理につくった笑みを向けた。

「俺のことなら心配するな。荒事には慣れている。おまえたちは、雪姫を連れて、先に逃げろ」

　振り返ってそう命じると、偀宣はゆっくり首を左右に振った。

「狼牙様、私もご一緒いたします」

　偀宣は、当然だとばかりに進言する。

「いや、偀宣。おまえは雪姫を先に逃がしてくれ。陽動を行っている者たちも、そろそろ息が続かなくなる頃だ。おまえが皆を指揮してくれ」

「しかし、狼牙様おひとりでは」

　偀宣は納得いかないように、言い返してくる。

「これは命令だ、偀宣。おまえにとって、俺がまだ主あるじなら、命には従え」

　狼牙は冷れい淡たんに言い切った。

　十年間、常にそばにいた偀宣は、兄にも等しい存在だ。それでも、この場は従ってもらうしかない。

「……御意」

　狼牙の決意が固いことを知り、偀宣は短く答える。

「頼む」

「これだけはお約束ください、狼牙様。決して無理をなさいませんように。救出が困難ならば、日を改めて取り戻す手立てをお考えください」

「わかった」

　狼牙の答えを聞いて満足した偀宣は、すぐに雪姫を逞しい背に負って走り出す。

　誰よりも狼牙を心配するのも偀宣なら、誰より狼牙の力量を信じているのも偀宣だった。

　雪姫に与えられた小さな宮を出て、狼牙は皆と反対方向に走り始めた。

　待っていろ、漣花。

　おまえは絶対に、俺が助け出す。

　狼牙は己自身に強く言い聞かせ、漣花の下へと急いだ。




　　　　†




　漣花は絶体絶命の窮地に追い込まれていた。

　雪姫との入れ替わりは、拍子抜けするほど簡単だった。宮女の手で夜伽の用意をさせられた雪姫は、宦官の迎えを待つ間、ひとりきりにされた。しかも、夜伽に呼ばれる者は、誰にも顔を見せないように薄うす布ぬのを被らされるのが習わしだった。

　お陰で漣花は簡単に雪姫と入れ替わり、迎えに来た宦官の案内に従った。

　あとは頃合いをみて、猫に変へん化げして逃げるだけ。

　仕掛ける時刻が早すぎれば、雪姫の身が再び危険になる。狼牙たちが蜂ほう起きする頃合いを見計らって、逃げなければならない。

　しかし、雪姫との入れ替わりがうまく運んだせいもあって、漣花は事を甘く考えすぎていたのだ。

　雪姫の宮では人の目など、ほとんど気にせずに済んでいた。だが後宮の中でも、王が起居する宮殿に配置されている宦官の数は、恐ろしいほどだった。

　王の寝間近くになると、歩廊の両側に、隙間もなくずらりと宦官が並んでいた。

　宦官は王の閨ねやにも入り込んでおり、これでは隙を見て変化したとしても、簡単に捕らえられてしまう。

「ここで王のお成りを待て」

　部屋の隅に用意された座に、座るように命じられ、漣花は内心で焦りを覚えた。

　ちらりと室内に目を走らせてみたが、潜り込めそうな隙間もない。寝台の下に潜り込んだとしても、これだけの宦官がいれば、すぐに引きずり出されてしまうだろう。

　黒王が来て、漣花が人違いだとわかれば……そう、女ではなく男だとわかれば、見逃してもらえるだろうか？

　そんな甘い考えも脳裏を掠めた。

　だが、黒王は残酷だとの噂だ。雪姫と入れ替わり、しかも男だと露ろ見けんしては、許してもらえるはずもなかった。

　こういう時こそ、《力》がほしかった。けれども、体力を取り戻したとはいえ、今の漣花は、強大な《力》を失ったままだ。

　狼牙様はどうしていらっしゃるだろうか。雪姫様と無事に会えた頃だろうか。

　純白の薄手の上衣下か裳しように細い帯を締め、頭から白く透ける布を被っている。その薄布の陰で、漣花は青ざめた顔で、ただひたすら狼牙のことを考え続けていた。

　もし、ここでひどい目に遭うことになったとしても、後悔はない。

　少しでも狼牙の役に立てたなら、それでいい。

　生き存ながらえて、無事に里に帰ったとしても、たぶんこの先、楽しく暮らせることはないだろう。

　狼牙のいない世界は、なんの意味もない。

　ずっと一緒にいたい。

　それだけを願って、狼牙のそばにいたけれど、でも、永遠に続けられはしないのだ。

　みだりに里の外に出ることは禁じられている。

　そのうち、長おさに命じられて、誰か里の者が自分を迎えにくるだろうから。

　だから、狼牙様。私はどんな目に遭わされようと、後悔はしません。

　狼牙様さえ、ご無事でいてくださるなら……。

　漣花は狼牙の顔を脳裏に思い浮かべ、静かに両目を閉じた。

　それからしばらくして、宦官の声が響く。

「陛下のお成りじゃ。面おもてを伏せよ」

　漣花は言われたとおり、部屋の隅で平伏した。

　その前を、ゆっくりとした足取りで進んでいく者がいる。真ん中のひとりは、よろよろ歩いているようで、両側からそれを支えているらしい者の足音も耳に達した。

「さあ、陛下の褥しとねに侍はべるのじゃ」

　そんな声とともに、漣花は宦官に両手をつかまれる。

　そして、否いや応おうなく、黒王の褥へと導かれた。

　年老いた王が寝台に仰ぎよう臥がしている。まわりには四人の宦官が揃っているのが目に入った。

　黒王は老いさらばえた身体に白の夜着を着ている。白はく髪はつを結い上げた姿は、ただの老人に見えるが、目だけは異様に光らせていた。

　いかにも酷こく薄はくそうに、舐めるように、今宵の生け贄にえとなる者の姿を眺ながめている。

　漣花は思わず、ぞくりと背筋を凍こおりつかせた。

　ひとりでは何もできないように見える老人だ。なのに、恐怖を感じてしまう。

「顔を見せよ」

「はっ」

　王の声に反応し、宦官がすかさず、顔に垂らした布を取り去る。

「……っ」

　漣花は懸命に声を抑えて俯いた。

　褥は人が十人ほど乗っても充分なほどの大きさだ。王との距離はまだだいぶあったが、恐ろしさは堪えきれなかった。

「ほお、今宵は確か、痘痕あばた面づらで醜い女を召すとのことじゃったが、これは美しいの……。どれ、もそっとよく顔が見えるようにせよ」

「はっ」

　両側の宦官が顎と頰に手を伸ばしてきて、漣花は無理やり顔を上げさせられる。

　その時、褥のそばにいた宦官から、驚いたような声が上がった。

「き、貴様……何者だ？　雪姫ではないな」

「なんだと？　雪姫ではないだと？」

　とうとう身代わりが露見して、宦官たちが騒ぎ始める。

　だが、その騒ぎを止めたのは、黒王自身だった。

「誰の身代わりだろうが、どうでもよい。余はこの者が気に入った。着ているものを全部、脱がせろ。身体が見たい」

「はっ」

　宦官たちの手が群がってきて、漣花は完全に進退が窮きわまった。

「や、やめろ……っ、わ、私に触れるな……っ」

　漣花は必死に抗ったが、宦官は十人以上もいる。

　ひとりの手を振り払えても、次から次へと他の手が伸びてくる。

　羽は交がい締めにされたうえで、夜着に手をかけられれば、あとはもうどうしようもなかった。

　夜着の合わせがはだけられ、腰帯が解かれて、下裳も取り去られる。

「な、な、なっ！　お、おぬしは男かっ！」

「なんということだ。女に化けて後宮に入り込むとは！」

　とうとう男であることも知られ、漣花の命運は尽きてしまった。

「へ、陛下！　も、申し訳ございません！　この者、女ではございませんでした！　この失態、どうか、お許しを！」

「どうか、お許しを！」

　宦官たちは、王の怒りを恐れ、口々に許しを請う。

　だが意外にも、黒王は怒るどころか楽しげに目を細めたのだ。

「そうか、男であったか。かまわぬ。これほど美しい顔立ちをしておるのじゃ。それなりに楽しめよう。その者、暴れぬように手を縛って、こっちに寄こせ」

　王の命令に、宦官たちは即座に反応する。

　漣花はたちまちのうちに、両手を後ろでくくられた。細い絹きぬ紐ひもだが、両手の自由を奪われては、もうろくに抵抗ができなくなる。

　そうして漣花は、宦官の手で王のすぐそばまで運ばれた。

「どれ、肌触りを確かめてみようかの」

　皺しわの多い萎しなびた手が伸ばされて、漣花はぎゅっと目を閉じた。

　次の瞬間、胸の粒を、容よう赦しやのない力でぎゅっと摘つまみ上げられる。

「ああっ」

　漣花は思わず悲鳴を漏もらした。

「ふむ、なかなかよい声じゃ。それに、肌も肌理きめが細かくて、よい感じじゃ」

　素肌を這い回る萎びた手の感触が気持ち悪かった。

　けれども、宦官たちに肩と背中を押さえられているので、身体をよじって逃げることもできなかった。

　狼牙に触れられた時は、天にも昇れそうなほど気持ちがよかったのに、今は吐いてしまいそうだ。

　こんな老人に穢されるくらいなら、いっそのこと、この場で死んでしまいたかった。

「よい案配じゃ。どれ、後ろの孔あなの具合も見てやろうぞ。者ども、余が見やすいように、押さえておれ」

「はっ」

　宦官は黙々と王の命に従うだけだ。

　腰をつかまれたあげく、両足を大きく開かされ、王の視線に局所をさらす姿勢を取らされる。

　萎びた手で花芯を握られ、漣花は涙を滲ませた。

「いやだ。放せ！」

　必死に腰をよじって王の手から逃げようとしても、宦官たちが動きを阻む。

「可愛らしいものじゃ。どれ、余が吸ってやろう」

　不穏なことを囁いた老王が、下肢に口を近づけてくる。

　漣花は、ひくっと喉を引きつらせた。

　もう、逃れようがない。

　だが、その時だった。

　ふいに寝所の扉が開け放たれて、なだれ込んできた者たちがいた。

「なんじゃ？　王の御ご前ぜんであるぞ。静かにせい！」

　宦官のひとりが鋭く叱咤する。

　けれども、それに答えたのは、不遜な声だった。

「漣花から、そのきたない手を放せ！」

「！」

　信じられない声に、漣花は目を見開いた。

　涙の滲んだ目で、出口のほうを向くと、狼牙が群がる宦官たちを斬り捨てながら、こちらへと駆けてくる。

「皆、曲くせ者ものじゃ！　陛下をお守りしろ！」

「ええい、何をしておる？　衛兵を呼べ！　曲者を取り押さえよ！」

　宦官たちの半分は、腰を抜かして床にへたり込んでいた。

　だが気き丈じような者たちは、王の身を守って、寝台から退たい避ひさせる。

　狼牙の後ろには、武器を持った宦官が大勢続いていたが、誰ひとり敵かなう者はいなかった。

「漣花、無事か！」

「狼牙、様……っ！　どうして、ここへ？　どうして、こんな危ないことを？」

「馬鹿野郎！　危ないことをしたのは、おまえのほうだ！　さあ、さっさと引き揚げるぞ」

　狼牙はそう言いざま、長剣の先で漣花の縛いましめを切り離す。

「狼牙様……っ、ほ、ほんとは怖かった……っ」

「当たり前だ、馬鹿。さあ、俺の背中にくっついていろ。ちゃんと歩けるか？」

「だ、大丈夫」

　漣花は、こくこくと頷いた。

　だが狼牙は、ふと思いついたように、前言を翻ひるがえす。

「漣花、今すぐ変へん化げしろ。俺の懐に入るんだ」

「狼牙様？」

「早くしろ！　そのほうが俺も動きやすい」

「は、はい！」

　有う無むを言わさぬ調子で命じられ、漣花は素直に従った。

　その場でさっと猫の姿に変化して、爪を立てて狼牙の身体をよじ登る。

　胸当てを少しゆるめてもらえば、そこが一番安全な隠れ場所だった。

　人型の漣花を庇いながら進むのは大変だが、猫を胸に入れてしまえば自由に長剣が振るえる。

　ここが後宮であることも、狼牙には幸いだった。

　男子禁制の場所であるがゆえに、屈強な手て練だれの衛兵ではなく、宦官兵が守っているだけだったのだ。過去にこんな場所まで入り込んできた者はいない。武器を持っているのは、ほとんど格好だけという宦官兵に、狼牙が遅れを取ることなどあり得なかった。

　宦官兵たちは、槍や剣を持って、狼牙の行く手を邪魔しようとするが、皆が及および腰ごしで、斬りかかってくる者はほとんどいないという有様だ。

　漣花は狼牙の胸に収まって、ただ前方を見ているだけでよかった。

　しかし、安心していられたのは、王の宮殿を出るまでだった。外にはさすがに、屈強な衛兵が控ひかえていたのだ。

　狼牙はその兵たちも、簡単に斬り伏ふせていく。誰ひとりとして、行く手を止められる者はいなかった。

　だが、漣花はふいに恐怖を感じて、全身の毛を逆立てた。

「狼牙様、危ない！」

　そう叫んで、狼牙の胸から飛び出す。

「漣花、危ないのはおまえだ！　戻れ！」

　狼牙も負けじと大声を出す。

　漣花の六感に触れた気配は、巡らされた塀の上にあった。

　弓兵だった。塀の上から顔を覗かせているのは、ひとりやふたりではない。三方向の塀にずらりと並んだ弓兵は、合わせて百人近くの数に及んだ。

「くそっ！　囲まれたか。漣花、俺の胸に戻れ！　走って切り抜けるぞ。矢は全部、俺が叩き落とす。だから、戻れ！」

　だが、その狼牙の言葉が終わらぬうちに、いっせいに矢が飛んでくる。

　ばらばらっと大雨のように降り注ぐ矢を、狼牙は次々と叩き払っていく。

　しかし、そうしているうちに、今度は完全に武装した衛兵が道に群がってきた。とおれる道は狭く、どちらにも分厚く壁を作るように衛兵が集まっていた。

　大量の矢が射かけられる。

　防ぎきれなかった矢が、狼牙の肩や腕を貫いた瞬間、漣花は身内から憤ふん怒ぬが噴き上げてくるのを覚えた。

　狼牙様は絶対に死なせない！

　狼牙様は絶対に私が守る！

　漣花にあったのは、その強い意志だけだ。

　そして、それとはっきり自覚する間もなく、小さな猫と同じだった体たい軀くが巨大化していく。

　純白の被ひ毛もうに覆われた背には、いつの間にか大きな翼つばさが出現していた。羽根の先、そして耳の先、長い尾おの先もほんの少し紅あかく染まっている。

「漣花、おまえ……」

　狼牙が驚いたような声を上げる。

　その狼牙を後ろに庇うように、漣花は大型の聖獣となった。

　飛んでくる矢は、翼を広げて全部防ぐ。

　狼牙様には一本も当てさせない！　>>>♥

「な、なんだ、あれは？」

「い、いったい、なんだ？」

「ね、猫が化けたぞ！」

　間近でまともに変化を見た者は、腰を抜かさんばかりに驚いている。

　攻めてくるどころか、恐怖に駆られたように、巨大化した漣花を見ているだけだ。

「狼牙様、私の背に乗ってください」

「漣花……おまえ……」

「早く！　とにかく、ここから逃げなくては」

「わかった。すまん」

　狼牙はためらいを捨てたように、漣花の首筋に腕を回す。

　背中に狼牙の温ぬくもりを感じた瞬間、漣花はふわりと空に舞い上がった。

　子猫だった時の弱々しさは微み塵じんも残っていない。

　満月の白い光を受けながら、力強く優美に飛翔する。

　あとに残された衛兵たちは、夢でも見たかのように、ぼうっとその美しい獣を眺めているだけだった。
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　大型の聖獣姿の漣花と狼牙が向き合ったのは、都を遠く離れた小高い丘の上だった。

　満月が天頂にあって、ふたりの姿を白々と照らしている。

「狼牙様、お仲間はうまく王宮から逃げられたようです。妹姫も無事ですから、ご安心を」

　今の漣花には、離れた場所からでも、仲間の様子が手に取るようにわかる。

　仲間たちは、それぞれの目的を達し、素早く逃走した。狼牙の妹、雪姫は、側近の偀宣が守って逃げている。

　狼牙は、仲間の無事を知って、ほっと息をついた。

「そうか、すまない。何もかも、おまえのお陰だな……。漣花、……おまえ、なんだろう？」

　狼牙が、そう訊ねながら、見上げてくる。

　最大限に巨大化した今は、長身の狼牙よりずっと大きいのだ。

「驚かれましたか？」

　漣花はため息をつくように言いながら、狼牙と向き合える大きさまで、体軀を縮めた。

　今まで何もできなかったのが噓のように、自在に身体を操あやつれる。

　でも、狼牙になんと言われるのか気になって、漣花は怖かった。

「正直言って、驚いた。おまえは、もしかして、蒼王のそばにいたあの生き物と同じような存在なのか？」

　狼牙は真摯に訊ねてくる。

「そうです。蒼王の王獣となったのは、私の弟、花琳です」

「王獣……そうか……あれが、おまえの弟なのか」

　狼牙はそう呟いたが、銀ぎん灰かいの目には、どこか不審げな様子があった。

「今まで黙っていて、すみません。でも、私はずっと《力》を失っていて……だから、城兵に囲まれるまで、巨大化もできなかったのです」

「…………」

　狼牙は無言で見つめているだけだ。

「私の身の上を、聞いてくださいますか？」

　漣花は声を震わせながら、訊ねた。

　すべてを明かせば、嫌われてしまうかもしれない。そんな想像に襲われて怖かった。でも、いつまでも隠しておくわけにはいかない。

「聞こう」

　狼牙は短く応じ、漣花はこれまでの経緯を話し出した。

　陽珂大陸の中央を占める高山に、自分と同じ姿の者たちが住む里があること。そこで、漣花は蒼王の王獣となるために、育てられてきたこと。そして里の誰よりも強い《力》を持っていたこと。しかし、蒼王が選んだのは自分の弟の花琳で、《蒼》の王獣となったこと。花琳が里を出ていったあと、名前を変えなければならず、退化が始まり、最後にはすべての《力》を失ってしまったこと。花琳の様子を見るために、《蒼》まで来て、倒れそうになっていた時に、初めて狼牙に出会ったこと。

　すべてを包み隠さずに話した。

「だから、騙していたわけではないのです……。ずっと、隠していて、ごめんなさい」

　漣花が声を震わせて謝ると、そこでようやく狼牙がほっと息をつく。

「馬鹿だな、俺は驚いただけで、別に怒ったりしていない」

「本当に？」

「ああ、本当だ。怒るどころか、おまえに助けられたのだ。感謝している。おまえがいなければ、雪姫も助け出せなかったし、何より、俺もあの場で命を落としていただろう。だから、すべて、おまえのお陰だ」

「私は……別に……」

　漣花は声を途切れさせた。

　狼牙は表情をやわらげていたが、それでも、いつもとは違って、どこか余所よそ余所よそしい。

　こんな姿を見せてしまったのだから、仕方ないことなのだろう。

　でも、漣花はやはり寂しかった。

「漣花、おまえには感謝している。だがな、悪いが、元の姿に戻ってくれないか？」

「え？」

「その姿もきれいだし、ふわふわしていて気持ちよかったが……しかし、頼むから元の姿に戻ってくれ」

「わかり、ました……」

　漣花は細い声で答えた。

　やはり、この姿は嫌いなのだ。だから、見ていたくないのかもしれない。

　そう思うと、胸の奥が疼くように痛くなる。

　それでも、漣花は《気》を操って、元の人型へと変へん化げした。

　ぼんやりしていたせいで、身にまとうものを一緒に作り出せず、生まれたままの姿だ。

　だが、その漣花を、狼牙はしっかりと抱きしめてきた。

「ああ、やっぱり俺の漣花だ」

「狼牙、様？」

「元に戻ってくれてよかった。あの高貴な聖獣の姿では、畏れ多くて、こうして抱きしめられなかったからな」

　狼牙の胸に抱かれ、漣花は涙を滲ませた。

　嫌われていたのではないと知って、心から嬉しく思う。

　だから、漣花のほうも夢中で逞しい狼牙にしがみついた。

「狼牙様……狼牙様……嬉しい……っ」

「そうしていると、おまえがあの姿になったことが、夢だったのかと思うな」

　狼牙はしっかりと漣花を受け止めながら、苦笑する。

　そこで漣花は、ふと我に返った。

　すべての事情を明かした今、確信を持っていることがある。

「狼牙様……聞いてください。私は、狼牙様こそが、紅王となれる方だと思います。今までは自信がなかった。でも、私がこうして《力》を取り戻せたのは、狼牙様のお陰……それこそが、証あかしだと思うのです」

「いったいなんの話だ？」

　訊ね返されて、漣花は真摯に狼牙を見つめた。

「私を狼牙様の王おう獣じゆうにしてほしい……。天に許されるかどうか、まだわからないけれど、でも、私は狼牙様の王獣となって、いつまでも狼牙様のそばにいたい。今の私なら、少しは狼牙様のお役に立つこともできると思います。以前に比べれば、《力》はまだ半分ほどだけど……。でも、狼牙様こそが紅王になる方です。それだけは確信があるから……」

「ちょっと待ってくれ、漣花」

　思いきり眉をひそめられて、漣花は首を傾げた。

　月明かりの中で見る狼牙は、相変わらず精悍で、無条件に見惚れてしまう。

　けれども、漣花は不安を感じた。

「あの、狼牙様？」

「漣花、悪いが……俺はおまえの言う、そのなんだ……王獣か？　その王獣の《力》を借りて王になる気はない」

「…………」

　思いがけない言葉に、漣花はますます不安が増大した。

　狼牙こそが紅王となる男。その確信が高まっていたのに、当の本人に否定されるとは、思ってもみなかった。

　狼牙はやはり、自分が獣の姿になったり、人間の姿になったりすることがいやなのだろうか。

　そう思ったら、たまらなかった。

「わ、私がいやなのでしたら、……さ、里に来てください……っ、ほ、他にもきっと、います。……わ、私じゃないなら、私、では駄目なのなら、……他の者が……狼牙様の……王獣……」

　懸命に訴えながら、漣花は堪たえきれずに涙を溢れさせた。

　自分では駄目なのだ。

　もともと王獣は、天に選ばれた王の伴侶となる者のことだ。

　自分では、狼牙の王獣になれない。狼牙に嫌われれば、王獣になる資格など、ないのだから……。

　身内を襲った衝撃に耐たえきれず、漣花は狼牙から目をそらし、ぐらりと身体をふらつかせた。

　だが狼牙がすかさず漣花の手を捕らえて、自分の元に引き寄せる。

「おい、漣花。間違えないでくれ。俺はおまえを否定しているわけじゃない。王獣の《力》とやらを借りるのがいやなだけだ」

「でも……」

「さっきの王獣の姿も、嫌いじゃない。美しいと思う。だがな、俺は今のおまえが好きだ。もちろん小さい猫の姿も、そう、さっきの翼を生やしたおまえだって、全部ひっくるめて好きだ。しかし、おまえの特別な《力》を借りて王になるというのは違うと思う。今までどおりでいるわけにはいかないのか？　おまえは、どうしてもあの王獣の《力》で俺を王にしないといけないのか？」

「どういう、意味……ですか？　狼牙様は、私が嫌いなのでは？」

「馬鹿。嫌いなものか！　おまえが愛しくて、誰よりも大切で、今すぐおまえを抱いてしまいたいと、そんな邪な思いが我慢できずにいる。飾る気はない。これがありのままの俺だ」

　狼牙は狂おしく言いながら、漣花の膝裏をすくい上げた。

「えっ」

　漣花は驚きの声を上げたが、すぐに草むらに横たえられる。

　狼牙が上からのしかかってきて、漣花は思わず頰を染めた。

　変化に失敗して、今は何も身につけていない。素肌をさらしているのに、煌こう々こうと月明かりが射しているのだ。

　すべてを狼牙の視線にとらえられている羞恥で、かっと身体中が染まってしまう。

「漣花、そのままのおまえを抱きたい。いいか？」

「……狼牙、様……」

　いやだなどと言えるはずもない。

　漣花は、ただ頷くしかなかった。

　狼牙に、すべてを否定されたわけではないのだ。抱きたいと言ってもらえて、胸が震えるほど嬉しかった。

「いいんだな、漣花？」

「ん……っ」

　狼牙に飢えたように訊かれ、漣花は小さく頷いた。

　するとすぐに狼牙が、嚙みつくように口づけてくる。

「んっ……ぅ」

　唇が触れただけで、不安が消えた。

　熱い舌が滑り込み、ねっとり絡められる。甘い唾液が口中に溢れ、端からいやらしくこぼれてしまうまで、狼牙は執しつ拗ように口づけを続けた。

「ん……う、くぅ……」

　口内をくまなく舌で探られると、身体の芯が熱くなってくる。

　狼牙の片腕は漣花の腰に回り、しっかり引きつけていた。隙間など少しもないので、はしたなく高まってしまったことを知られているはずだ。

「口づけだけで、感じるのか……やっぱりおまえは可愛いな」

　唇を離した狼牙が、くすりと笑いを含んだ声で言う。

「は、恥ずかしいから、言わないで……。だ、だって、狼牙様が口づけるから……」

「俺の口づけで、こうなったと？」

　念を押され、漣花はいちだんと頰を染めて頷いた。

　本当のことだから、噓は言えない。

「じゃ、こんな場所でおまえを抱いても、文句はないな？」

　狼牙は傲ごう慢まんに言い放つ。

　でも、漣花にはその強引さが嬉しかった。

「狼牙……様」

「おまえだけだ。俺をこんなふうに興奮させるのは」

　狼牙はそんなことを言いながら、漣花の胸に手を伸ばしてきた。

　最初から一糸もまとわぬ姿だ。

　羞恥で、身体を硬かたくしていると、狼牙はいきなり胸の小さな粒を指で摘み上げる。

「ああっ」

　きゅっと押し潰されただけで、思わぬ刺激が身体中を走り抜け、漣花は高い声を放った。

　先ほど黒王にも弄いじられてしまったけれど、そのいやな記憶も、狼牙の愛撫で塗り替えられていく。

　狼牙は胸を刺激しながら、顔を伏せて肌に舌を這わせてきた。

「ん……っ！」

　喉の窪みから平らな胸へと舌が滑り、丁寧に舐められる。

　胸の尖りはほんの少し舌先が掠めただけで、硬くなった。

「あ、狼牙……様、ああっ」

　先端を口に含まれると、もう声を抑えていられない。

　狼牙は指と舌で丁寧に胸の粒を刺激した。

　過敏になった先端を弄られると、どうしようもなく感じてしまう。大きな快感が下肢まで突き抜けていくようだ。

「ああっ、……や、もう、駄目……、胸はもう……っ」

「感じるからいやなのか？」

　からかい気味に訊かれ、漣花はふるふるとかぶりを振った。

「違うというなら、もっと試してみるか」

「え、やだ。そ、そんな……やあ、っ……く、ううぅ」

　狼牙は、漣花が泣き声を上げるまで、執拗に胸への愛撫を続けた。

　ぷっくり勃たち上がった粒は、触れられるたびに、痛みを訴えるほどだ。

　歯を立てられたりすると、身体中がびくびく震えてどうしようもなかった。

　自分の淫みだらさがたまらなく恥ずかしい。

　懸命に身をよじっていると、狼牙の舌は胸の粒を離れ、もっと下へと移動していく。あらわになった肌をくまなく舐められた。

　狼牙の息を感じた花芯が、いちだんと熱くそそり勃つ。

「すっかり、その気だな」

「やっ、ああっ」

　声を上げた、次の瞬間、花芯を全部口で咥くわえられる。

　漣花はあまりの気持ちよさに、思わず腰をくねらせた。

　狼牙は窄めた口で幹を何度も擦り上げ、その上、時折ねっとりと舌も這わせてくる。

「ああっ、あ……くっ」

　漣花は、刺激を受けるたびに、高い声を上げた。

　身体の奥が疼くように熱くなって、先端にはたちまち蜜が滲んできた。

　腰をよじると、狼牙は蜜で濡れた窪みも舌先で突つつくように刺激する。

「ああっ、あ、やぁ……っ」

　一気に極きわめてしまいそうになったが、気配を察した狼牙が意地悪く舌の動きを止める。

「まだ、だ。漣花、もう少し我慢しろ。そのほうがもっと感じる。もう、おまえも知っているだろう？」

「で、でも……もう、達いってしまいそう……」

　甘えた声で訴えると、狼牙が下肢から顔を上げ、銀ぎん灰かいの目で優しげにじっと見つめてくる。

「仕方ないな」

　やれやれといった感じで言われ、漣花は耳まで赤く染めた。

　そのあと狼牙は、無造作に漣花の足をつかみ、大きく開かせる。

「え、やだ……こんなの……恥ずかしい」

「文句を言うな。おまえのは狭いんだ。準備しないと、俺のが入らないだろう」

　あけすけな物言いに、漣花はさらに赤くなった。

　狼牙はにやりと笑い、漣花の足を開かせたままで、ぐいっと上方へ持ち上げる。

「やっ、何？」

　あられもない姿勢を取らされて、漣花は焦った声を上げた。

　草むらから腰が浮き上がり、そのうえ足まで持ち上げられている。

　これでは、恥ずかしい場所が丸見えだった。しかも、月明かりが煌々と射しているのだ。

「漣花、たっぷり舐めてやろう」

　狼牙はそう言ったかと思うと、剝き出しになった蕾に、いきなり舌を這わせてくる。

「やっ、……やあ、んんっ」

　秘めておくべき窄まりをねっとりと舐められて、漣花はあまりの羞恥に身み悶もだえた。

　でも、狼牙の舌が這わされると、蕾がひくひくと震えてしまう。そのうえ、張りつめたままの花芯までが、舌の動きに合わせたように、ふるりと反応する。

　淫らな自分の身体が信じられない。

　狼牙は乾いた場所を潤すように、たっぷりと舌を這わせてくる。

「や、ああっ、ああっ……ふっ、……うぅ」

　甘い声を上げると、今度は中にまで舌を潜り込まされる。

　潤された漣花の蕾は、嬉しげに狼牙の舌を受け入れた。

「や、あぁ……っ、う、くっ」

　中までたっぷり舌で犯され、そのうえ、張りつめたものも同時に手で弄られる。

　恥ずかしくてたまらなかったが、漣花はいつの間にか、狼牙にすべてを委ゆだねていた。

　そのうちに、身体中が疼くように熱くなって、もっと確かなものがほしくなる。

「狼牙……様」

　喘ぐように名前を呼ぶと、狼牙は唇を離し、今度は指を押し込んできた。

「最初から感じる場所を弄ってやろう」

　そんな煽るような言葉とともに、いきなり、敏感な壁が指の先で抉られる。

「ああっ！」

　ひときわ強い震えがきて、漣花は、ぎゅっと中の指を締めつけた。

　狼牙はそそり勃ったものを再び口で咥え、そのうえつんと尖った乳首にも触れてくる。三箇所同時に攻められて、漣花は気がおかしくなりそうだった。

「ああっ、……やっ……も、もう、ほし……狼牙様の……っ」

「くそっ、そんなふうに煽られると、俺のほうも我慢がきかなくなる」

　狼牙は怒ったように言って、指を引き抜いた。

「ああっ」

　敏感な壁が抉られ、ひときわ大きな刺激を受ける。

「さあ、漣花。今日は上に乗れ。草地で背中をつけていると、痛いだろう」

　狼牙はそんなことを言いながら、漣花を抱き起こした。

　代わりに狼牙が手早く衣服を脱ぎ捨てて、ごろりと草の上に身を横たえる。

　そして狼牙の腰を跨またぐような体勢にさせられて、漣花はたまらず眼まな差ざしを揺らした。

「こ、こんな格好……やだ」

「いやだ、じゃない。さあ、俺をのみこめ、漣花」

　狼牙は漣花の腰を両手で持ち上げ、漲ったものへと導く。

「あ……っ」

　濡れそぼった蕾に、熱く滾ったものが擦りつけられて、漣花はひくりと喉を上下させた。

　狼牙は熱く自分を求めてくれている。

　それが痛いほどわかって、涙がこぼれそうだった。

「さあ、漣花」

「狼牙、様……っ」

　漣花は狼牙に導かれるままに、熱い塊かたまりを受け入れた。

「く……うぅ」

　逞しい狼牙は、狭い場所をこれ以上ないほど押し広げながら、どこまでも深く入ってくる。

　熱いものをみっしりと奥まで埋め込まれ、漣花はぶるりと小刻みに震えた。

　その振動を受けて、中の狼牙がさらに、どくりと大きくなる。

「や……」

「漣花、おまえを離したくない。だから、このまま俺のそばにいてくれ」

　ぎゅっと抱きしめられて、熱い囁きを落とされる。

　漣花とて、同じ気持ちだ。

　狼牙とは離れたくない。ずっとそばにいたい。

《蒼》の王おう獣じゆうにはなれなかった。だからこそ、紅王だと確信の持てる狼牙の王獣になれればと思った。

　でも、狼牙が望まないなら、王獣でなくてもいい。

　ただの漣花として、このまま狼牙のそばにいられるなら、そうしたかった。

「狼牙様……好き……。だから、離れたくない。ずっと、おそばにいたい」

「ああ、ずっと俺のそばにいてくれ、漣花」

　漣花は、想いを込めて狼牙を見つめながら頷いた。　>>>♥

　狼牙が極上の笑みを見せ、そのあとゆっくり腰を動かし始める。

　狂くるおしく愛を交わすふたりを、白々とした月だけが眺めていた。







　　　　十




　ふた月後──。

　紅狼牙は、漣花の生まれ故郷である、王獣の里を訪れていた。

　妹を黒王の毒どく牙がから救い出し、これでひとつの目標を達した。

　そして解放された民たちは、とりあえず陽珂中に散らばって、失った活力を取り戻そうとしているところだ。

《黒》に捕とらわれている者はまだ他にもいる。だから、狼牙は、このあとも仲間たちとともに、民を解放していくつもりだった。

「それで、あなた様は、王になるつもりはないと？」

　華か美びではないが、美しい造りの宮殿の広間で、隣に座した里の長おさが静かに問いを発する。

　簡素な長衣に身を包んだ長老は、白はく髪はつと真っ白な髭を蓄えていた。

「《黒》に虐しいたげられている民はまだ大勢残っている。すべてを助け出し、いずれは新しい国を起こしたいとは思っています。その時、皆が望むなら、私は王になって、新しい国と民を守っていきたい。しかし、王になるために、王獣が持つという特別な《力》を欲するということはありません」

「王獣の《力》はいらぬと？」

　長老の問いに、狼牙はしっかりと頷いた。

「王獣の《力》を借りて、今すぐ王になっても意味はない。私はあくまで、ただの人間としての漣花を、そばに置きたいと思っています。互いに助け合い、生涯をともに歩む伴侶として、貰い受けたい。そうお願いするだけです」

　真摯に語る狼牙に、長老は難しい顔を見せる。

　横に座った漣花は、その長老を心配そうに窺っている。里のものらしい意い匠しようの長衣は、若草を白でぼかしたような色合いだ。

　初めて出会った頃に比べ、ずいぶん大人になった印象の漣花は、髪の輝きも増し、凜とした美しい横顔を見せていた。

「何なに卒とぞ、お許しいただけませんか？」

　狼牙は言葉を重ねた。

　長老はひとつ息を吐き、そのあと再び口を開く。

「この里の掟おきてのことは、漣花からお聞きになりましたか？」

「はい。里から外に出られるのは、王獣となる者のみ。それが掟だと」

「あなた様が紅王として、漣花をお連れになるなら、なんの問題もない。しかし……」

「何卒、このとおり、伏してお願いいたします。漣花を連れていくことをお許しください」

　狼牙はそう言って、深々と頭を下げた。

　長老は、仕方ないなといったように深いため息をつく。

「漣花が、以前は蒼花と呼ばれていたことはお聞きになりましたか？」

「はい」

「蒼花は、……いえ、漣花は生まれながらに強大な《力》を持っておりました。王獣に変へん化げした時、翼の先が蒼そう色しよくで、それゆえ、《蒼》の王獣になるものと、皆が期待を寄せていたのです。しかし、天てん帝ていの裁定は、違っていた。双子の弟花琳が《蒼》の王獣となり、漣花はすべての《力》を失いました。しかし漣花は自分の力で、あなたというお方を見つけ出した。王獣を得ようと思う者には、ある試練が課せられることになっている」

「私にも、その試練を受けよと？」

　漣花を連れていくためなら、もちろんどんなに困難なことだろうと、やり遂げてみせる。

　しかし、長老は首をゆるりと横に振っただけだ。

「あなた様の場合は、その試練を受ける必要もありますまい。漣花をお連れになること、認めましょう。今は、王になる気はないとおっしゃるが、未来のことは、誰にもわからぬもの。あとは、すべて漣花しだい……いや、天が裁きをくだされるだろう」

　ため息混じりの言葉に、漣花が思わずといった感じで、蒼い目を潤ませる。

　許しを得た狼牙は、ほっと息をついて、心から愛いとしく思う漣花を見つめた。




　　　　†




　遠くには天辺に雪を頂く山脈。手前には小さな草花が咲き乱れる草原。

　蒼そう穹きゆうがどこまでも続いている。

　その蒼い空に、真っ白な被毛を持つ獣が翼を広げて飛び交っていた。

「美しい里だな」

　狼牙はそう呟きながら、そばに立つ漣花に、視線を移した。

「狼牙様……ここが、私の故郷……生まれ育った場所です」

「ここを離れるのは、寂しくないのか？」

　狼牙はそっと華奢な肩を抱き寄せて問うた。

　漣花はびっくりしたように首を左右に振る。

「そんなこと、ありません。狼牙様のそばにいられなくなるほうが寂しいから」

　あどけなさと、大人びた美しさが同居する顔に、狼牙は思わず笑みを誘われた。

「そうだな。おまえを連れていけないとなると、俺も寂しい」

「狼牙様……」

「いつか、ここと同じような里が造れたらいいなと思う。どの国からも見放されたような鄙ひなの土地でいい。皆を引き連れて、里を造り、そこを国にするのだ。俺がなるのは、そんな小さな国の王でもよいか？」

「もちろんです。皆は狼牙様のことを慕したっています。だから、狼牙様が造られる国なら、皆、喜ぶと思います。もちろん、私も……」

　漣花はきれいな微笑を浮かべる。

「漣花、ずっと俺のそばにいてくれ」

「はい……ずっとおそばにいます」

　狼牙は、愛しい者に、優しい目を向けながら、ふわりと細い身体を抱き寄せた。




　　　　†




　こののち数年後、陽珂大陸のほぼ中央に《紅》という小さな国が誕生した。

　紅王は最愛の伴侶に支えられ、善政を敷しいたと言うが、それが王獣であったことは、あまり知られていない。





──　終　──









　あとがき







　こんにちは。秋山みち花です。『紅王と初恋の子猫』をお手に取っていただき、ありがとうございます。中ちゆう華か風ふうもふもふ物語の第二弾でしたが、いかがだったでしょうか？

　本書は『蒼王と純白の子猫』のスピンオフ作品になりますが、お話は独立しておりますので、前作未読の方でも楽しんでいただけるかと思います。そして、弟の花か琳りんが主人公の『蒼王』のほうも、よろしくお願いします。

　ここから少しネタバレになりますので、ご注意を。

　本作の主人公漣れん花かは、弟が王おう獣じゆうになったため、栄光の座から転落することになります。身体からだが小さくなり、力も失うせて失意のどん底にあった時に、狼ろう牙きという若者と出会って……という流れでお話が進みます。

　漣花は、前作の花琳とはまた別の健けな気げタイプ。そして攻せめ主人公の狼牙は、苦労しているわりには元の性格が陽なので、のほほんとしたところもあります。そんなふたりを書くのは、とても楽しかったです。今回のお話は王獣の里で終わりですが、ふたりはこのあとも旅を続ける予定。なので、機会があればその後の様子なども書いてみたいです。あと、本編ではさらりと語っているだけですが、狼牙の過去話とかも書いてみたいかなと思ってます。

　前作に続きまして、イラストは六りく[image: ろ]ろかえで先生にお願いしました。狼牙がほんとにかっこよくて、漣花もすごくステキに描えがいていただきました。そのうえ、漣花の子こ猫ねこ姿の可愛かわいいことときたら、もう大変！　ラフが送られてきた時からずっと悶もだえ狂くるっておりました。本当にありがとうございました。

　ご苦労をおかけした担当様、制作に携たずさわっていただいた方々も、ありがとうございました。

　そして、いつも応おう援えんしてくださる読者様、本書が初めての読者様にも、心よりの感謝を捧ささげたいと思います。本当にありがとうございました。

　ご感想、ご意見、リクエストなどもお待ちしておりますので、よろしくお願いします。

　次回作で、またお会いできることを祈いのっております。





秋山みち花　拝
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